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北陸新幹線建設事業は、本年10月1日長野行新幹線として東京ー長野間に

開通し、冬季オリンピック関連のニュースも、毎日のようにテレビ、新聞紙

上を賑わせております。この建設工事に伴う事前の埋蔵文化財調査は35カ所

におよび、平成 3年～ 7年の間、県教育委員会から委託を受け、（財）群馬県

埋蔵文化財調査事業団が調査しました。このうち、下芝五反田遺跡は、箕郷

町の南部、高崎市との境界近くに位置し、平成4年～ 7年にわたって調査を

実施いたしました。

今回報告される古墳時代編の特筆すべき遺跡調査の特徴は、地表下 4~

4.5芦までおよぶ、榛名ニッ岳泥流層下の深所調査であったことによります。

榛名山の南麓に厚く堆積する泥流層という地理的条件から、発掘前に先んず

る遺跡の認定に困難がともない、発掘に入ってからは、安全対策で専門的な

コンサルタントが必要であり、湧水対策、 H鋼による掘削面までの崩落対策

など、当事業団としてもかつてない万全の安全体制で望みました。

このように発掘技術、安全対策上の新技術に裏打ちされ、調査で明らかに

なった古墳時代の遺構、遺物には、極めて保存状態のよい古墳時代の竪穴住

居、畠、とりわけ集落祭祀に関する土器集積があり、めざましい成果を上げ

ることが出来ました。

お世話になった日本鉄道建設公団、県教育委員会文化財保護課、箕郷町教

育委員会には深甚の謝意を表し、本書の刊行が地域の歴史理解の一助となる

ことを念じつつ序の言葉といたします。

平成 9年12月

財団法人 群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長 "•f f P之





例ロ

1. 本報告書は、北陸新幹線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査として実施した「下芝五反田遺跡」の古墳時代編の

報告である。なお、事業名称は下芝清水遺跡、下芝五反田 I遺跡である。

2.遺跡は、群馬県群馬郡箕郷町大字下芝字清水・五反田に所在する。発掘調査区は、清水地区が箕郷町下芝

字清水459-1~3 • 460-1、五反田地区が箕郷町下芝字五反田704• 705 • 706 • 708 • 720-1 • 720-3、

717-1~ 5である。

3.事業主体 日本鉄道建設公団

4.調査主体財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

5.調査期間清水地区 平成4年度 1992年10月1日～1993年3月31日

平成 5年度 1993年4月1日～ 5月31日

五反田地区 平成 5年度 1993年9月1日～1994年3月31日

平成6年度 1994年4月1日～ 7月31日、 9月14日～11月30日

平成7年度 1995年8月17日～10月13日

6.調査組織事務担当

常務理事中村英一、菅野清

調査研究部長神保侑史

事務局長近藤功、原田恒弘

管理部長佐藤勉、蜂巣実

調査研究第 1課長真下高幸 総務課長斎藤俊一、小渕淳

事務担当 国定均、笠原秀樹、須田朋子、吉田有光、柳岡良宏、船津茂、高橋定義、

松下 登、大沢友治、吉田恵子、並木綾子、今井とも子、角田みづほ、松井

美智子、塩浦ひろみ、内山佳子、星野美智子、羽烏京子、菅原淑子、若田 誠

調査担当（清水地区）飯塚卓二、松井龍彦、井川達雄、麻生敏隆

（五反田地区）中束耕志、相京健史、小島敦子、松田 猛、神谷佳明、関根慎二、

高島英之、桜井美枝、池田政志、平方篤、橋本 淳、大竹正隆、横山千晶

7. 整理主体財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

8. 整理期間平成 8 年度• 9年度 1996年4月1日～1997年7月31日

9.整理組織事務担当

常務理事菅野清 事務局長原田恒弘

副事務局長兼調査研究第 1部長赤山容造 管理部長蜂巣実、渡辺健

調査研究第3課長真下高幸 総務課長小渕淳

事務担当 国定均、笠原秀樹、井上 剛、須田朋子、吉田有光、柳岡良宏、宮崎忠司、

岡嶋伸昌、大沢友治、吉田恵子、並木綾子、今井とも子、松井美智代、内山

佳子、星野美智子、羽鳥京子、菅原淑子、若田 誠、山口陽子、佐藤美佐子、

本間久美子、北原かおり、安藤友美、狩野真子

整理担当神谷佳明

整理補助 山崎由紀枝、今井サチ子、土田三代子、大塚とし子、長谷川公子、荻野恵子、

早部洋子、新井千恵子 （機械実測）田所順子、木原幸子

111 



10. 本報告書作成の担当

編 集 ・本文執筆 ・観察表神谷佳明

遺構写真撮影 （清水地区）平成 5年度の調査担当者（五反田地区）平成 6年度の調査担当者

アドバルーン撮影 （株）技研測量設計

遺物写真撮影佐藤元彦

分析・委託 石材鑑定 群馬地質研究会飯島静男

地質調査、テフラ同定、植物珪酸体分析、花粉分析 （株）古環境研究所

樹種同定、赤色物質分析 （株）パレオ・ラボ

DNA分析国立遺伝学研究所佐藤洋一郎

遺構・遺物図トレース （株）測研

11.出土遺物及び記録図・写真などの記録類は、すべて群馬県埋蔵文化財調査センターで保管している。

12. 発掘調査にあたっては、地元箕郷町をはじめとして高崎市、安中市、群馬町、前橋市等から多くの方々に

発掘作業に従事していただいた。

13.発掘調査・整理作業を行うにあたっては、次の機関・諸氏から貴重な御教示や御指導をいただいた。記し

て感謝の意を表したい。（敬称省略、五十音順）

箕郷町教育委員会 高崎市教育委員会 群馬町教育委員会 （財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団

石井克己、大塚昌彦、黒田晃、坂本和俊、清水豊、志村哲、関和彦、田ロ一郎、堤 隆、

津野仁、細野高伯、若狭徹、渡辺 一、綿貫鋭次郎、当事業団職員
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凡例

1.挿図中に使用した方位は、座標北を表示している。

2.本報告書で使用したテフラの略号は、浅間B軽石 As-B、浅間C軽石 As-C、榛名ニッ岳噴出軽石

Hr-F P、榛名ニッ岳噴出火山灰 Hr-FAである。

3.挿図中の遺構図の縮尺については、全体図1/200、住居・竪穴遺構1/100• 1/60、カマド・炉1/30、掘立柱

建物・平地建物1/60、土坑1/40、溝1/100• 1/50、土器集積1/20、畠1/100である。

なお、これ以外の縮尺を使用したときには、明記してあるので参照されたい。

4.挿図中の遺物図の縮尺については、土器1: 3、石器1: 3、石製模造品 1: 2 • 1 : 1である。

また、これ以外の縮尺を使用するときには、明記してあるので参照されたい。

5. 図版中の遺物の縮尺は、概ね1/1~1/4である。

6. 遺構番号は、各調査面を通しての番号である。調査範囲内には、五反田地区と清水地区が存在するが、清

水地区のものについては遺構番号の前に「清水地区」を付してある。また、遺構番号の前に特に調査区名を

付していないものは五反田地区の遺構を表す。

7. 本報告書で使用した地形図は、以下のとおりである。

国土地理院 地勢図 1/200,000 「長野」・「宇都宮」

地形図 1/25,000 「下室田」

箕郷町都市計画図

8.遺構の面積は、デジタルプラニメーターで 3回計測した平均値を採用した。

9. 本報告書中で使用したスクリーントーンは下記のとおりである。

Hr-FA 区言 As-C 灰化材 □□］ 断面中の礫
10. 本報告書で掲載した「古墳時代」は、榛名ニッ岳噴火の際に起きたHr-FA• Hr-F Pによる泥流層下面ま

でを対象としている。

V 
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124号住居全景（東から） 131号住居土層断面(A~A')

124号住居土層断面(A~A') 131号住居土層断面(B-B')

124号住居土層断面(B~B') PL 18 131号住居カマド断面

124号住居炭化材出土状態 131号住居カマド

PL 9 124号住居カマド断面 131号住居カマド掘り方

124号住居カマド 131号住居掘り方

124号住居カマド及び周辺遺物出土状態 132号住居全景

124号住居掘り方 P L19 132号住居遺物出土状態

125号住居全景 132号住居カマド断面

P LlO 125号住居遺物出土状態（南から） 132号住居カマド遺物出土状態

125号住居遺物出土状態（西から） 132号住居カマド

125号住居土層断面(A~A') 133号住居全景

125号住居土層断面(B-B') 133号住居土層断面(A~A')

125号住居カマド断面(A~A') 133号住居土層断面(B~B')

125号住居カマド断面(B~B') 133号住居カマド残存状態

125号住居カマド PL 20 134号住居全景

125号住居掘り方 134号住居全景

PL 11 126号住居全漿 134号住居土層断面

126号住居全景（西から） 134号住居カマド

126号住居土層断面(A~A') 134号住居掘り方

126号住居土層断面(B~B') PL 21 135号住居全景

126号住居北壁断面 135号住居全景

P L12 126号住居周堤帯土層断面 135号住居土層断面(A~A')

126号住居周堤帯土層断面 135号住居土層断面(B~B')

126号住居周堤帯下面 135号住居掘り方

126号住居周堤帯下遺物出土状態 PL 22 136号住居全景

126号住居周堤帯下遺物出土状態 136号住居遺物出土状態

126号住居周堤帯下遺物出土状態 136号住居カマド断面

126号住居掘り方（西から） 136号住居カマド

126号住居掘 り方（東から） 136号住居掘り方

PL 13 127号住居全景 PL 23 137号住居全景

127号住居土層断面 137号住居土層断面(A~A')

127号住居貯蔵穴 137号住居土層断面(B~B')

127号住居カマド断面(A~A') 137号住居遺物出土状態（全景）

127号住居カマド断面(B~B') 137号住居遺物出土状態（部分）
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PL 24 137号住居遺物出土状態（部分） 畠区画 1（耕作土断面）

137号住居遺物出土状態（部分） 畠区画 l（耕作土断面）

137号住居貯蔵穴 畠区画 l（耕作土中遺物出土状態）

137号住居掘り方 畠区画 l（耕作土中遺物出土状態）

138号住居全景 P L35 畠区画3

PL 25 138号住居土層断面(A~A') 畠区画3(126号住居付近）

138号住居土層断面(B~B') 畠区画3

138号住居遺物出土状態（全景） 畠区画3（耕作土断面）

138号住居遺物出土状態（部分） 畠区画4

138号住居炉 畠区画4

138号住居掘り方 畠区画5

1号竪穴遺構全景 畠区画5

4号・ 5号掘立柱建物全景 P L36 畠区画6

PL 26 4号掘立柱建物全景 畠区画 6

4号掘立柱建物柱穴土層断面 シルト面畠サク跡残存状態（86区A-7付近）

4号掘立柱建物柱穴土層断面 シルト面畠サク跡残存状態（86区T-7付近）

4号掘立柱建物柱穴土層断面 シルト面畠サク跡残存状態（調査区北西部）

5号掘立柱建物全景 P L37 122号住居出土遺物（ 1)

5号掘立柱建物柱穴土層断面 P 138 122号住居出土遺物(2)

5号掘立柱建物柱穴土層断面 P 139 122号住居出土遺物（3)

5号掘立柱建物柱穴土層断面 PL 40 122号住居出土遺物（4)

P L27 1号～ 4号平地建物全景 PL41 122号住居出土遺物（5)

1号～ 3号平地建物全景 123号住居出土遺物（ 1)

1号平地建物全景 P L42 123号住居出土遺物（2)

2号・ 3号平地建物全景 P L43 123号住居出土遺物（3)

4号平地建物 P L44 124号住居出土遺物(1)

PL 28 5 号• 6号平地建物全景 P L45 124号住居出土遺物（2)

5号平地建物全漿 P L46 124号住居出土遺物（3)

6号平地建物全景 125号住居出土遺物（ 1)

7号平地建物全景 P L47 125号住居出土遺物（2)

8 号• 9号平地建物 P L48 125号住居出土遺物(3)

8 号• 9号平地建物 126号住居出土遺物（ 1)

10号平地建物全景 P L49 126号住居出土遺物(2)

10号平地建物全景 PL 50 126号住居出土遺物（3)

PL 29 11号平地建物全景 PL 51 126号住居出土遺物(4)

11号平地建物全景 PL 52 127号住居出土遺物

12号平地建物全景 PL 53 128号住居出土遺物（ 1)

12号平地建物全景 P L54 128号住居出土遺物（2)

13号平地建物 PL 55 128号住居出土遺物（3)

13号平地建物 PL 56 128号住居出土遺物（4)

14号平地建物全景 PL 57 128号住居出土遺物(5)

14号平地建物全景 PL 58 128号住居出土遺物(6)

P L30 84号土坑 129号住居出土遺物

86号土坑 PL 59 131号住居出土遺物（ 1)

100号土坑 PL 60 131号住居出土遺物(2)

100号土坑 P L61 131号住居出土遺物(3)

1号土器集積全景 PL 62 131号住居出土遺物(4)

P L31 1号土器集積全景 132号住居出土遺物（ 1)

1号土器集積（近接） PL 63 132号住居出土遺物(2)

1号土器集積（近接） PL 64 132号住居出土遺物(3)

1号土器集積（石製模造品出土状態） 133号住居出土遺物

P L32 2号土器集積全景 P L65 134号住居出土遺物

2号土器集積（近接） 135号住居出土遺物

2号土器集積（近接） P L66 136号住居出土遺物

2号土器集積（近接） 137号住居出土遺物（ 1)

2号土器集積（近接） P L67 137号住居出土遺物(2)

P L33 畠区画 1• 2 138号住居出土遺物（ 1)

畠区画 1• 2 PL 68 138号住居出土遺物(2)

P L34 畠区画 l P L69 1号竪穴遺構出土遺物

畠区画 1 5号掘立柱建物出土遺物

畠区画 1 8号平地建物出土遺物

畠区画 1(125号住居付近） 100号土坑出土遺物
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1号土器集積出土遺物(I)

PL 70 1号土器集積出土遺物(2)

PL 71 I号土器集積出土遺物（3)

PL 72 1号土器集積出土遺物(4)

PL 73 1号土器集積出土遺物(5)

PL 74 1号土器集積出土遺物(6)

PL 75 2号土器集積出土遺物（1)

PL 76 2号土器渠積出土遺物（2)

PL 77 畠 区画 l出土遺物(1)

PL78 畠 区画 l出土遺物(2)

畠 区画2出土遺物

PL 79 畠 区画3出土遺物

畠 区画4出土遺物

P L80 畠 区画5出土遺物

畠 区画6出土遺物

遺構外出土遺物（I)

PL8l 遺構外出土遺物（2)

P L82 逍構外出土遺物（3)

清水地区

P L83 清水地区Hr-FA層下面全景（北から）

清水地区Hr-FA層下面全景（東から）

P L84 清水地区古墳時代遺構全景（北から）

清水地区古墳時代逍構全景（東南から）

P L85 1号住居全景

1号住居調査前

1号住居土層断面

1号住居遺物出土状態（全景）

1号住居遺物出土状態（部分）

P L86 1号住居逍物出土状態（部分）

1号住居遺物出土状態（部分）

1号住居周堤帯遺物残存状態

1号住居植物遺体残存状態

1号住居植物逍体残存状態

1号住居カマド

1号住居炉

1号住居炉

P L87 2号住居全禁

2号住居竪穴部分

2号住居遺物出土状態（全景）

2号住居遺物出土状態（部分）

2号住居土層断面

P L88 2号住居周堤帯下遺物出土状態

2号住居周堤帯下遺物出土状態

P L89 1号・ 2号・ 3号平地建物全景

1号 ・2号 ・3号平地建物全景

1号平地建物

1号平地建物（床下）

2号平地建物

P L90 2号平地建物（床下）

3号平地建物

3号平地建物カマド

3号平地建物カマド

1号土坑

10号溝

10号溝土層断面

10号溝土層断面

P L91 I号土器集積

1号土器集積

P L92 畠（北西から）

畠（東から）

畠 植物遺体残存状態

畠 植物逍体残存状態

畠 植物遺体残存状態

P L93 I号住居出土遺物（ 1)

P L94 1号住居出土遺物(2)

P L95 I号住居出土逍物（3)

P L96 I号住居出土遺物(4)

P L97 1号住居出土遺物（5)

P L98 1号住居出土遺物(6)

2号住居出土逍物（1)

P L99 2号住居出土遺物（2)

P LlOO 2号住居出土遺物（3)

1号平地建物出土遺物

2号平地建物出土逍物

3号平地建物出土逍物

JO号溝出土遺物(1)

P LlOl 10号溝出土遺物(2)

P Ll02 10号溝出土遺物(3)

1号土器集積出土遺物（I)

P Ll03 I号土器集積出土遺物(2)

P Ll04逍構外出土逍物

分析・鑑定

P Ll05清水地区 1号住居残存植物遺体珪酸体顕微鏡写真（ 1)

P Ll06清水地区 1号住居残存植物遺体珪酸体顕微鏡写真(2)

P Ll07清水地区畠残存植物遺体珪酸体顕微鏡写真（ 1)

PL 108清水地区畠残存植物遺体珪酸体頻微鏡写真（2)

清水地区花粉遺体顕微鏡写真

P Ll09清水地区畠出土植物遺体DNAバンドパターン

PL l!O五反田地区出土炭化材の樹種（1)

P Llll五反田地区出土炭化材の樹種(2)

P Lll2五反田地区出土炭化材の樹種（3)

P Lll3五反田地区出土炭化材の樹種（4)

PL ll4五反田地区出土炭化材の樹種（5)

PL ll5五反田地区出土炭化材の樹種（6)
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本文





1.発掘調査の経過

I 発掘調査の経過

1.発掘調査の経過

北陸新幹線建設に伴う発掘調査の経緯について

は、（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団報告第183集

「行力榛名社遺跡 北陸新幹線地域埋蔵文化財発掘

調査報告書第 1集」1994年発行第 1章(P1~6)に

詳しく記載されているので参照していただきたい。

下芝五反田遺跡は、箕郷町の南部、高崎市との境

界近くに位置する。発掘調査範囲は、北陸新幹線高

崎起点7,640m~7,700m（清水地区）、 7,700m~ 

7,820mの本線用地とその北側に位置する箕郷変電

所用地（五反田地区）である。発掘調査を行った面積

は、清水地区が1,000m¥五反田地区が8,050対の合

計9,050m'である。

発掘調査の期間は、清水地区が1992年10月1日か

ら1993年5月31日までの 8ヶ月で実施した。五反田

地区は、用地買収の進捗状況や変電所建設変更の影

響により 1993年9月1日から1994年7月31日、 9月

14日から11月30日、 1995年8月18日から10月13日に

かけての 3次にわたる15.5ヶ月で実施した。

発掘調査地は、黄褐色砂層下、浅間山B軽石(As

-B)層下、 Hr-F A • H r-F P泥流層上面、 Hr-

FA層下面、黒褐色土（Hr-FA層下畠耕作土）層下

の各面より遺構を検出した。なお、黄褐色砂層下の

遺構は、変電所用地の北東部の450対だけで水田遺

構が確認された。Hr-F A • Hr-F P泥流層及びH

r-F A層下面については変電所用地西側から本線用

地にかけてはトレンチ調査で埋没河川の存在が確認

され遺構が存在しないことが確認されたことからH

r-F A層下の調査は清水地区と五反田地区の変電所

用地で行った。また、 Hr-FA層下の発掘調査は、

地表下4~4.5mと深所になるため安全対策を行っ

て実施した。安全対策は、遺構確認面が地表面より

4 ~4.5m下の深所に及び泥流層が</>1 mの礫を含

むため掘削すると崩落しやすいため調査区周囲にH

鋼を打設し、地表面から約 1m下より45度ほどの傾

斜をとって遺構確認面までの掘削をおこない、傾斜

下には湧水排出用の溝を配置した。

発掘調査は、清水地区では各遺構確認面ごとに実

施したが、箕郷町教育委員会が担当する東京電力の

送電用鉄塔移設工事に伴う発掘調査地と隣接しエ期

が同じことから鉄塔用地と同一に掘削、調資、安全

対策を実施した。

五反田地区では、用地買収済の箇所ごとに順次に

実施した。93年度は、本線用地の東側（第3図のA)

と変電所用地東側・北側（第3図のB)について着手

したが、変電所用地の未買収地は交渉に難航が予想

されたため発掘調査中に設計が変更になり 当初予定

地の北側部分（第 3図のC)が追加になった。なお、

93年度は、 A・B・C部分のHr-F A • Hr-F P泥

流層上面までについて調査を実施し、 B・C部分は

Hr-F A • Hr-F P泥流層の掘削及び下面調査のた

めの安全対策についても行った。

94年度は、前年度調査した変電所部分(B • C)の

Hr-F A • Hr-F P泥流層、 Hr-FA層下の古墳時

代の遺構について調査を実施した。また、 9月より

調査が可能になった本線・起電区分所部分の残り

（第3図のD)について調査を実施し、さ らにその後、

用地買収が完了した本線用地（第2図のE)について

調査を実施した。

95年度は、新たに追加して用地買収を行った地点

に建設される「コ」の字状の構造物建築部分（第3図

のF)について調査を実施した。

古墳時代の遺構面の調査は、 1994年4月より Hr-

FA・ Hr-F P泥流層の下層に存在する Hr-FA層

を人力で掘削を行いHr-FA降下前の古墳時代の地

表面を検出し、住居 ・畠等を調査した。さらにHr-

FA層下面の住居を調介しつつシルト層までの掘削

を行いこの面での遺構検出・調査を行った。さらに

シルト面での遺構調査後下層の遺構確認のための試

掘を行い 7月20日に古墳時代面の調査を終了した。
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第2図 発掘調査区の範囲(1/1,000) 
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lI 調査の方法

II 調査の方法

1.調査の手順

清水地区の発揺調査は、 1992年度に安全対策工事

を施工し、 Hr-FA層より若干上位まで重機で掘削

を行った。遺構の調査は、 1993年度当初より実施し

同年 5月31日まで実施した。

Hr-FA層下では、畠を検出した他、住居の存在

を確認した。調査手順は、 Hr-FA層下の地形測量、

畠・住居埋土の掘削、記録を行い調査区東側を精査

したところ平地建物を検出した。そして遺構調査後

下層の試掘調査を行い調査を終了した。

五反田地区の発掘調査は、 1993年度に安全対策工

事を施工し、 Hr-FA層より若干上位まで重機で掘

削を行った。遺構の調査は、 1994年度当初より実施

したが住居などの窪地に残った泥流層の掘削に多少

の時間を要したが東南部より若干残した泥流層及び

その下層のHr-FA層を掘削し、 Hr-FA降下前の

古墳時代後期初頭の地表面を検出しつつ調査区への

搬入路である調査区北西部へ進行した。

Hr-FA層下では住居、平地建物、畠、土器集積

などの遺構を確認した。住居は、一般的な調査と同

様に十文字状に埋没土観察用のセクションベルトを

設置し床面まで掘削した。床面までの掘削にさいし

て多くの遺物出土や炭化材の残存、壁面の崩落によ

り本来の壁面と埋没土との確認などで多少の時間を

要した。その後カマドを調査し、床下に掘り方が存

在するか否かの調査を行った。記録写真・記録図は、

土層断面・全体・カマドなどを中心に撮影 ・測量を

おこなった。また、必要に応じて詳細部の写真・図

をとった。

畠は、耕作方向に直交する位置で数本の埋没状況

観察のセクションベルトを設置し、記録図・写真を

測量 ・撮影した。全体図や全景写真の測量・撮影は、

株式会社技研測量に依頼した。

その下層の白色シルト面での遺構確認は、まずH

r-F A層下で検出した畠の調査が終了したグリッド

6 

を数力所人力で掘削して遺構確認を行い白色シルト

面で住居の他に掘立柱建物、平地建物、土坑、畠が

確認されたことと Hr-FA層下での住居の調査に多

少の時間を有するため122号住居～124号住居を周堤

帯を含んだ範囲をそのまま残存させながら他の部分

を白色シルト面まで人力で掘削した。

白色シルト面での遺構調査は、基本的にはHr-F

A層下と同様であるが、畠の調査は、確認面での掘

り込みが浅すぎるため確認面での記録図測量と写真

撮影に止めた。

さらにその下層の遺構の存在について確認するた

めに数本の試掘坑を設定して調査を行った。試揺坑

の観察では、下層にAs-Cの存在は確認したが調

査区西で確認した旧河川の氾濫源であったのか砂層

や礫層が観察され遺構の存在は確認されなかった。

また、遺跡・遺構の解明に必要なテフラ同定、珪

酸体分析花粉分析などを行った。（本報告書VII章掲

載）

なお、出土した遺物や記録した図 ・写真の基礎的

な整理は、発掘現場で実施した。遺物は、洗浄・注

記を行い整理期間算出のために遺物量のカウントを

行った。記録図は、平面と断面の甑甑の修正、写真

は、検索台紙の作成までを行った。発堀調査にあたっ

ての遺跡名称 ・遺跡略号などの付け方については、

北陸新幹線建設に伴う発掘調査を開始するときに同

ー事業内の統一をはかった。詳細については、「行

力榛名社遺跡」1994(P7~9)を参照されたい。

整理作業は、五反田地区では1996年度より 1997年

度にかけて接合、復元、遺物写真撮影、遺物実測、

遺構図修正、遺構図 ・遺物図トレース（委託）、版下

作成、印刷の手順で実施した。

清水地区 1号住居については、箕郷町教育委員会

で遺物の接合、復元、実測を行ったものを（財）群馬

県埋蔵文化財調査事業団でトレース、写真撮影し掲

載した。



2. 基本層序

2. 基本層序

下芝五反田遺跡は、白川扇状地の標高143m~

146.5mに位置するが、遺跡地は、行力春名社遺跡

や下芝天神前遺跡のように奈良•平安時代と古墳時

代の遺構確認面の間に厚さ 3~3.5mの泥流層が存

在している。遺跡地の基本的な土層の堆積状態は、

周辺の遺跡とは大きな違いは見られない。

遺跡地の基本土層の様相は、第4図のように(I)

地表面より現在の耕作土である表土層、 (II)浅間B

軽石(As-B)を含む黒褐色土層、 (Ill)浅間B軽石

(As-B)、(W)礫や軽石を含む暗褐色土、 (V)榛

名ニッ岳Hr-F A • H r-F P噴火による泥流層、

(VI)榛名ニッ岳火山灰(Hr-FA)層、 (vn)若干の浅

間C軽石（As-C)を含む黒色土層、 (VIII)若干の浅

間C軽石（As-C)を含む灰褐色砂質土層、 (IX)多

少のAs-Cを含む灰白色シルト層、 (X)浅間C軽

石層（As-C)この層は、部分的に存在しない箇所

や堆積の厚さに差が見られる。また、一部の堆積層

は、 2次的な堆積の可能性もみられる、 (XI)粒子の

荒い灰褐色砂層、 (XII)砂礫層、この層は起伏がみら

れ一部ではvn層上部まで起伏している。

上記の土層が遺跡地で確認される基本的な堆積で

あるが、調査区の東北部分では 11層のなかに洪水堆

積によると想定される灰黄色砂層が確認される。ま

た、 VIII層のなかには、砂礫層が存在しており VIII層堆

積中に数回の洪水による氾濫が確認された。

遺構の確認面は、 11層中の灰黄色砂層下より中世

の水田を検出し、その下層のI1]層 (As-B)下より

平安時代後期の水田(As-B層下水田）を検出した。

この水田の耕作土であるW層下、 V層上面で奈良・

平安時代の集落を検出した。そして今回の報告であ

る古墳時代の遺構面は、 VI層下、 vn層上面とvn層下、

VIII層上面で検出した。なお、テフラ等については、

VI章自然科学分析「地質調査」・「テフラ同定」を参照

されたい。
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第 4図 基本土層柱状図

遺跡地土層堆積状態
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II 調査の方法

3.調査区の設定

北陸新幹線地域埋蔵文化財発掘調査では、これに

伴う遺跡発掘調査での調査区の設定を全域が網羅す

るように設定した。

調査区の設定は、 「国家座標」に基づき北陸新幹線

地域の全域を網羅する 1km四方の大区画を設定し

た。大区画は、北陸新幹線の起点である高崎駅東南

の国家座標値X=+35,000. Om • Y =-73,000.0mを

起点とし、北陸新幹線の路線に沿って高崎から安中

方面に向けて25の区画を設定した。（第6図）これを

「地区」（大区画）と呼称した。

次にこの 1km四方の各地区 （大区画）の中を一辺

100m四方の区画で100等分に区画し、この100四方

の区画を「区」（中区画）と呼称した。この「区」では、

東から西へそして南から北にかけて 1~100区まで

を設定した。（第5図）

さらに「区」と呼称した100m四方の中区画の内部

を一辺5mの小区画で400等分し、この小区画を「グ

リッド」と呼称した。「区」内部の呼称方法は、東南

隅を起点としてX軸（西方向）にアルファベットをそ

してY軸（北方向）に数字を用いた。すなわち 1つの

中区画内部は、 X軸がAから始まり TまでY軸が 1

から20まで進んだ後次の「区」に移ることになる。

下芝五反田遺跡は、清水地区が大区画12地区、中

区画75区に相当し、五反田地区が大区画が12地区、

中区画は75区、 76区、 85区、 86区に相当する。

なお、発掘調査範囲にかかる各中区画のA-1の

座標値は、以下のとおりである。

75区 X=+41, 700.0m、Y=-77,400.0m 

76区 X=+41,700.0m、Y= -77, 500. 0 m 

85区 X =+41,800.0m、Y=-77,400.0m 

86区 X = + 41, 800. 0 m、Y= -77, 500. 0 m 

1 0 0 g g 9 8 9 7 9 6 9 5 9 4 9 3 9 2 9 1 

9 0 8 9 8 8 8 7 8 6 8 5 8 4 8 3 8 2 8 1 

8 0 7 9 7 8 7 7 7 6 7 5 7 4 7 3 7 2 7 1 

7 0 6 9 6 8 6 7 6 6 6 5 6 4 6 3 6 2 6 1 

6 0 5 9 5 8 5 7 5 6 5 5 5 4 5 3 5 2 5 1 

5 0 4 9 4 8 4 7 4 6 4 5 4 4 4 3 4 2 4 1 

4 0 3 9 3 8 3 7 3 6 3 5 3 4 3 3 3 2 3 1 

3 0 2 9 2 8 2 7 2 6 2 5 2 4 2 3 2 2 2 1 

2 0 1 9 1 8 1 7 1 6 1 5 1 4 1 3 1 2 1 1 

1 0 ， 8 7 6 5 4 3 2 1 

20 

19 

18 

17 

I 6 

15 

14 

13 

12 

11 

10 ， 
8 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 
TSRQ PONMLKJ IHGFEDCBA  

第5図 調査区の設定（中 ・小区画）
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3.調査区の設定
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lil 周辺の環境

m 周辺の環境
1.地理的環境

下芝五反田遺跡は、群馬県群馬郡箕郷町大字下芝

字五反田に所在する。箕郷町は、群馬県の中央より

やや西よりに位置し、榛名天目山から南南東におよ

そ幅 3~4 kmで長さ12kmの範囲の町である。町域の

大部分は、榛名山東南麓に立地する。下芝五反田遺

跡は、箕郷町でもも っとも南部の高崎市に近い位置

にあり、山麓から平野部への変換部分に立地する。

北陸新幹線の起点である高崎駅からは、北西へ直線

距離で7.2kmほどである。遺跡地の現在の標高は、

142.6~147.Omである。

下芝五反田遺跡は、地勢的には榛名山（標高1,448

m)東南麓の一部に小規模に発達した「白川扇状地」

（下の写真参照）に立地する。榛名山東南麓には、渋

川市から榛東村、箕郷町の東部にかけて広範囲に「相

馬ケ原扇状地」が占める。南麓は、箕郷町の西部に

流れる榛名白川から西側で発達した開析谷が存在す

る古期扇状地面である「十文字面」が占めている。「白

川扇状地」は、この「相馬ケ原扇状地」と「十文字面」

の間に位置する。その範囲は、概ね榛名白川と井野

川に挟まれた範囲である。扇頂は、箕郷町西明屋付

近で扇端部は不明であるとの見解が示されている。

「白川扇状地」のその主たる形成要因は、北から南

へ流れる榛名白川と北西から南東へ流れる井野川に

挟まれた地域への古墳時代後期初頭に起きた榛名

ニッ岳の噴火に伴う 二次的洪水堆積物の流入であ

る。この洪水堆積物は、古墳時代後期初頭、 6世紀

初頭と前半の 2度にわたって起きた火山噴火によっ

て発生したものである。この火山噴火の 6世紀初頭

に起きた際のテフラは、本遺跡の基本層序VI層であ

る火山灰(Hr-FA)を噴出したものであり、この噴

火に伴う洪水堆積物を Hr-FA泥流と呼称してい

る。6世紀前半に起きた噴火に伴うものは、子持村

黒井峰遺跡や白井遺跡群を埋没させた火山軽石で有

名なHr-FPであるが、本遺跡の存在する榛名東南

麓ではほとんど堆積していない。そしてこの噴火に

伴う洪水堆積物をHr-FP泥流と呼称している。こ

のHr-FA泥流層と Hr-FP泥流層の間には、僅か

に5~10cmの黒色土が堆積しており火山活動の休止

が窺えるが、 Hr-FA泥流による被害が甚大であっ

たため井野川左岸に位置する同道遺跡にみられるよ

うな災害復旧は行われなかった。この 2度にわたる

泥流堆積層は、本遺跡付近では、約 4~5m、南に

位置する浜川遺跡群では2.5~3m、御布呂遺跡で

は1~1.5mほどの厚さが見られる。本遺跡の北側

については、発掘調査が行われていないためデータ

がないため不明である。なお、この地域の泥流層下

の旧地形については、「行力春名社遺跡」の報告書中

で考察しているので参照されたい。



1. 地理的環境
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第 7図 遺跡周辺の地形図
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m 周辺の環境

2. 歴史的環境

下芝五反田遺跡の周辺遺跡としては、東2.3kmに

位置する豪族居館として三ッ寺 I遺跡、その西側に

三ッ寺 I遺跡の奥津城として愛宕塚古墳、八幡塚古

墳、薬師塚古墳の全長100m前後の 3基の大型前方

後円墳を中心とする保渡田古墳群等が存在し、古墳

時代中期から後期初頭にかけて一大勢力を誇ってい

た地域として知られている。この地域の遺跡につい

ては、「三ッ寺I遺跡」、「保渡田VIl遺跡」、「行力春

名社遺跡」などの多くの報告書で記述されているの

で本項では本編で扱う古墳時代中期後半から後期初

頭の遺跡が立地する白川扇状地から榛名白川と井野

川に挟まれた地域を中心に記述することとする。

下芝五反田遺跡の位置する白川扇状地上では、榛

名ニッ岳の噴火に伴う泥流層が厚く堆積しているた

め以前は調査例も少なくこの地域の古墳時代後期以

前については解明されていなかったが、近年の調査

により若干の様相が明らかになりつつある。泥流層

下の調査は、下芝五反田遺跡をはじめとする北陸新

幹線に伴う発掘調査が行われた芦田貝戸遺跡、御布

呂遺跡、西下井出遺跡、餅井貝戸遺跡、浜川遺跡群

（浜川館遺跡、 高田屋敷遺跡、浜川長町遺跡）、行カ

春名社遺跡、下芝天神遺跡、箕郷町教育委員会で行っ

た下芝谷ツ遺跡、下芝五反田遺跡（本報告書の下芝

五反田遺跡の東側に建てられた東京電力送電用鉄塔

に伴う発掘調査）、高崎市教育委員会で行った芦田

貝戸遺跡、御布呂遺跡、道場遺跡群などが調査され

ている 。 これらの遺跡では、集落 • 生産・墓域等各

種の遺跡、遺構を検出している。

集落遺跡には、下芝天神遺跡や行力春名社遺跡が

ある。下芝天神遺跡は、下芝五反田遺跡とは埋没河

川を挟んで対岸に位置しおり、泥流による埋没状況

などは下芝五反田遺跡と同様である。検出された遺

構には、住居とともに祭祀、畠、道路等がある。住

居は、 Hr-FA降下より以前に廃棄されている。こ

の住居の周堤帯には、土師器を主体に若干の須恵器

と石製模造品を約2,500点ほど集積した祭祀遺構が

ある。このような土器集積による祭祀は、下芝五反

12 

田遺跡、群馬町上井出遺跡、高崎市寺尾1I遺跡等で

も見つかっているが下芝天神遺跡の祭祀遺構は規模

や土器量の面からも大規模のものである。道路は、

祭祀と 同様にHr-FA層下で検出した。畠は、 Hr-

FA層下と As-C層下の 2面で検出されており下

芝五反田遺跡より古くから開発され一部ではHr-F

A降下後の耕作も確認されている。行力春名社遺跡

では、住居を 3軒検出しているが、 3軒とも下芝五

反田遺跡の住居より古い中期前半代のものである。

集落遺跡は、現在のところ下芝五反田遺跡を含めて

3遺跡だけであるが周辺の地形からこの 3遺跡の北

側に集落が展開すると考えられる。

生産遺跡には、浜川遺跡群、餅井貝戸遺跡、西下

井出遺跡、御布呂遺跡、浜川芦田貝戸遺跡がある。

これらの遺跡は、井野川右岸に広がる低地帯に立地

している。浜川遺跡群では、館遺跡と高田屋敷遺跡

でHr-FA層下、 Hr-FP層下で水田が見つかって

いるが、北側の長町遺跡ではHr-FA層下からは水

田が検出されたがHr-FP層下では検出されていな

い。御布呂遺跡では、 As-C層下、 Hr-FA層下

で水田を検出している。浜川芦田貝戸遺跡では、 H

r-F A層下、 Hr-FP層下で水田を検出しているが、

井野川の対岸に位置する同道遺跡で見られたHr-F

Aで埋没した水田をアゼがトレースしたような復旧

とは異なる復旧の様子が窺える。このように井野川

右岸の低地帯では、 4世紀頃より水田開発が行われ

数回にわたる災害をも克服して水田耕作が行われた

地域である。

墓域には、下芝谷ツ遺跡、道場遺跡群谷津遺跡、

上芝古墳、四ッ谷古墳がある。下芝谷ツ遺跡は、下

芝五反田遺跡の東0.5kmに位置し、 Hr-FA泥流で

埋没していたため良好な残存状態を呈していた。こ

の古墳は、一辺20mほどの二段築成の方墳で削り出

しと盛土の下段の上に「積石塚」上段がのる他に例を

みない墳丘構造をもつ。出土した副葬品には、馬具

類、甲冑類、装飾品類と共に朝鮮半島で出土してい

る金銅製飾履を出土している。また、下芝五反田遺

跡（東電鉄塔調資区）や海行A遺跡では朝鮮半島系の



土器が出土している。こうしたことから下芝谷ツ遺

跡に葬られた首長層は、 三ッ寺I遺跡居館の配下で

大陸との対外交渉に携わったか渡来系の人物と推測

されている。この下芝谷ツ遺跡周辺では、発掘調査

された古墳のほかにも積石塚古墳が存在することが

確認されている。井野川右岸には、道場遺跡群谷津

遺跡で 2基の古墳が検出されている。この古墳も H

r-F A泥流により埋没している。2基のうち全体が

調査された SZOlは、径 7mほどの円墳であるが北

側に幅 3mほどの造り出しをもつ特異な形態であ

る。上芝古墳は、北約 2kmに位置しする帆立貝式古

墳で良好な状態で埴輪列や形象埴輪が出土してい

る。四ッ谷古墳は、北0.5kmに位置し道路工事中の

2. 歴史的環境

発見であるため詳細は不明であるが、環鈴、鈴杏葉、

玉類、銅鏡、直刀等良好な副葬品が出土しており下

芝谷ツ遺跡との関係が想定されている。

以上のように下芝五反田遺跡周辺では、地形にあ

わせて集落域、稲作を中心とした生産域、墓域とし

て利用されているが、榛名ニッ岳の噴火による降灰

と泥流により荒廃した地域になってしまっている。

また、下芝五反田遺跡後の集落としては、北 2kmの

標高200m前後に位置する海行A遺跡、生原遺跡群

善龍寺前遺跡や榛名白川の右岸で同じく標高200m

ほどに位置する和田山天神前遺跡（旧名称和田山

古墳群）で検出されているが、 3遺跡とも 6世紀代

での存続で 7世紀代には継続していない。

13 



I11 周辺の環境

第1表周辺遺跡一覧
No 遺 跡 名 所 在 地 遺跡の主な内容

1 下芝五反田遺跡 群馬郡箕郷町下芝字五反田

2 下芝天神遺跡 群馬郡箕郷町下芝字天神他 古墳時代中期住居、祭祀、前期～後期初頭畠

3 下芝谷ツ遺跡 群馬郡箕郷町下芝谷ツ 古墳時代中期方墳、墳丘は泥流で埋没のため良好な状態で残存。

竪穴石室は盗掘を受けているが金銅製飾履、直刀等の武具、馬

具、装身具等の副葬品が出土している。また、この付近には数

基の埋没古墳が存在している。

4 和田山天神前遺跡 群馬郡箕郷町天神前 古墳時代後期の集落(6C．後半）と群集墳(6C．後半～ 7C．前）

5 生原善龍寺前遺跡 群馬郡箕郷町生原 古墳時代後期の集落(6C．第2• 3四半期）、群集墳(7C．代）

6 海行A遺跡 群馬郡箕郷町生原 古墳時代後期の集落(6C．中頃）、韓式系土器出土

7 海行B遺跡 群馬郡箕郷町生原 古墳時代後期の集落(7C．前後）

8 上芝古墳 群馬郡箕郷町上芝 古墳時代後期初頭(6C．初頭）の小型帆立貝形古墳， 行力春名社遺跡 高崎市行力町 古墳時代中期の集落(5C．前半）

10 浜川遺跡群（浜JI［長町遺跡） 高崎市浜川町 古墳時代後期の水田(Hr-FA層下）

11 浜川遺跡群（高田屋敷跡） 高崎市浜川町 古墳時代後期の水田 ( Hr-FA層下 •Hr-F P層下）

12 浜川遺跡群（浜川館遺跡） 高崎市浜川町 古墳時代後期の水田(H r-FA層下 •Hr-F P層下）

13 御布呂遺跡 高崎市浜川町 古墳時代前期 ・ 後期の水田 （ As-C層下 • Hr-FA層下）

14 芦田貝戸遺跡 高崎市浜川町 古墳時代後期の水田 ( H r - FA層下 • Hr-F P層下）水田から馬

蹄跡、祭祀、大溝を検出

15 道場遺跡群道場遺跡 高崎市浜川町 Hr-FA埋没古墳2基調査

16 熊野堂遺跡 群馬郡群馬町井出•福島 古墳時代後期の集落(5C．後半～ 6C．前半）と水田 ・畠(Hr-F

A層下）

17 井出村東遺跡 群馬郡群馬町井出 古墳時代後期の集落(5c．後半～ 6C．代）と畠(Hr-FA層下）

18 三ッ寺I遺跡 群馬郡群馬町三ソ寺 古墳時代中期後半～後期初頭にかけての褒族居館

19 ：：：：：ッ寺1l遺跡 群馬郡群馬町三 ッ寺 古墳時代中期後半～後期(5C．後半～ 7C.)にかけての集落と

畠(Hr-FA)

20 三ソ寺m遺跡 群馬郡群馬町三 J寺 古墳時代中期後半～後期(5C．後半～ 7C.)にかけての集落

21 保渡田遺跡 群馬郡群馬町保渡田 古墳時代後期(6C．後半～ 7C.)にかけての集落

22 中林遺跡 群馬郡群馬町三ソ寺 古墳時代中期後半～後期(5C．後半-7C.)にかけての集落

23 同道遺跡 群馬郡群馬町井出 古墳時代前期～後期の水田（As_C、Hr-FA、Hr-FP層）

24 井出二子山古墳 群馬郡群馬町保渡田 保渡田 3墳のなかでは最初の構築（5C.ill)、全長200m幅175m

25 保渡田八幡塚古墳 群馬郡群馬町保渡田 二番目の構築、全長176m幅138m

26 保渡田薬師塚古墳 群馬郡群馬町保渡田 5C．末～ 6C．初頭(Hr-FA降下前）、船型石棺出土

27 保渡田遺跡群w次 群馬郡群馬町保渡田 保渡田 3墳に囲まれた内側の調査、古墳時代初頭からの集落二

子山古墳北側では小円墳群を検出

28 上井出遺跡 群馬郡群馬町井出 古墳時代後期のHr-FAで埋没した土器集積による祭祀遺構

29 保渡田荒神前遺跡 群馬郡群馬町保渡田 古墳時代後期の集落と古墳群

引用 ・参考文献

1. 田ロ一郎「群馬県下芝 ・谷ツ古墳」r日本考古学年報J39日本考古学協会1998

2. 「生原・ 善龍寺遺跡」箕郷町教育委員会1986

3.「海行A・ 海行B遺跡」箕郷町教育委員会1988

4.「行力春名社遺跡」（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団1994

5. 「芦田貝戸遺跡」裔崎市教育委員会1979、「芦田貝戸遺跡11」高崎市教育委員会1980、「浜川芦田貝戸遺跡III」高崎市教育委員会1984

6. 「矢島・御布呂遺跡」高崎市教育委員会1979、「御布呂遺跡」高崎市教育委員会1980

7.「道場遺跡群」高崎市教育委員会1989
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8. 「熊野堂遺跡（1)」（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団1984、「熊野堂遺跡（2)」（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団1990、「熊野堂遺跡第三地

区 ・雨壺遺跡」（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団1984

9.「井出村東遺跡」井出村東遺跡調査会1983

10. 「三ッ寺 I遺跡」（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団1988

11. 「三ッ寺11遺跡」（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団1991

12. 「三ノ寺III遺跡 ・保渡田遺跡 ・中里天神塚古墳」（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団1984

13.「中林遺跡」群馬町教育委員会1985

14. 「同道遺跡J（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団1983

15.「群馬県史」資料編3（原始古代3古墳）群馬県史編さん委員会1981

16. 右島和夫「東国古墳時代の研究」学生社1994

17. 「保渡田VII遺跡（l）」群馬町教育委貝会1989、「保渡田VII遺跡（2）」群馬町教育委員会1990

18.清水 豊「群馬町上井出遺跡出土の祭祀遺物」 r群馬考古学手帳』Vol.3群馬土器観会1992

19. 「保渡田荒神前遺跡・皿掛遺跡」群馬町教育委員会1989

20. 「群馬県史」通史絹 l（原始古代 1)群馬県史綱さん委員会1990

注1．本年度(1997年度）報告書刊行予定

注2.次年度(1998年度）報告書刊行予定
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1.概要

w 五反田地区の遺構と遺物
1.概要

古墳時代の遺構は、約 4mほど堆積した Hr-F

A・ Hr-F P泥流層および約10cmほど堆積したHr-

FA層下から住居、掘立柱建物、平地建物、土坑、

土器集積、畠などの遺構を検出した。

遺構の確認面は、 6世紀初頭当時の地表面である

Hr-FA層下の黒褐色土上面とその下層約10~15cm

の白色シルト層である。Hr-FA層下では、住居、

上器集積、畠を検出し、調査区の西側部分で埋没河

川を確認した。遺構の配置は、調査区の東側にまと

まりを確認した。各遺構の配置は、住居を取り囲む

ように畠が存在している。また、畠・住居が存在し

ない空間の 1ケ所では土師器杯・鉢．甕・壺、石製

模造品を集積し祭祀遺構的な様相を呈する遺構を検

出した。住居は、 Hr-FAの降下時または直前まで

存在していたと想定される住居を 3軒検出した。こ

れらの住居は、 Hr-FA層や泥流層によって上部か

らの攪乱を受けることなく周堤帯などが良好な状態

で残存していた。特に124号住居では、床面の一部

にHr-FAが直接堆積しておりその上部にも約 5cm 

ほどの間層をおいて存在しており噴火時点には住居

の屋根がまだ崩落せずに入り口などの空間から吹き

込んだと想定される。畠は、ウネ・サクが明確に残

存して住居同様にHr-FA降下直前まで耕作を行っ

ていたかHr-FA降下直前に耕作を終えた区画とウ

ネ・サクがやや崩れた状態で耕作を休止していたと

想定される区画を検出した。また、畠の耕作は、高

低差が1m近く残っている埋没途中の住居跡も耕地

として利用されている。

白色シルト層面では、住居、竪穴遺構、掘立柱建

物、平地建物、土坑、畠などを検出した。遺構の配

置は、 Hr-FA層下と同様に調査区の東側特に東南

部にまとま っているが北西部分で円形平地建物を 4

基検出した。住居は、 14軒を検出したが、埋没状況

はlm近い窪みから10~20cmの平坦に近い状況のも

のなど廃棄段階や位置により差が見られた。掘立柱

建物は、東南隅から 2軒X2軒のものを 2棟検出し

た。平地建物は、径2~4mの円形を呈し、幅20~

30cmの溝が巡るものを15棟検出した。畠は、 Hr-F

A層下の畠耕作土を掘り下げた段階でHr-FA層下

畠のサクと方向を違えるサクを確認したが、区画や

範囲は明確ではなかった。シルト層面で確認した畠

のサクは、 2~3とおりの方向を示しており、畠の

区画は住居やその他の遺構の立て替えによって設定

に伴い変更が行われたと想定される。

遺物は、土師器、須恵器、土製品、石器、石製品

などが出土したが、その破片総数は約10,000点であ

るが、そのうち95％は土師器でまたそのうち80％強

は甕・壺類の破片である。須恵器は、僅か4点が出

土しただけで、そのうち杯が2点、甕小片が2点で

ある。石器は、砥石、打製石斧などである。石製模

造品は、大部分が石製模造品臼用でその他若干の石

製模造品の剣形・円形がある。これらの石製模造品

の中でも126号住居の周堤帯下からは土師器甕とと

もに120点ほどの石製模造品が出土しており住居構

築の際に現在の地鎮祭的な祭祀を行ったと想定され

る出土状況を確認した。その他では、炭化材が出土

している。そのなかでも122号住居からは、住居構

築部材や壁面に使用されて網代などの炭化材が多量

に出土している。これらの炭化材の樹種については

vn章「樹種同定」で同定しているので参照されたい。
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w 五反田地区の遺構と遺物
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第9図 五反田地区Hr-FA(VI)層下全体図
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第10図 五反田地区灰白色シルト (VIII)層上面全体図
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w 五反田地区の遺構と遺物
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122号住居
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122号住居

竪穴部分埋没土

］．黒灰色土 Hr-FAプロックを多量と As-Cを若干と黒色土

プロックを含む

2. 灰白色土 VII・ VIIIの混入した土

3. 灰白色土 2に類似、 2より黒色土の割合が多い

4. 灰白色土 2 • 3に類似、 3より黒色土の割合が多い

5. VII層の崩落土

6.黒色土プロック

7.灰白色土 VIIIと同様、 As-Cをやや多く含む

8.黒色土 炭化物を多く含む

゜
5m 

9.黄褐色土 砂質土、 As-Cを多少含む

掘り方

10.黄灰色土 砂質土、 As-Cを含む黒色土をプロック状に含む

下面が波状になるのはスキの痕跡か？

周堤帯

11. 黒色土 VIIl層 • IX層を帯状に含む

12.黄灰色土 砂質土、 As_Cを多量に含む

13.灰褐色土 VIIl層に類似、 As-Cをほとんど含まない

14.灰褐色土 VIIl層に類似、灰白色砂を帯状に含む

第11図 12 2号住居平面・断面図
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2.住居

本住居は、調査区のほぼ中央、 86区B~E-9~

11グリッドに位置する。他の遺構との重複関係は、

竪穴部分ではみられないが周堤帯下に136号住居、

5号・ 6号・ 11号平地建物が存在する。新旧関係は、

当然本住居の方が後出である。残存状態は、周堤帯

の一部がHr-F A • Hr-F P泥流により押し流され

ているが良好な状態で検出した。住居の形態は、 竪

穴部分ではほぽ正方形を呈するが、周堤帯の外周は

隅円方形を呈する。

規模は、長軸6.60m、短軸6.55mで各辺の長さは

北辺6.10m、東辺6.07m、南辺6.05m、西辺6.00m

を測る。床面積は、 32.66m''で周堤帯を含んだ面積

は166.26m'である。主軸方位は、 N-45.5°-Eを

指す。

壁高は、北壁1.06m、東壁0.98m、南壁0.84m、

西壁0.92m、平均0.95mである。また、貯蔵穴．柱

穴．壁溝などの内部施設は、検出されなかったが、

0) 北壁一部には、炭化材が壁面に貼り付いた状態で検

出された。この炭化材は、網代状に緬みこまれたも

ので壁面の土砂の崩落を防止するためのものと考え

られる。

―゚ 

床面は、中央部が地山をそのまま踏み固めている

のに対して周辺部は若干掘り窪めて新たに土砂を入

れて踏み固めている。

周堤帯は、一部をHr-FA泥流により削られてい

るが、ほぼ良好な状態で残存していた。周堤帯は、

竪穴周囲に幅3.5~4m、高さ20~30cmで巡り、そ

の土は竪穴部分を掘削した際の土砂である。

カマドは、東壁の東南隅に構築されている。残存

状態は、天井部が崩落しているが、他は割合良好な

状態であった。規模は、焚口～煙道間が1.76m、両

式l¥¥ ¥ ¥ 
袖間の幅1.43m、焚口幅1.18mを測る。焚口は、両

側に円礫を配置し、その上に長さ42cmほどの細長い

塁 ＼＼ 円礫を乗せて天井部の補強を行っている。袖は、両

』 袖とも残存しているがやや小規模である。天井部は

<>::I 
崩落しており状態については不明であった。煙道は、

゜
L=142.20m 

2m 
竪穴部分より約30cmほど外へ延びるが上部の構造は

第12図 12 2号住居土層断面図 存在しなかった。なお、燃焼部は、火床面の位置が

19 
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第13図 12 2号住居竪穴部分平面図

床面より約20cmほど高い位置に構築されていた。

掘り方は、竪穴部分内部の周囲では床面より若干

掘り込まれているが、床下土坑のような施設は確認

されなかった。

Hr-FA層より下の埋没土の状態は、土層断面図

が示すように壁際から1.5m前後は三角堆積を示し

ているが、中央部分では床面より 5~10cmほど黒色

土が堆積しているだけで堆積が進んでいない。また、

壁際の三角堆積の箇所でも若干の周堤帯からの流入

は見られるが、ほとんどは壁の崩落による白色シル

ト層である。このことから本住居は、 123号住居と

同様にHr-FA噴火の直前に廃棄されたと考えられ

る。

遺物は、土師器杯、高杯、i廿、鉢、甕、壺、土製

五、石製模造品などが出土している。その出土破片

20 

数は、 2,606点であるが、そのうち甕・壺類が85%

を占めている。出土状態は、土器の大半がカマド右

側に集中して出土しておりこの場所が食器 ・煮炊具

の置き場であったようである。また、竪穴内部から

は、多くの炭化材が出土しているが、その中では前

述の北壁の網代や南壁際の長さ2.5mの建築部材が

目に留まるが他はカヤ状の屋根材と想定される。
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カマド

1.灰黄褐色土 砂質土、焼土粒・黄褐色粘土プロノクを少量含む

2.にぶい黄橙色土 粘質土、焼土粒を若干含む

3.赤褐色土 焼土

4.黒色土

5.灰黒色土

6.赤褐色土

7.暗褐色土

8.黒褐色土

9.褐灰色土

10.灰色土

11. 暗褐色土

12.暗褐色土

13.褐色土

14.褐灰色土

灰

灰 ・焼土

焼土

炭化物を少しとAs-Cを若干含む

炭化物を少しとAs-Cを若干含む

焼土粒、炭化物を若干含む

砂質土、焼土粒、炭化物を若干含む

砂質土、焼土粒、炭化物を ごく僅かに含む

焼土プロック 、灰を多品に含む

焼土粒を若干含む

As-Cを僅かに含む
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第14図 12 2号住居カマド図
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w 五反田地区の遺構と遺物
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第15図 12 2号住居掘り方図
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第16図 12 2号住居遺物図 (1)
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第17図 12 2号住居遺物図 (2)

23 



w 五反田地区の遺構と遺物
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第18図 12 2号住居遺物図 (3)
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2.住居

41 

第19図 12 2号住居遺物図(4)
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w 五反田地区の遺構と遺物
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第20図 12 2号住居遺物図 (5)
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第22図 12 3号住居平面図

本住居跡は、調査区中央よりやや北側の86区A～ めている。

D-13~15グリ ッドに位置する。他の遺構との重複

関係は、竪穴部分および周堤帯下でも見られない。

残存状態は、竪穴・周堤帯とも良好な状態で検出さ

れた。住居の形態は、竪穴部分では長方形を呈する

が、周堤帯の外周は楕円形を呈する。

規模は、長軸5.95m、短軸4.95mで各辺の長さは

北辺5.10m、東辺5.95m、南辺5.30m、西辺6.20m

を測る。床面積は、 19.53m2で周堤帯を含んだ面積

は91.5対である。主軸方位は、 N-119°-Wを指す。

壁高は、北壁47~63cm、東壁50~62cm、南壁47~

57cm、西壁45~65cm、平均53cmである。また、貯蔵

穴．柱穴．壁溝などの内部施設は、検出されなかっ

た。床面は、礫を多く含んだ地山をそのまま踏み固

周堤帯は、良好な状態で残存しており、竪穴周囲

に幅2.60~3.05m、高さ20~30cmで巡る。本住居近

辺の層序は、下層に位置する礫層が上昇しているた

め竪穴部分掘削のときに多量に出たためか周堤帯に

多量の礫を含んでいる。

カマドは、西南隅に構築されている。残存状態は、

天井部が崩落しており袖部も多少の流出が推定され

る。規模は、焚口～煙道間が1.74m、両袖間の幅

1.14m、焚口幅0.30mを測る。焚口の上部には、天

井部の補強のための円礫が置かれている。袖にも芯

に円礫を入れて補強している。煙道は、竪穴部分よ

り124cm外へ延びるが上部の構造は残存していな

かった。燃焼部には、第28図31• 32の土師器甕が並

28 
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列して据えつけられていたように出土している。

Hr-FA層下の埋没土は、 122号住居と同様に壁

際から竪穴中央に向けての自然堆積である。壁際よ

り1m前後では、三角堆積が見られるがその内側は

10cm程度の堆積しか観察されなかった。また、壁際

の埋没土も外部からも土砂が流入したものでなく壁

の地山の崩落土であった。このことから本住居は、

Hr-FA噴火の直前に廃棄されたと推定される。

出土遺物は、土師器杯、高杯、柑、甕、壺と石製

模造品臼杢などが出土している。その総量は、破片

数で602点を数えるがそのうち 3分の 2は甕、壺が

占めている。遺物の出土位置は、竪穴内部のカマド

や床面からの出土も見られるが、周堤帯内部からも

多く出土している。

123号住居

竪穴部分

1. 黒色土 灰白色砂、¢ 1~5 cmの円礫を多く含む

2. 黒色土 8の崩落土

3.黒色土 As-Cを少し含む

4. 黒色土 灰色砂を少贔含む

5. 灰白色土 VIII層の崩落土

6.灰褐色土 As-Cを僅かに含む、硬く跨みしめられて床面に

使用している

7.灰白色土 砂質土、 VIII層と同様

周堤帯

8.灰褐色土 ¢ 1~10cmの円礫と黒色土プロ ックを多く含む

詞

ン＜

゜
L=142.60m 

カマド

1.黄灰色土 砂質土、焼土粒、 As-Cを僅かに含む

2. にぶい黄色土 焼土を多くと炭化物を若干含む

3. 赤褐色土焼土

4. 褐灰色土 焼土と灰色砂を含む

5. 浅黄色土砂質土

6.灰黄褐色土 砂質土、焼土と As-Cを僅かに含む

7. 褐灰色土 焼土と灰色砂を含む

8. 黄灰色土 焼土を多く含む

9.褐灰色土 砂質土、焼土とAs-Cを若干含む

10. にぶい黄色土 焼土を若千含む

11.黄色土 粘質土

12.黒色土 灰

13. にぶい黄色土 粘質土、焼土を含む

14. にぶい黄色土 粘質土

15. 黒褐色土 砂質土、 As-Cを少し含む

16. 褐色土 焼土を少し含む

17. にぶい黄色土 粘質土、プロソク状

2m 18. 褐色土 焼土を僅かに含む

19. 明黄褐色土 黄褐色粘土プロ・ノクを多く含む

第23図 12 3号住居土層断面図
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第25図 12 3号住居遺物図 (1)
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第26図 12 3号住居遺物図 (2)
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IV 五反田地区の遺構と遺物
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第27図 113号住居遺物図（3)
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w 五反田地区の遺構と遺物
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第29図 12 3号住居遺物図 (5)
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第30図 12 4号住居平面図
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本住居跡は、調査区の北東部分の85区s~T-15

~17、86区A-15~17グリ ッドに位置する。他遺構

との重複関係は、竪穴部分では見られないが周堤帯

下に137号住居が存在する。新旧関係は、当然本住

居の方が後出である。残存状態は、周堤帯の東側部

分の一部が調査区外に存在するが竪穴部分と残りの

周堤帯部分は良好な状態である。住居の形態は、竪

穴部分では正方形を呈するが、周堤帯の外周は隅円

方形を呈すると想定される。

規模は、長軸6.74m、短軸6.28mで各辺の長さは

北辺6.02m、東辺6.06m、南辺6.26m、西辺6.56m

を測る。床面積は、 26.45m'で周堤帯外周まで含め

た面積は約125m'と推定される。主軸方位は、 N-

66.5°-Eを指す。壁高は、北壁1.04~1.16m、東

壁1.04~1.15m、南壁1.05~1.22m、西壁1.02~

1.08m、平均1.10m前後である。また、貯蔵穴、柱

穴、壁溝などの内部施設は、検出されなかった。

床面は、地山をそのまま利用するのではなく、 10

~20cmほど灰色シルト質土を入れて踏み固めてい

る。周堤帯は、良好な状態で残存しており、竪穴周

辺に幅2.50~3.20m、高さ20~30cmで巡る。

カマドは、東壁の南隅よりに構築されている。残

存状態は、天井部は崩落しているが、他は割合良好

な状態である。規模は、焚口～煙道間が1.53m、両

袖間の幅1.06m、焚口幅0.35mを測る。袖は両袖と

も粘質土を使い、天井部には補強のために45X30X

20cm程度の円礫を使用している。また、燃焼部から

は、カマドに掛けられていたと想定される第35図一

19の土師器甕が出土している。煙道は、竪穴部分よ

り66cm外へ延びるが上部の構造は残存していなかっ
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第31図 12 4号住居土層断面図
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住居の掘り方は、床面より 10~20cmほど掘り込ま

れているが、西側 3分の 1が東側より深く掘り込ま

れていた。また、楕円形状の掘り込みも 2カ所で検

出したが明確な床下土坑とは確認できなかった。

Hr-FA層下の埋没土の状態は、 122号 ・123号住

居と同様に壁際で三角堆積をしているが、その堆積

量は122号 ・123号住居に比べると少なく、この部分

の堆積土はほとんど壁面の地山が崩落したものであ

る。また、中央部分のHr-FA層下の堆積は、概ね

10cm前後であるが、西北部分の床面には厚さ 3cm前

後のHr-FAが直接堆積していた。このことから本

住居は、 Hr-FA噴火時には住居が建っており、西

北部分の入り口などの空間からHr-FAが直接吹き

込み堆積し、さらに噴火の最中に住居が崩壊したと

考えられる。また、中央部分の堆積は、屋根に積もっ

た土砂の量と推定される。

遺物は、土師器杯、高杯、i廿、甕、壺、石製紡錘

車、土製玉、石製模造品臼玉が出土している。その

総量は、破片数で455点を数え、そのうち土師器甕

の破片が8割を占めている。遺物の出土状態は、カ

マドの右袖と南東隅の間に第34• 35図ー3、15、16、

20が置かれた状態で出土している。また、 5の土師

器杯は、壁に密着して出土しており、壁の上に置か

れていたものが崩落のさいにやや落下したと考えら

れる。

2m 

124号住居

竪穴部分

1.灰褐色土 砂質土、周堤帯上部の崩落土

2.灰黒色土 砂質土、周堤帯からの崩落土

3.褐灰色土 砂質土、練維状の炭化物を多 く含む

4.褐灰色土 砂質土、 3と同様、 3より炭化物が少ない

5.灰黄色土砂質土、 As-Cを少量含む

6.灰黄色土 砂質土、 As-Cをほとんど含まない

7.灰黄褐色土 砂質土、 黒色土プロックとAs-Cを少し含む

8. にぶい黄橙色土 粘土プロ・ノクとAs-Cを少し含む

9. 黒色土と黄橙色土がプロソク状に混在したもの

10.黒色土 w層と同様、炭化物を僅かに含む
11.褐灰色土 砂質土、 As-Cを僅かに含む

周堤帯

12.灰黄褐色土 砂質土、As-Cを少益含む

13. にぶい黄橙色土 砂質土、黒色土プロックを多く含む

14. 明黄褐色土 砂質土、黒色土プロ・ノクとAs-Cを多く含む
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カマド

l. 灰色土 砂質土、黄褐色粘土プロ

ックを少し含む

2.赤褐色土 天井部の焼土化したもの

3. にぶい黄色土 焼土粒を若干含む

4. 褐灰色土 粘士質、下半は焼土化

5.灰褐色土 砂質土、煙道への流入土

6.赤褐色土 火床面の焼土化したもの

7.灰褐色土 焼土粒を多量に含む

8. にぶい黄橙色土 砂質土、焼土粒を

僅かに含む

9.灰黄色土灰を多鼠に含む

10.黒褐色土灰を多量に含む

11.黒色土 灰

12. にぶい黄橙色土 砂質土、 As-C

を僅かに含む

゜
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N 五反田地区の遺構と遺物
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2.住居
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w 五反田地区の遺構と遺物
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2.住居

可 門 本住居跡は、調査区の南端部、 A~D-6~7グ

リッドに位置する。住居の南側 3分の 1程度が調査

区外に位置するため全貌は不明である。他遺構との

重複関係は、竪穴部分で 8号・ 9号平地建物、周堤

帯下に128号、 134号、 135号住居が存在するが、い

ずれの遺構より本住居の方が新しい。残存状態は、

本住居が3分の 1程度埋没し、深さ 1m程度の窪み

の状態で畠として耕作が行われているためカマドの

袖の上部や周堤帯の一部は掘削を受けている。住居

の形態は、ほぽ正方形に近い形態と推定され、周堤

忠 帯の外周の形態は隅円方形を呈すると推定される。

規模は、長軸6.20m、短軸は調査区内で5.95mで

各辺の長さは北辺5.80m を測るが、東辺・南辺•西
ま

辺については調査区外に一部または全部が存在する

ため測定不能である。床面積は、調査区内で23.2m2

である。主軸方位は、 N-32°-Wを指す。壁高は、

北壁40.5~89cm、東壁78~89cm、西壁37~45cm、平

均63cmである。内部施設は、竪穴中程で柱穴が2本

検出された。それぞれの規模は、p1は径30X32crn、

深度26cm、p2は径32X36cm、深度40cmを測る。そ

の他の貯蔵穴や壁溝などは、検出されなかった。

周堤帯は、東側が幅2.50m前後、北側から西側は

3.20~4.10mである。高さは、概ね30cm前後である。

カマドは、北壁の中央に構築されている。残存状

態は、天井部が崩落しているが割合と良好な状態で

ある。規模は、焚口～煙道間が1.10m、両袖間の幅

乱
1-111 i。一

9只11。 0.83m、焚口幅0.26mを測る。袖には、補強のため

に芯に円礫を使用している。天井部は、崩落してい

るが補強のために円礫を使用していたようでその円

礫がカマド前部の床面に散乱している。煙道は、竪

穴部分より27cm外へ延びるが上部の構造は残存して

いなかった。

住居の掘り方は、床面より15cm前後掘り込まれて

いるが床下土坑などの施設は設けられていない。

Hr-FA層下の埋没土の状態は、畠の耕作により

L=14!.50m 
ウネ・サクが作られ多少の変化は見られるが、壁際

゜
2m 試 から竪穴部分の中程へ向けての自然堆積で中程は概

第38図 12 5号住居土層断面図 ね20cm前後の堆積が見られる。壁際は、壁の崩落や

41 



w 五反田地区の遺構と遺物

周堤帯からのながれ込みによる堆積が観察された。

遺物は、土師器杯、高杯、鉢、甑、甕、壺、土製

品玉などが出上している。その総量は、破片数で

792点を数え、そのうち土師器甕の破片が8割を占

めている。また、杯類では、内斜口縁をもつものが

8割を占めている。遺物の出土状態は、カマド内よ

り第41~44図ー 5、15、23~25、26~29が、左袖の

横から19• 29が、床面より 7が、そして周堤帯内よ

り4、14、22が出土している。

125号住居

竪穴部分

1.褐灰色土 黄橙色土ブロックを多量と As-Cを少量含む

2. にぶい黄橙色土 砂質土褐灰色土プロックを含む

3. 浅黄色土 砂質土、 As-Cを若干含む

4.灰黄色土 砂質土、褐色土粒と As-Cを若干含む

5. にぶい黄色土砂質土

6.灰黄褐色土 灰色砂を多くとAs-Cを僅かに含む

7.灰黄褐色土 6に類似、焼土粒を僅かに含む

8.灰黄褐色土 3をプロック状に多く含む

9.褐灰色土 砂質土、 As-Cを僅かに含む

10. にぶい黄褐色土 砂質土、 As-Cを僅かに含む

11.にぶい黄褐色土 10に類似、焼土粒を少し含む

12.褐灰色土 As-Cを少し含む

13. にぶい黄褐色土 12に類似

14. にぶい黄色土 砂質土、黒色土ブロソクとAs-Cを若千含む

15.明黄褐色土 砂質土、黄橙色土プロソクを少量含む

16. にぶい黄橙色土 砂質土、黒色土プロソクを少し含む

17. 明黄橙色土 15に類似、黒色土プロソクを少し含む

18.褐色土 黒色土プロックを少量とAs-Cを僅かに含む

カマド

1.黒褐色土焼土プロックを少鼠含む

2.赤褐色土 天井部の焼土化したもの

3.灰褐色土 粘土質、黒色土プロソク、焼土プロック、炭化物を含む

4.灰白色粘土 焼土、炭化物を含む

5.黒褐色土 灰、灰白色粘土プロック、焼土ブロノクを含む

6.赤褐色土 9の焼土化したもの

7.にぶい黄橙色土 砂質土、焼土粒を若干含む

8.黒色土 灰、焼土を若干含む

9.にぶい黄褐色土 7に類似

10.灰黄褐色土 灰白色粘土プロックを含む

11.にぶい黄色土 砂質土、 As-Cを若千含む

12.黒色土 灰

13. 黄褐色土 灰白色粘土ブロノクを少し含む

14. にぶい黄褐色土 7 • 9に類似、焼土粒を僅かに含む
15.にぶい黄褐色土 7 • 9に類似、 As-Cを若干含む
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2.住居
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w 五反田地区の遺構と遺物
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2.住居
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第43図 12 5号住居遺物図 (3)
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w 五反田地区の遺構と遺物
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第44図 12 5号住居遺物図 (4)

126号住居

本住居跡は、調査区の東端中程、 85区s~T-10

~13グリッドに位置する。住居の東側 4分の 1程度

は、調査区外に位置するため全貌は不明である。他

遺構との重複関係は、竪穴部分では見られないが、

周堤帯下に132号住居が存在する。 132号住居との新

旧関係は本住居のほうが新しい。残存状態は、本住

居が3分の 1程度埋没し、深さ 1m程度の窪みの状

態で畠として耕作が行われているため周堤帯の一部

や埋没土は掘削を受け竪穴中央付近では一部床面ま

で達している。住居の形態は、竪穴部分はほぽ長方

形を呈すると推定され、周堤帯外周は円形に近い形

態を呈すると推定される。

規模は、長軸7.95m、短軸5.92mで各辺の長さは

北辺5.93m、南辺は調査区内で3.85m、西辺7.65m

を測る。床面積は、調査区内30.15m'、周堤帯外周

面積は137.8吋である。主軸方位は、 N-65°-Eを

46 

指す。壁高は、北壁81~89cm、南壁67~104cm、西

壁73~76cm、平均83cmである。また、貯蔵穴．柱穴．

壁溝などの内部施設は、検出されなかった。床面は、

掘り方より 5cm程度の厚さで灰黄褐色及び黒褐色砂

質土を入れて踏み固めている。

カマドは、南壁の調査区境で焼土、灰、粘土が多

量に見られることから南壁の東寄りに構築されてい

ると想定されるが、調査区外に位置するため詳細に

付いては不明である。

住居の堀り方は、床面より 5cm前後掘り込まれて

いるが、床下の施設などは検出されなかった。

Hr-FA層下の埋没土の状態は、壁際から竪穴中

央部に向けての緩いレンズ状堆積を示している。埋

没土はAs-Cを含んだ灰黄褐色砂質土や褐灰色砂

質土が主体である。
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w 五反田地区の遺構と遺物
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126号住居

1.灰黄褐色土 砂質土、 As-Cを少贔含む
2.黒褐色土 砂質土、As-Cを若干含む
3. にぶい黄橙色土砂質土、炭化物とAs-

Cを若干含む
4.にぶい黄橙色土 砂質土、As-Cを僅か

に含む

5.灰黄褐色土 1に類似、 1よりAs-Cが

多い

6.黒褐色土 砂質土、As-Cを少饂含む
7.褐灰色土 砂質土、 As-Cを少量含む
8. 黒褐色土 灰色砂を多くと As-Cを若

干含む

9.灰黄褐色土 砂質土、As-Cを少最含む
10.灰黄褐色土 1に類似、 1 -5 cmの円礫を

若干含む

11.にぶい黄褐色土 砂質土

12. 褐灰色土 灰色砂を多鼠に含む

13.にぶい黄橙色土 砂質土、As-Cを少し

含む

14. 灰黄褐色土砂質土、黒褐色砂質土ブロソ

クを多く含む
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第46図 12 6号住居竪穴部分
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第47図 12 6号住居周堤帯下遺物出土図
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遺物は、土師器杯、高杯、柑、甑、甕、壺、砥石、

石製模造品剣形・円形・臼玉が出土している。その

総量は、破片数で1,270点を数えるが、そのうち甕

が約 8割を占めている。また、石製模造品臼玉が

166点出土している。出土状態は、竪穴内部では27

の甑がカマドわきの床面、 9の杯が北壁際の床面、

2.住居

6 • 7 • 12の杯、 20• 21の高杯、 35の砥石が埋没土

内の他は周堤帯からの出土が大部分を占めている。

特に周堤帯北側では、 3 • 5 • 10 • 11 • 14の杯、 22

の均、 24の小型壺と石製模造品を据えるように配置

してあり、住居構築の際の祭祀的様相を呈している。
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第48図 12 6号住居遺物図 (1)
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N 五反田地区の遺構と遺物
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2.住居
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第50図 12 6号住居遺物図 (3)
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w 五反田地区の遺構と遺物
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w 五反田地区の遺構と遺物
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2.住居

127号住居

＼ 
臼 日
cっ 0 

““  ．．  127号住居
C .... J C .... ̀  
＜ I -II < T 1.黒褐色土 珊層をプロック状と As-C
臼一 ← 

を多く含む

2. 黒褐色土 VIII層と黒褐色土を交互に帯状

に含む

3. 黒褐色土 2に類似、 2より灰褐色砂の

割合が多い

4.灰褐色土 As-Cを少量含む

5 灰褐色土 4に類似、 4より灰色砂の割

合が多い

6.褐色土 焼土を若干含む

13 e, 

06 

召 ^
V
 

ン＜

貯蔵穴

1.褐灰色土 砂質土、 As-Cを少量含む

2. 灰褐色土 VIII層に類似

゜
2m 

第54図 12 7号住居平面・断面図

本住居跡は、調査区北端中程、 86区C• D-16グ

リッドに位置する。住居の北半分は調査区外に存在

するため全貌は不明である。他遺構との重複関係は、

調査区内では確認されない。住居の形態は、方形ま

たは長方形を呈すると想定される。残存状態は、住

居廃絶後畠として利用されているため周堤帯は削平

されているが、竪穴部分は良好な状態である。

規模は、長軸5.28m、短軸3.72mで調査範囲内の

南辺の長さは5.24mを測る。床面積は、調査範囲内

で12.25m'、全体では約20吋ほどであると推定され

る。主軸方位は、 N-62°-Eを指す。壁高は、東

壁42~51cm、南壁53~57cm、西壁49~60cm、平均52cm

である。内部施設は、東南角、カマドの南側に貯蔵

穴を検出した。形態はほぽ円形で規模は径60X56cm、

深度20cmを測る。また、貯蔵穴内部からは、 10の土

師器甑が出土している。

カマドは、東壁の中央よりやや南よりと想定され

る位置に構築されている。残存状態は、天井部は崩

落しているが袖などは良好な状態である。規模は、

焚口～煙道間が1.10m、両袖間の幅1.08m、焚口幅

0.38mを測る。焚口の天井部には、 42X27X17cmの

円礫を袖の補強に配置した円礫（左袖側29X 24 X 

18cm、右袖側35Xl7Xl4crn)に渡して補強に使用し

ている。また、袖には前列の円礫の他にその後部に

手前の円礫よりやや小規模の円礫を補強に使用して

いる。煙道は、竪穴部分よりごく僅かに外へ延びる
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カマド

1. 明黄褐色土 砂質土、炭化物を多羹と焼土粒を若干含む

2.褐灰色土 炭化物を多く含む

3. 赤褐色土 焼土

4.黒褐色土 灰

5.褐灰色土 灰とAs-Cを若干含む

6.褐灰色土 焼土粒とAs-Cを若干含む

7.褐灰色土 As-Cを少し含む

lm 

第55図 12 7号住居カマド図

が上部の構造は残存していなかった。

Hr-FA層下畠耕作土下の埋没土の状態は、 Hr-

FA層下畠面で若干の窪みがみられる程度まで埋没

している。竪穴内部の堆積は、東側よりやや多い土

砂が流入した様相が土層断面より観察できる。流入

した土は、黒褐色の砂質土である。

遺物は、土師器杯、高杯、甑、甕、壺と土製品玉

が出土している。その破片総数は、 230個でそのう

ち8割強が土師器甕 ．壺 ・甑である。また、本住居

からの遺物は、他住居の出土量に比べて少なく、器

種のなかでも、土師器柑の破片は出土していない。

出土状態は、 9の杯、 12甕がカマド、 10の甑が貯蔵

穴内部、 11の甕が貯蔵穴際、 5• 7 • 8の杯、 13の

56 

壺がカマド前部の床面、 2• 3 • 6の杯が南西角よ

りの床面から出土している。なお、 2の杯は、 125

号住居から出土した破片と接合した。



2.住居
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w 五反田地区の遺構と遺物

128号住居
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貯蔵穴

1.にぶい黄褐色土 砂質土、焼土粒、 As-C

を僅かに含む

2. にぶい黄橙色土 砂質土、黄色砂プロック

を少量含む

3. にぶい黄褐色土 1に類似、焼土を含まない

゜
2m 

128号住居

］．褐灰色土 砂質土、炭化物と As-Cを若干含む

2.灰褐色土 砂質土、炭化物とAs-Cを僅かに含む

3.褐灰色土 砂質土、 As-Cを僅かに含む

4. にぶい黄褐色土 黒色土・黄褐色砂を帯状と焼土 ・炭化物を
若干含む

5.褐灰色土砂質土、 As-Cを少量含む

6.褐灰色土 5に類似、 5より As-Cが少ない

7.黒褐色土 砂質土、 As-Cをほとんど含まない

8. 黄灰色土 砂質土、 As-Cをほとんど含まない

9.灰黄褐色土砂質士、 As_Cを若干含む

10. にぶい黄橙色土 砂質土、 As_Cを僅かに含む

且褐灰色土砂質土、 As_Cを僅かに含む

12.褐灰色土 11に類似、炭化物を含む

13.灰黄色土 砂質土、炭化物とAs-Cを若干含む
14.褐灰色土 砂質土、炭化物とAs_Cを少し含む

15.褐灰色土 砂質土、黄色砂プロックと焼土・炭化物を僅かに含む
16.褐灰色土 砂質土、黄色砂プロ・ノクを若干含む

17.黒褐色土 砂質土、 As-Cを僅かに含む

第57図 li8号住居平面・断面図
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2.住居
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第58図 12 8号住居遺物出土図

本住居跡は、調査区の東南部分、 85区T-6、86

区A-6グリッドに位置する。住居の西辺部分は、

調査区外に位置するため全貌は不明である。竪穴部

分での他遺構との重複関係は、見られないが、北西

部分は125号住居の周堤帯下に位置する。125号住居

との新旧関係は、本住居のほうが前出である。住居

の形態は、ほぽ方形を呈する。残存状態は、住居廃

絶後畠として利用されているため周堤帯は削平され

ているが、竪穴部分は良好な状態である。

規模は、長軸4.40m、短軸4.32mで各辺の長さは

北辺4.12m、東辺4.08m、南辺4.36m、西辺4.52m

を測る。床面積は、 15.22対である。主軸方位は、

N-65°-Eを指す。壁高は、北壁58~63cm、東壁

49~63cm、南壁39~44cm、平均53cmである。内部施

設は、東南角（南貯蔵穴）と北東角（北貯蔵穴）で貯蔵

穴と 2本の柱穴を検出した。それぞれの形態・規模

は、南貯蔵穴が三角形に近い形態で長軸68cm、短軸

56cm、深度42cmである。北貯蔵穴は、細長い三角形

状の形態で長軸80cm、短軸36cm、深度45cmである。

柱穴は、ともに円形を呈し、規模はp1が径34X

30cm、深度 7cm、p2が径19X18cm、深度10cmであ

る。

カマドは、東壁のほぽ中央に構築されている。残

存状態は、天井部が崩落し、焚口上部の補強に使用

していた円礫がカマド前部の床面に転落している

が、袖の残存状態は良好である。規模は、焚口～煙

道間が1.llm、両袖間の幅1.09m、焚口幅0.30mを

測る。焚口は、やや細長い円礫を両側に設置し、そ

の上に38X23X20cmほどの円礫を据えている。燃焼

部には、 25と32の土師器甕を縦列に据えられた状態

で出土している。煙道は、竪穴部分より33cm外へ延

びるが上部の構造は残存していなかった。

Hr-FA層下の埋没土の状態は、 Hr-FA層下畠

面で若干の窪みがみられる程度まで埋没している。

竪穴内部の堆積は、床面から中程まではレンズ状の

自然堆積が観察されるが、その上部では、北西角方

向から焼土ブロック、炭化材、黄褐色粘土ブロック

とともに多量の土器や礫が投棄されている。
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第59図 12 8号住居カマド図
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カマド

1.暗褐色土 焼土プロノク、黄褐色粘土プロ ・ノ クを多量に含む
2.赤褐色土 煙道部の焼土化
3.黒褐色土 黄褐色粘土粒、焼土粒を若干と灰褐色砂少量含む
4.にぶい黄橙色土 黄褐色粘土プロック、焼土プロック、炭化物

を少し含む
5.黒色土 灰
6.赤褐色土 天井部の焼土化
7.褐灰色土灰
8.にぶい黄褐色土 灰を多量に含む
9.焼土と灰の混土
10.褐色土 焼土を多く含む
11.黒褐色土 炭化物を多量に含む
12.黄褐色土 黄褐色粘土プロソクを多量に含む
13.黄褐色土 黄褐色粘土プロ・ノク、焼土プロノクを多く含む
14.黄色土 砂質土、焼土を僅かに含む
15.黄褐色粘土

遺物は、土師器杯、椀、高杯、柑、甑、甕、壺と

石製模造品臼玉が出土している。出土した土器総数

は、 1,060点であるが、そのうち 8割強は土師器甕、

壺などである。出土状態は、埋没状況で記述したよ

うに多量の土器の投棄を確認した。本住居の中で実

測可能な土器は、 69点であるが、遺物番号 lから34

まではカマド内、貯蔵穴内、床面から出土したもの

で本住居に伴う遺物である。35から69は、住居廃絶

後に投棄された遺物である。本住居に伴う遺物は、

カマドと南貯蔵穴から多く出土しているが、北貯蔵

穴からは 9 • 19の2点と少ない。投棄された遺物の

うち64• 66は129号住居出土の土器片、 58は125号住

居出土の土器片と接合した。
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第60図 12 8号住居遺物図 (1)
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第61図 12 8号住居遺物図 (2)
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第62図 12 8号住居遺物図 (3)
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2.住居
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第65図 12 8号住居遺物図 (6)
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129号住居

本住居跡は、調査区の東南綿、 85区s~T-7~

8グリッドに位置する。住居の東・南側にかけての

3分の 2程度は、調査区外に位置するため全貌につ

いては不明である。他遺構との重複関係は、確認さ

れなかったが、 4号掘立柱建物とは北西角で近接し

て位置する。住居の形態は、東南側が未調査のため

不明であるが方形または長方形を呈すると推定され

る。残存状態は、住居廃絶後畠として利用されてい

るため周堤帯は削平されているが、竪穴部分は良好

な状態である。

規模は、長軸約6.40m、短軸5.40+amで各辺の

長さは北辺、東辺、南辺は不明、西辺5.38mを測る。

床面積は、調査区内で15.77m2で全体では25対前後

と推定される。主軸方位は、 N-89°-Eを指す。

壁高は、北壁44~63cm、西壁54~71cm、平均58cmで

ある。内部施設は、確認されなかった。床面は、地

山をそのまま踏み固めて使用している。また、北辺

中よりに灰の散布が確認された。

本住居では、調査区内でカマドや炉は確認されな

かったが、本住居では出土土器の様相からまだカマ

ドが構築される時期より古いと考えられ炉を使用し

たと想定される。

Hr-FA層下の埋没土の状態は、 Hr-FA層下畠

面でごく僅かな窪み程度まで埋没している。竪穴部

分の堆積は、各辺からの土砂の流入が確認される自

然堆積で堆積土は下部が灰黄色砂質土、上部が黒褐

色土である。

遺物は、土師器杯、高杯、J廿、甕、壺、磨製石斧

などが出土しているが、炉の周辺が未調査のため出

土遺物は少ない。その破片総数は、 504点でそのう

ち8割強が甕．壺の破片であるが胴部小片が多く実

測可能な破片はごく僅かであった。出土状態は、 5

の杯、 8 • 9の柑、 10の鉢が床面から出土している。
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129号住居

1. にぶい黄色土 砂質土、 As-Cを僅かに含む

2. 黒褐色土 砂質土、黄色砂プロソクを多最に含む

3.黒褐色土 砂質土、黄色砂プロソクとAs-Cを若干含む

4. にぶい黄橙色土 砂質土、 As-Cを僅かに含む

5.灰黄色土 砂質土、灰色砂プロックを少量含む

6. 褐灰色土 砂質土、灰色砂を多く含む

7.灰黄褐色土 砂質土、灰色砂プロックを多量に含む

8.灰黄色土 砂質土、灰色砂を多量に含む

第67図 12 9号住居平面・断面図
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2.住居
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第68図 12 9号住居遺物図
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130号住居

本住居跡は、調査区の南より86区C~D-7~8

グリッドに位置する。他遺構との重複関係は、確認

されなかった。住居の形態は、東西に長軸をとる長

方形を呈する。残存状態は、住居廃絶後畠として利

用されているため周堤帯は削平されているが、竪穴

部分は良好な状態である。

規模は、長軸4.84m、短軸3.56mで各辺の長さは

北辺4.86m、東辺3.56m、南辺5.00m、西辺3.34m

を測る。床面積は、 13.47吋である。主軸方位は、

N-88.5°-Eを指す。壁高は、北壁35~51cm、東

壁48~51cm、南壁43~50cm、西壁31~38cm、平均43cm

である。内部施設は、確認されなかった。床面は、

地山をそのまま踏み固めて使用している。また、北

辺中よりで壁際から中央へ向けてのl.5X0.5mの範

囲に灰・炭化物の散布が確認された。カマド及び炉

などの施設は、確認されなかった。

Hr-FA層下の埋没土の状態は、 Hr-FA層下畠

面でごく僅かな窪み程度まで埋没している。竪穴部

分の堆積は、各辺からの土砂の流入が確認される自

然堆積である。

遺物の出土状態は、土師器甕、壺、甑等の小片が

19点と円礫が出土したが、実測に至るような個体は

存在しない。
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130号住居

］．黒褐色土 炭化物とAs-Cを僅かに含む

2.褐灰色土砂質土、 As-Cを若干含む

3.褐灰色土 砂質土、 As-Cを僅かに含む

4. にぶい黄橙色土 砂質土、 As-Cを若干含む

5.灰黄色土 砂質土、 As-Cを若干含む

6.褐灰色土砂質土、 As-Cを少し含む

7.灰黄褐色土 砂質土、灰色砂プロックを多く含む

8.灰黄色土砂質土、灰色砂を多量に含む

9.黒褐色土 少量のAs-Cを含む

第69図 13 0号住居平面・断面図
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2.住居

131号住居

本住居跡は、調査区の南半中ほど86区A~B-8

~ 9グリッドに位置する。他遺構との重複関係は、

確認されなかった。住居の形態は、ほぽ方形を呈す

る。残存状態は、住居廃絶後畠として利用されてい

るため周堤帯は削平されているが、竪穴部分は良好

な状態である。

規模は、長軸3.88m、短軸3.64mで各辺の長さは

北辺3.60m、東辺3.92m、南辺3.92m、西辺3.48m

を測る。床面積は、 10.42m'である。主軸方位は、

N-73°-Eを指す。壁高は、北壁78cm、東壁52cm、

南壁62cm、西壁68cm、平均65cmである。内部施設は、

確認されなかった。床面は、掘り方より 3cm前後灰

白色砂質土を新たに入れて踏み固めている。

カマドは、東壁のほぽ中央に構築されている。残

存状態は、天井部は崩落しているが、火床面の灰層

と天井部崩落土の間に黄灰色砂が流れ込んでいるこ

とから住居廃棄後ある程度の期間カマドが崩落しな

いで残存していたと想定される。規模は、焚口～煙

道間が1.13m、両袖間の幅0.72m、焚口幅0.20mを

測る。焚口は、長さ45cm、幅25cm、厚さ25cmの細長

い円礫を両袖の間に渡して補強を行っている。煙道

は、竪穴部分より 35cm外へ延びるが上部の構造は残

存していなかった。

住居の掘り方は、床面より 3cm前後掘り込まれて

おり、カマド前部で小規模の床下土坑を確認した。

床下土坑の形態は楕円形で規模は径80X70cm、深度

20cmである。

Hr-FA層下の埋没土の状態は、 Hr-FA層下畠

面でごく僅かな窪み程度まで埋没している。竪穴部

分の堆積は、レンズ状の自然堆積が確認されるが、

西辺からの土砂の流入が他の各辺からの流入より早

期に始まったのか土砂の量が多く確認される。また、

4 • 5層の上部には本住居がある程度埋没している

窪み状態の時に東側から多量の円礫を投棄してい

る。
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131号住居

l.にぶい黄褐色土砂質土、明

黄褐色砂プロ ックを多最と As-

Cを若干含む

2. 灰褐色土砂質土、 As-C 

を僅かに含む

3. 暗褐色土砂質土、焼土粒と

As-Cを僅かに含む

4. 暗褐色土 3に類似、3より

焼土を多く含む

5. にぶい褐色土 3に類似、焼

土粒を含まない

6. にぶい黄褐色土 砂質土、焼

土粒を僅かに含む

7. 明黄褐色土 砂質土、黄色

砂を多く含む

8.灰白色土 砂質土、炭化物粒

を若干含む

9.灰黄褐色土 7を帯状に含む

10. 灰黄褐色土 灰色砂・黄色砂

プロックを多醤に含む

11.灰白色土砂質土、灰色砂を

多量に含む

12. 黒褐色土 砂質土、灰色砂プ

ロックを多最に含む

13. 浅黄色土 砂質土、灰色砂プ

ロックを少し含む
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第70図 131号住居平面・断面図
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w 五反田地区の遺構と遺物

遺物は、土師器杯、高杯、J甘、臆、鉢、甑、甕、

壺、石製模造品臼玉などが出土している。その出土

時の破片総数は、 529点出土しているが他住居と同

様に甕・壺などが9割を占めている。出土状態は、

5 • 7 • 9の杯、 16の高杯、 18のi甘、 20の鉢、 22• 

24の甑、 25~27• 29~34の甕がカマドからと 6• 14 

の杯が床面から出土している。他の土器は、床面よ

りやや上部か埋没土中からの出土である。
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第71図 131号住居カマド図
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カマド

1.にぶい黄褐色土 焼土粒、黄色粘土粒を若干含む

2.黒褐色土 焼土プロック灰を少し含む

3．黄灰色土砂質土

4. 灰黄褐色土砂質土

5. 黒褐色土灰、焼土を少量含む

6. 黒褐色土 灰、焼土、炭化物を多く含む

7.褐灰色土 焼土粒を少し含む

8.褐灰色土 焼土粒を少量含む

9. にぶい黄橙色土 粘土質、焼土粒を少し含む

10.褐灰色土灰を多く 含む

11.にぶい黄橙色土 砂質土、焼土粒を僅かに含む

12. にぶい黄褐色土 砂質土、焼土粒、炭化物を僅かに含む

13.にぶい黄褐色土 粘土質、焼土プロ・ノク、灰、炭化物を多く含む
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第72図 131号住居遺物図 (1)
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2.住居
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w 五反田地区の遺構と遺物
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2.住居
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第75図 131号住居遺物図 (4)
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w 五反田地区の遺構と遺物
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2.住居

132号住居

本住居跡は、調査区の東寄り、 85区s~T-9~

10グリッドに位置する。他遺構との重複関係は、

133号住居と重複しているが、新旧関係は本住居の

方が後出である。また、 126号住居とは、竪穴部分

での重複関係はないが同住居の周堤帯の一部が本住

居を覆っており、新旧関係は本住居の方が前出であ

る。住居の形態は、ほぽ方形を呈する。残存状態は、

住居廃絶後畠として利用されているため周堤帯は削

平されているが、竪穴部分は良好な状態である。

規模は、長軸4.88m、短軸4.80mで各辺の長さは

北辺4.92m、東辺4.72m、南辺4.84m、西辺4.92m

を測る。床面積は、 14.76吋である。主軸方位は、

N-65°-Eを指す。壁高は、北壁60~79cm、東壁

54~77cm、南壁40~52cm、西壁38~47cm、平均56cm

である。内部施設は、カマドの右側、東南角で貯蔵

穴を検出した。貯蔵穴は、楕円形を呈し、径66X 44cm、

深度14cmである。床面は、北側に黄褐色砂質土を入

れ、南側は地山をそのまま踏み固めている。

カマドは、東壁のほぽ中ほどに構築されている。

残存状態は、天井部が崩落しているが袖等は良好な

状態である。規模は、焚口～煙道間が1.40m、両袖

間の幅1.20m、焚口幅0.30mを測る。焚口や袖には

扁平及び細長い円礫を使用して補強している。燃焼

部には、 20の土師器甕が残存し、左袖の上部には21

の甕が出土しており、ともにカマドに据えられてい

たものと考えられる。煙道は、竪穴部分より外へは

延びず、上部の構造も残存していない。

住居の掘り方は、北側では床面より 3~5 cmほど
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可
132号住居

1.褐色土 砂質土、 As-Cを少
最含む

l'.褐色土 1に類似、1より As
-cが少ない

2.暗褐色土砂質土、焼土粒と As
-cを若干含む

2'.暗褐色土 2に類似、 2より As
-cが少ない

3.褐色土 砂質土、 As-Cを少
し含む

4. にぶい黄褐色土砂質土、 As-
Cを少し含む

5.黄褐色土砂質土、黄色砂を多く
含む

6.褐色土 lに類似、 As-Cを
ほとんど含まない

7 明褐色土砂質土、炭化物と As
-cを若干含む

貯蔵穴

□

V
 
B' 

1.にぶい黄橙色土砂質土、炭化物
とAs-Cを少量含む

2.黄橙色土 砂質土、黄色砂を多贔
に含む
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w 五反田地区の遺構と遺物

掘り込まれている。

Hr-FA層下の埋没土の状態は、下部が各辺から

の土砂の流入が確認される自然堆積である。上部は、

北東部(126号住居方向）から多量の土砂が流入した

様子が観察され、隣接する126号住居の竪穴部分を

掘削する時点では本住居はまだ半分程度の埋没状態

であったと想定される。

遺物は、須恵器杯、土師器杯、高杯、堪、甑、甕

等が出土している。その出土時の破片総数は、 542

点出土しているが他住居と同様に甕 ．壺などが8割

を占めている。出土状態は、 6 • 7の杯、 16• 20 • 

21の甕がカマドから12の均、 14の甑、 15• 19 • 22の

甕が床面から出土している。
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第78図 13 2号住居カマド図
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カマド

1.灰黄褐色土 焼土粒と灰色砂を多く含む

2. にぶい黄褐色土 焼土粒と黄褐色砂を多く含む

3. にぶい黄褐色土 2に類似、焼土プロ・ノクを多量に含む

4. 灰黄褐色土 焼土プロノク、炭化物を多く含む

5.明黄褐色土 粘土質、焼土プロ ・ノ クを少し含む

6.赤褐色土 焼土

7.黒色土 灰、灰色砂を含む

8.黒色土 灰

9.灰白色土 砂質土、灰色砂を多く含む

10.暗褐色土 焼土と灰の混じり合ったもの

11.暗褐色土 焼土粒とAs-Cを若千含む

12.灰黄褐色土 焼土粒を僅かに含む

□三／
第79図 13 2号住居遺物図 (1)
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2.住居

□ 

口）。

ロI V 11 

第80図 13 2号住居遺物図 (2)
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w 五反田地区の遺構と遺物

第81図 13 2号住居遺物図 (3)
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2.住居

22 

第82図 13 2号住居遺物図(4)

133号住居

本住居跡は、 132号住居の西側、 85区T-9・10 

グリッドに位置する。他遺構との重複関係は、 132

号住居と重複するが、新旧関係は本住居の方が前出

である。残存状況は、東辺を132号住居により壊さ

れカマドなどの施設については不明である。住居の

形態は、西辺がやや長い台形状を呈すると想定され

る。

規模は、長軸4.00+am、短軸3.82mで各辺の長

さは北辺2.96+am、南辺4.16+am、西辺3.76m

を測る。床面積は、残存部分で10.35m'で全体では

13吋前後と推定される。主軸方位は、 N-90°-E 

を指す。壁高は、北壁47~63cm、南壁27~41cm、西

壁45~61cm、平均47cmである。内部施設は、確認さ

れなかった。床面は、西辺よりは地山をそのまま踏

み固めているが、大部分は掘り方より 5cm程度褐灰

色砂質土を入れて踏み固めている。

カマドは、東壁の南よりに構築されていたと想定

されるが、 132号住居により壊されており僅かに住

居東南部に灰と炭化物の散布範囲が確認された。

住居の掘り方は、西辺よりを除いて床面より 5cm 

前後下であるが、ほぽ平坦である。

Hr-FA層下の埋没土の状態は、各辺からの土砂

の流入が確認される自然堆積である。

遺物は、土師器杯、高杯、甕、壺が出土している。

その出土時の破片総数は、 100点と他住居と比べて

少ない出土であるが甕・壺などが 7割を占めてい

る。出土状態は、 3の高杯、 5の甕がカマドからの

出土である。
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w 五反田地区の遺構と遺物
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133号住居

1. 黄褐色土 黒褐色土プロックを多量

と炭化物を若干含む

1に類似、黒褐色土プロ

ソクが少ない

3. 暗黄褐色土 1に類似、黒褐色土プ

ロックが少ない

4.黒褐色土 VII層の流れ込み

5. にぶい黄色土 砂質土、 As-Cを

若千含む

5に類似、 5より

As-Cが少ない

焼土、炭化物を若干含む

黒褐色土プロソクを多く

含む

黄褐色土

6.にぶい黄色土

7.黒褐色土

8. 褐灰色土
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カマド

1.黒褐色土

2.褐灰色土

焼土粒を若干含む

砂質土、灰色砂を

多く含む

灰黄褐色土 2に類似、 2よ

り灰砂を多く含む

4.にぶい黄褐色土 焼土粒を若

干含む

3
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6

7

 

赤褐色土

暗褐色土

暗褐色土

8.暗褐色土

，
 

黒褐色土

10. 暗褐色土

11 

D D' 

7 8 9 ゜
L=141.20m 

焼土

焼土粒を若干含む

焼土ブロックを多

量に含む

焼土プロックを多

く含む

灰と焼士プロック

を含む

炭化物、焼土プロ

ックを含む

にぶい黄褐色土 砂質土、焼

土粒を若干含む

12. 黒色土 焼土粒を少し含む

13.灰黄褐色土灰を含む

lm 

第84図 13 3号住居カマド図
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2.住居
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第85図 13 3号住居遺物図

134号住居

本住居跡は、調査区の南より86区A~B-7~8

グリッドに位置する。他遺構との童複関係は、 125

号住居の周堤帯と135号住居の竪穴部分と重複する

が、新旧関係は125号住居より前出で135号住居より

後出である。残存状態は、周堤帯は存在しないが、

竪穴部分は良好な状態で残存していた。住居形態は、

ほぼ方形を呈する。

規模は、長軸4.48m、短軸4.38mで各辺の長さは

北辺4.20m、東辺4.28m、南辺4.16m、西辺4.68m

を測る。床面積は、 15.99m'である。主軸方位は、

N-69.5°-Eを指す。壁高は、北壁42~69cm、東

壁39~66cm、南壁33~45cm、西壁44~50cm、平均48cm

である。内部施設は、確認されなかった。床面は、

地山を踏み固めている。

カマドは、東壁の中央よりやや南に構築されてい

る。残存状態は、天井部が崩落しているが両袖とも

残存している。規模は、焚口～煙道間が1.10m、両

袖間の幅0.69m、焚口幅0.24mを測る。袖は、両側

に細長い円礫を補強に使用し、焚口は天井部に長さ

41cm、幅13cm、12cmの細長い円礫を補強に使用して

いる。煙道は、竪穴部分より30cmほど外へ延びるが

上部の構造は残存していなかった。

Hr-FA層下の埋没土の状態は、各辺からの土砂

の流入が確認される自然堆積である。

遺物は、土師器杯、高杯、鉢、柑、甕、壺等が出

土している。その出土時の破片総数は、 351点と少

ない出土であるが甕．壺などが7割を占めている。

出土状態は、 5の杯がカマドから 8 • 9 • 11の高杯

と12の鉢がカマド周辺の床面、 3 • 4の杯が北西部

分の床面から出土している。
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w 五反田地区の遺構と遺物
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134号住居

1.灰黄褐色土 砂質土、黒色土を多く

とAs-Cを若干含む
2. にぶい黄褐色土砂質土、 As-C

を少し含む

3. 褐色土 砂質土、 As-Cを少し

含む

4. にぶい黄褐色土砂質土、 As-C

を僅かに含む

5. 褐色土 炭化物を多くと As-C

を若干含む

6. 褐灰色土炭化物を多くとAs-C

を若干含む

7. 黒褐色土 炭化物を含む

8. 黒褐色土 砂質土、黄褐色砂プロソ

クを多く含む

9.にぶい黄橙色土 砂質土、黒褐色砂

を多く含む

C- _Q' 

゜
L=141.20m 

2m 

第86図 13 4号住居平面・断面図
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カマド

1. にぶい黄色土砂質土、

焼土粒、炭化物を含む

2. 暗褐色土 焼土粒、

炭化物を少量含む

3. にぶい黄橙色土 砂質土、

焼土プロック、炭化物を多量

に含む

4. にぶい褐色土焼土プロ・

E' ノク、黄色粘土プロソクを多
量に含む

5. 赤褐色土 焼土

F' 6.灰黄褐色土 砂質土、

灰を含む

7.灰黄褐色土 砂質土、

灰を含む

8.黒色土 灰

9. 赤褐色土 焼土

10. にぶい黄褐色土 砂質土、

灰を含む

11.にぶい黄褐色土 砂質土、

灰、焼土粒を含む

12.灰黄褐色土 砂質土、

黄色粘土粒を若干含む

一／第87図 134号住居カマド図 L=140.90m 

゜
lm 
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2.住居
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w 五反田地区の遺構と遺物

135号住居

本住居跡は、調査区の南より86区B~C-7~8

グリッドに位置する。他遺構との重複関係は、 125

号住居の周堤帯と134号住居の竪穴部分と重複する

が、新旧関係は125号住居 ・134号住居より前出であ

る。住居の形態は、ほぼ方形を呈する。残存状態は、

東南部分の上半部を134号住居により壊されている

がほぼ良好な状態である。

規模は、長軸5.04m、短軸5.02mで各辺の長さは

北辺5.20m、東辺5.04m、南辺5.00m、西辺5.08m

を測る。床面積は、 21.90m'である。主軸方位は、

N -65°-Eを指す。壁高は、北壁69~79cm、東壁74cm

前後、南壁75cm前後、西壁65~72cm、平均73cmであ

る。内部施設は、確認されなかった。床面は、掘り

方より 5cmほど黄褐色砂質土を入れて踏み固めてい

る。

カマド及び炉は、確認されなかったが、東南部で

焼土や灰の散布範囲が確認された。

住居の掘り方は、床面より 5cmほど掘り込まれて

いるが、小規模な落ち込みを 3基検出した。 3基と

も楕円形を呈し、規模は径50cm前後、深度10cm程度

のものである。

Hr-FA層下の埋没土の状態は、各辺からの土砂

の流入が確認される自然堆積である。

遺物は、土師器杯、高杯、柑、甕、壺等が出土し

ているが、その破片総数は、 84点と他の住居と比べ

て少ない遺物出土量である。出土状態は、大部分が

埋没土からであるが、 2の杯は掘り方東南隅からの

出土である。

刈 134号住居

＼ 呵

B 

p_ 

乱

乱

ロロニニロニ旦
a) 

゜
1=141.ZOm 

135号住居

1. にぶい黄褐色土砂質

土、黒色土を多くとAs-

Cを少し含む

2. にぶい黄褐色土 1に

類似、 1より黒色土が少量

3. 黒褐色土 黄褐色砂

を多温に含む

4. 黄褐色土 砂質土、

As-Cを少し含む

5. にぶい黄褐色土 lに

類似、黒色土をほとんど含

まない

6. 褐灰色土 砂質土、

灰色砂プロックを多く含む

7.褐灰色土 6に類似、

灰色砂が6より少ない

8. 浅黄色土 砂質土、

黄色砂を多く含む

9.黒褐色土 黄褐色

砂プロックを多く含む

10. 黄褐色土 砂質土、

9に類似

11.黄褐色土 10に類

似、 As-Cを若干含む

12. 黄褐色土 10に類

似、 As-Cを少し含む

13.黄褐色土 10に類

似、 As-Cを少筵含む

14.褐色土 砂質土、

炭化物とAs-Cを若千含む

15. にぶい黄褐色土砂質

土、灰色砂、褐色土プロ ッ

クを多く含む

2m 

第89図 135号住居平面 ・断面図
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2.住居
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w 五反田地区の遺構と遺物

136号住居

本住居跡は、調査区のほぽ中央、86区B-11グリッ

ドに位置する。他遺構との重複関係は、 122号住居

周堤帯、 138号住居と重複する。新旧関係は、 122号

住居より前出で138号住居より後出である。住居の

形態は、主軸方向が15cmほど短いが、ほぽ方形を呈

する。残存状態は、上部に122号住居周堤帯が存在

するが、竪穴部分は良好な状態である。

規模は、長軸4.25m、短軸4.40mで各辺の長さは

北辺4.18m、東辺4.10m、南辺4.20m、西辺4.10m

を測る。床面積は、 14.30m'である。主軸方位は、

N-66°-Eを指す。壁高は、北壁52~62cm、東壁

52~58cm、南壁52~62cm、西壁59~68cm、平均58cm

である。内部施設は、確認されなかった。床面は、

地山をそのまま踏み固めている。

カマドは、東壁の中央よりやや南寄りに構築され

ている。残存状態は、煙道部分は良好であるが焚口

,

.
 

ハ

）

から燃焼部にかけては上部が崩落、流出して良好で

はない。規模は、焚口～煙道間が1.30m、両袖間の

幅0.98m、焚口幅0.30mを測る。焚口と袖は、煙道

の残存状態から見ると上部の相当部分が崩壊・流出

している。天井部は全く残存していない。煙道は、

竪穴部分より30cm外へ延びるが上部の構造は残存し

ていないが、住居廃棄後早い時期に黄褐色砂質土が

流入したためか煙道トンネル部分が残存している。

Hr-FA層下の埋没土の状態は、各辺からの土砂

の流入が確認される自然堆積である。

遺物は、土師器杯、高杯、甕、壺等が出土してい

る。その出土状態は、その出土時の破片総数は、

190点と少ない出土であるが甕・壺などが7割を占

めている。また、土師器杯は、口縁部が内斜する形

態のものだけであった。出土状態は、 2 • 5の土師

器杯が床面から 6の甕がカマドと埋土からの出土で

ある。
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136号住居

1.にぶい黄橙色土砂質土、 As-Cを

若干含む

2. にぶい黄橙色土 1に類似、黒色土ブ

ロックを少し含む

3.褐灰色土 灰色砂ブロ・ノクを若干と

As-Cを僅かに含む

4.灰黄褐色土砂質土、 As-Cを若干

含む

5.黄灰色土 砂質土、黒色土プロノク

とAs-Cを若干含む

6.灰黄褐色土 4に類似、 4より暗い色

調

7. 暗灰黄褐色土 4に類似、 4 • 6より

暗い色調

8.灰黄褐色土 4に類似、灰色砂ブロッ

クを含む

9.灰黄褐色土 4に類似、 As-Cを少

量含む

10. 褐灰色土 砂質土、As-Cを少量

含む

11.灰黄褐色土 4に類似、灰色砂小プ

ロックを含む

1=142.00m 

゜
2m 

第92図 13 6号住居平面・断面図
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2.住居
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D' 旦

カマド

1.灰黄褐色土 砂質土、黄橙色砂プロックを若干含む

2.明褐色土 砂質土、黄橙色砂プロ ック と焼土粒を若

干含む

3.灰黄褐色土 砂質土、黄橙色砂プロ ック を少し含む

4. にぶい黄橙色土 砂質土、黄橙色砂プロ ・ノクと焼土粒

を少し含む

5. 明黄掲色土 砂質土、黄褐色粘土プロックを若干含む

6.暗褐色士 砂質土、黄橙色砂プロックと焼土プロッ

クを若干含む

7.褐色土 焼土を多く含む

8.褐色土 黄褐色粘土プロックと焼土を多醤に含む

9.赤褐色土 焼土

10.褐灰色土 焼土と灰色砂を少蜃含む

11. 灰黄褐色土 焼土を少し含む

12.赤褐色土 焼土 13.黒色土 灰

14. にぶい黄橙色土 粘土プロックと焼土を少量含む

15.明黄掲色土 粘土プロック

゜
L=141.40m 13 

lm 第93図 13 6号住居カマド図
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w 五反田地区の遺構と遺物

137号住居

本住居跡は、調査区の北東、 86区A-17グリッド

に位置する。他遺構との重複関係は、 124号住居周

堤帯が本住居の上部に存在する。新旧関係は、本住

居の方が前出である。住居の形態は、南北方向がや

や長い長方形を呈する。残存状態は、竪穴部分は良

好である。

規模は、長軸4.68m、短軸4.44mで各辺の長さは

北辺3.96m、東辺4.08m、南辺4.50m、西辺4.32m

を測る。床面積は、 16.24m'である。主軸方位は、

N-l.5°-Eを指す。壁高は、北壁42~44cm、東壁

36~40cm、南壁36~49cm、西壁43~48cm、平均40cm

である。内部施設は、東南隅で貯蔵穴を検出した。

貯蔵穴は、楕円形で規模は径84X68cm、深度 7cmで

ある。内部からは 5の土師器甕が出土し、周辺部の

小円礫は地山に含まれているものである。床面は、

掘り方に黒褐色土を入れて踏み固めている。

炉は、北辺の中ほどに位置する。形態は楕円形で

規模は径68X54cmである。中央部には、長さ15cm、

径4cmほどの細長い円礫を配している。

住居の掘り方は、北辺と東辺中ほどに20cmほどの

窪みが存在するが明確な床下土坑等の施設は確認さ

れなかった。

Hr-FA層下の埋没土の状態は、各辺からの土砂

の流入が確認される自然堆積である。

遺物は、土師器高杯、柑、鉢、台付甕、甕、壺、

石器磨製石斧が出土している。その出土時の破片総

数は、 64点と少ない出土であるが甕・壺などが9割

を占めている。また、供膳具は、高杯だけで杯は出

土していない。出土状態は、 3の高杯、 6の甕が貯

蔵穴脇の床面、 1の高杯、 7の台付甕が炉脇の床面、

2の高杯、8の甕が住居中ほどの床面からである。
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2.住居

呵

i 
137号住居

1. 黒褐色土 黄褐色砂プロックとAs-Cを

少益含む

~~\ 
2. 黒褐色土 1に類似、 1より As-Cが少

ない

3. 黒褐色土 ］に類似、 I• 2より As-C
が少なく円礫を含む

4. 黒褐色土 1に類似、 3よりAs-Cが少

ない

5 黒褐色土 1に類似、 1よりAs-Cが多

し‘

6.灰黄褐色土 As-Cと円礫を僅かに含む

□「I ＼ャ＼ 1 1 ユ旦'' 7.黒褐色土 As-Cを少益含む

8 暗褐色土 ¢ 5~20mmの円礫とAs-Cを

少し含む

貯蔵穴

1 黒褐色土 As-Cを少し含む

旦＿ E' 

3 

第97図 13 7号住居遺物図（ 1)

゜
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第96図 13 7号住居掘り方図
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w 五反田地区の遺構と遺物

，
 

ご

第98図 13 7号住居遺物図 (2)

138号住居

本住居跡は、調査区の中ほど、 86区A~B-11~

12グリッドに位置する。他遺構との重複関係は、

136号住居と南西角で重複する。新旧関係は、本住

居の方が前出である。住居の形態は、東西方向に長

い長方形を呈す。残存状態は、南西角の壁面の一部

が136号住居カマドに壊されているが良好な状態で

ある。

規模は、長軸4.08m、短軸3.40mで各辺の長さは

北辺3.85m、東辺3.30m、南辺3.84m、西辺3.24m

を測る。床面積は、 11.74対である。主軸方位は、

N-77°-Eを指す。壁高は、北壁18~24cm、東壁

15~19cm、南壁18~23cm、西壁22~23cm、平均20cm

である。内部施設は、確認されなかった。床面は、

黄褐色砂質土を入れて踏み固めている。

炉は、中央よりやや西側に位置する。形態は、楕

円形を呈し、規模は径42X28cmである。

92 

住居の掘り方は、床面より 5~10cmほど掘り込ま

れており、北辺中ほどと南西隅で床下土坑を検出し

た。床下土坑 1は、ほぼ円形を呈し、径65cm、深度

13cm、床下土坑2は、楕円形を呈し、径65X45cm、

深度8cmである。なお、床下土坑 2は、床面で確認

されなかったが、床面での遺物出土状態から貯蔵穴

の可能性が考えられる。

Hr-FA層下の埋没土の状態は、各辺からの土砂

の流入が確認される自然堆積である。

遺物は、土師器杯、高杯、柑、甕、壺等が出土し

ている。その出土時の破片総数は、 97点と少ない出

土であるが甕．壺などが9割を占めている。また、

供膳具は、杯 1点、高杯6点と僅かで小破片である。

出土状態は、図示した 1~ 8までが南西隅からまと

まって床面から出土している。
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138号住居

1. 黒褐色土 炭化物を多くと As-Cを少し

含む

2. にぶい黄褐色土 As-Cと¢ 1 -10cmの円

礫を若干含む

3.暗褐色土 As-Cを少最含む

4. 暗褐色土 As-Cを僅かに含む

5.にぶい黄褐色ナ 砂質土、 As-Cを若干含

む

6. にぶい黄褐色土 4に類似、 4より As-C

を多く含む

7 黄褐色土 砂質土、As-Cを多少含む

旦 2 I E 
L = 14 1.SOm-J;こラ—--

D' 

. B' 

貯蔵穴

1. 黄褐色土 砂質土、灰色砂プロックと As

-cを若干含む
2.黄褐色土 lに類似、黒褐色土プロ・ノクを

含む
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第100図 13 8号住居掘り方図

□ /  
第101図 13 8号住居遺物図 (1)
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w 五反田地区の遺構と遺物
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第102図 13 8号住居遺物図 (2)
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3.竪穴遺構

3.竪穴遺構

1号竪穴遺構

本遺構は、調査区の中ほど86区A・ B-10グリッ

ドに位置する。他遺構との重複関係は、 10号平地建

物と南辺で接するが、新旧関係は明らかではない。

住居形態は、東西に長い長方形を呈す。残存状態は、

確認面から25cm程度であるが割合と良好である。

規模は、長軸3.27m、短軸52.59mで各辺の長さ

は北辺3.00m、東辺2.50m、南辺3.15m、西辺2.30m

を測る。底部の面積は、 6.5対である。長軸方向は、

N-87°-Eを指す。壁高は、北壁18~29cm、東壁

21~25cm、南壁26~28cm、西壁19~23cm、平均23cm

である。内部施設は、中央やや東側に土坑状の落ち

込みを検出した。この落ち込みは、楕円形を呈し、

規模が径60X44cm、深度15cmである。なお、この落

ち込みは、位置 ・規模から柱穴的な要素が見られる。

底面は、平坦であるが踏み固めたような硬化面は存

在しない。

埋没土の状態は、各辺からの土砂の流入が確認さ

れる自然堆積である。

遺物は、土師器甕、甑が出土している。出土位置

は、南西隅の底面からである。

なお、本遺構は、形態や底面の状態から住居の可

能性も考えられるが、規模が小規模であることや炉

またはカマドなどの煮炊き施設が存在しないことか

ら竪穴遺構とした。

呵 i <`  1号竪穴遺構1.褐灰色土 As-Cを少し含む

2.黒褐色土 As-Cを若干含む

3.褐灰色土 1に類似、 1より As-Cが少ない

4.灰褐色土 砂質土、灰色砂を多く含む

B- ［ 

B-

•V 

B' 

二
＜

B' 

゜
L =141. 70m 

2m 

第103図 1号竪穴遺構平面 ・断面図

第104図 1号竪穴遺構遺物図 2
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w 五反田地区の遺構と遺物

4.掘立柱建物

4号掘立柱建物

本遺構は、調査区の東南部、 85区 S•T-8 グリッ

ドに位置する。他遺構との重複関係は、確認されな

かったが、 129号住居、 5号掘立柱建物、 1号・ 2

号平地建物と接する位置に存在する。形態は、東桁

がやや短い長方形を呈す。規模は、梁行 2間(3.08m)

x桁行 2間(2.36m)で北辺2.99m、東辺2.10m、南

辺3.10m、西辺2.36mを測る。柱間内部の面積は、

6. 86m'である。長軸方向は、 N-60°-Eを指す。

柱痕は、平面では検出できなかったが、p4とP

6の断面での観察では柱径は10~15cm程度であった

と想定される。
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4号掘立柱建物

1. 黒褐色土

2. 黒褐色土

3.暗灰色土

4. 黄褐色土

柱抜取り痕跡、黒色土を帯状に含む

砂質土、黄褐色土プロックを少し含む

砂質土

砂質土

5.黒色土

6.黄褐色土

7. 黒褐色土

柱痕跡

砂質土

1に類似

第105図 4号掘立柱建物平面・断面図
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4.掘立柱建物

5号掘立柱建物

本遺構は、調査区の東南部、85区T-7•8 グリッ

ドに位置する。他遺構との重複関係は、 1号・ 2号・

3号平地建物と重複するが、新旧関係については明

確ではない。形態は、東桁がやや短い長方形を呈す。

規模は、梁行2間(3.48m)X桁行2間（3.28m)で北

辺3.40m、東辺2.62m、南辺3.50m、西辺3.28mを

測る。柱間内部の面積は、 10.52m'である。長軸方

向は、 N-22°-Eを指す。

柱痕は、平面では検出できなかったが、p2の底

面の観察では柱圧痕と想定される痕跡が残存してお

りその径から柱径は10cm程度であったと想定され

る。
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第106図 5号掘立柱建物平面・断面図

□̀ 1  4 号 • 5号掘立柱建物柱穴規模（単位cm)

第107図 5号掘立柱建物遺物図

PNo 長径 短径 深度

1 78 56 36 

2 53 52 41 

3 60 54 36 

4 40 36 44 

5 56 50 36 

6 64 48 42 

7 61 52 37 

8 44 33 54 

P No 長径 短径 深度

1 44 24 48 

2 25 21 43 

3 91 84 65 

4 39 33 42 

5 33 28 38 

6 30 25 14 

7 48 44 14 

8 40 36 40 
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N 五反田地区の遺構と遺物

5.平地建物

1号平地建物

本遺構は、調査区の東南部、85区T-7・8グリッ

ドに位置する。他遺構との重複関係は、 5号掘立柱

建物、 2号・ 3号平地建物と重複する。新旧関係は、

5号掘立柱建物との関係は不明であるが、 2号・ 3

号平地建物よりは後出である。形態は、溝が全周す

る円形を呈す。規模は、長軸4.00m、短軸3.72mを

測り、溝の内側面積は8.524対である。長軸方位は、

N-14°-Wを指す。

溝の幅は、 16~32cm、深度は 5~23cmである。溝

の底面状態は、ほぽ平坦であるが北西部にピット状

の落ち込みを 2カ所検出した。ピットの規模は、径

55X40cm、深度30cmと径42X35cm、深度 6cmである。

また、南側に小規模な窪みが2~ 3カ所見られる。

内部施設は、確認されなかった。

遺物は、土師器甕の小破片が若干出土しているだ

けである。

ン＜ ^
V
 

祉 址

゜
L=141.30m 

2m 

第109図 2号・ 3号平地建物平面・断面図
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第108図 1号平地建物平面・断面図

2号平地建物・ 3号平地建物

本遺構は、調査区の東南部、 85区T-7・8、86

区A-7•8 グリッドに位置する 。 2 号平地建物と

3号平地建物の溝は、 3号平地建物が2号平地建物

の内側にほぽ並行して存在することから 2条の溝で

1棟の平地建物を構築するか 3号平地建物から 2号

平地建物への拡張が想定される。他遺構との重複関

係は、 5号掘立柱建物、 84号土坑と重複する。新旧

関係は、 5号掘立柱建物との関係は不明であるが、

1号平地建物、 84号土坑よりは前出である。形態は、

東南部が3分の 1ほど開口する楕円形を呈す。規模

は、長軸4.64m、短軸4.10mを測り、溝の内側面積

は11.928吋である。長軸方位は、 N-27°-Eを指す。

溝の幅は、25~44cm、深度は平坦面部分が10~25cm

である。溝の底面状態は、ほぼ平坦であるが所々に

ピット状の落ち込みを検出した。小ピットの規模は、

径10~30cm、深度は15~49cmである。内部施設は、

確認されなかった。

なお、 3号平地建物の溝は、 2号平地建物の溝の

西側部分にそって内側0.5mで全長 3mほど確認さ

れた。溝の規模は幅15~20cm、深度 5cm前後である。

溝の底面状態は、ほぽ平坦である。

遺物は、土師器杯、甕の小破片が若干出土してい

るだけである。
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4号平地建物

本遺構は、調査区の東南部、 86区A-7グリッド

に位置する。他遺構との重複関係は、 88号土坑と重

複する。新旧関係は、 88号土坑よりは前出である。

形態は、溝が全周する円形を呈す。規模は、長軸

2.26m、短軸2.14mを測り、溝の内側面積は2.328m'

である。長軸方位は、 N-42°-Eを指す。

溝の幅は、 22~35cm、深度は平坦面部分が5cm前

後である。溝の底面状態は、ほぽ平坦であるが北側

部分に小ピット状の落ち込みを検出した。小ピット

の規模は、径10~15cm、深度は 8~10cmである。内

部施設は、確認されなかった。

遺物は、土師器杯、甕の小破片が若干出土してい

るだけである。

／戸
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L=141.30m 

A' 

5.平地建物

5号平地建物

本遺構は、調査区の東南部、 86区B-9グリッド

に位置する。他遺構との重複関係は、確認されなかっ

た。形態は、溝が全周する隅円方形を呈す。規模は、

長軸・短軸とも 2.64mを測り、溝の内側面積は

4.164ni'である。長軸方位は、 N-37°-Eを指す。

溝の幅は、16~20cm、深度は平坦面部分が7~10cm 

である。溝の底面状態は、ほぼ平坦であるが東南部

分に小ピット状の落ち込みを検出した。小ピットの

規模は、径20cm前後、深度は 7~12cmである。内部

施設は、確認されなかった。

遺物は、土師器杯、甕の小破片が若干出土してい

るだけである。
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第110図 4号・ 5号平地建物平面・断面図

6号平地建物

本遺構は、調査区の東南部、 86区B~C-8~9

グリッドに位置する。他遺構との重複関係は、確認

されなかった。形態は、東南部分が残存していない

ため全貌が不明であるが、西南部分が開口する楕円

形を呈すと推定される。規模は、長軸3.70m、短軸

2.70+ amを測り、溝の内側面積は6.676対である。

長軸方位は、 N-76°-Eを指す。

溝の幅は、18~27cm、深度は平坦面部分が8~14cm 

である。溝の底面状態は、ほぼ平坦であるが所々に

小ピット状の落ち込みを検出した。小ピットの規模

は、径10cm前後、深度は10cm前後である。内部施設

は、確認されなかった。

遺物は、土師器杯、甕の小破片が若干出土してい

るだけである。

7号平地建物

本遺構は、調査区の東南部、 86区B-12グリッド

に位置する。他遺構との重複関係は、確認されなかっ

た。形態は、南側が開口する楕円形を呈すと推定さ

れる。規模は、長軸2.46m、短軸1.86mを測り、溝

の内側面積は2.62m'である。長軸方位は、 N-56°

-Eを指す。

溝の幅は、 22~32cm、深度は 3~7 cmである。溝

の底面状態は、ほぽ平坦である。内部施設は、確認

されなかった。

遺物は、土師器杯、甕の小破片が若干出土してい

るだけである。
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w 五反田地区の遺構と遺物
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第111図 6 号• 7 号・ 8 号• 9号平地建物平面・断面・遺物図

8号・ 9号平地建物

本遺構は、調査区の南部、 86区A•B-6·7 グ

リッドに位置する。8号平地建物と 9号平地建物の

溝は、 2号・ 3号平地建物と同様に 9号平地建物が

8号平地建物の内側にほぼ並行して存在することか

ら2条の溝で 1棟の平地建物を構築するか 9号平地

建物から 8号平地建物への拡張が想定される。他遺

構との重複関係は、 125号住居、 89号・ 90号土坑と

重複する。新旧関係は、 90号土坑とは不明であるが

125号住居 •89号土坑より本遺構の方が前出である 。

残存状態は、西側半分が125号住居竪穴部分により

壊されているため全貌は不明である。

8号平地建物は、形態が円形を呈すと推定される。

規模は、径約4.50mを測り、溝の内側面積は推定

100 

5.268対である。長軸方位は、不明である。

溝の幅は、 28~40cm、深度は10~20cmである。溝

の底面状態は、平坦と小規模な窪みが混在している。

内部施設は、確認されなかった。

9号平地建物は、形態が東南部が開口する円形を

呈すと推定される。規模は、径約3.20mを測り、溝

の内側面積は推定2.748対である。

溝の幅は、 17~24cm、深度は 5~10cmである。溝

の底面状態は、ほぽ平坦であるが、部分的に小規模

な窪みが存在する。内部施設は、確認されなかった。

8 号• 9号平地建物から出土した遺物は、第111

図ー 1の土師器杯の他は若干の土師器杯、甕の小破

片だけである。
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第112図 10号・ 11号平地建物平面・断面図

10号平地建物

本遺構は、調査区の中ほど86区A・B-10グリ ッ

ドに位置する。他遺構との重複関係は、確認されな

かった。残存状態は、北側 5分の 2ほどしか残存し

ていないため全貌は不明である。形態は、円形を呈

すと推定される。規模は、径約3.5mほどと推測さ

れる。溝の内側面積は推定2.568吋である。

溝の幅は、 15~17cm、深度は 3~10cmである。溝

の底面状態は、小規模のピ ット状の落ち込みが多数

存在する。内部施設は、確認されなかった。

遺物は、土師器杯、甕の小破片が若干出土してい

るだけである。

11号平地建物

本遺構は、調査区の中ほど86区D• E-12グリッ

ドに位置する。他遺構との重複関係は、確認されな

かった。形態は、周溝が全周する円形を呈す。規模

は、長軸2.62m、短軸2.48mを測る。溝の内側面積

は2.604吋である。長軸方位は、 N-6°-Wを指す。

溝の幅は、 33~48cm、深度は11~16cmである。溝

の底面状態は、平担であるが、東南部に径17X 12cm、

深度17cmの小規模のピット状の落ち込みが1基存在

する。内部施設は、確認されなかった。

遺物は、土師器杯、甕の小破片が若干出土してい

るだけである。
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12号平地建物

本遺構は、調査区の西北部、 86区I-13グリ ッド

に位置する。他遺構との重複関係は、確認されなかっ

た。形態は、周溝の西側が開口する隅円長方形を呈

す。規模は、長軸2.08m、短軸1.87mを測る。溝の

内側面積は2.064対である。長軸方位は、 N-17°―

Wを指す。

溝の幅は、 17~30cm、深度は 7~16cmである。溝

の底面状態は、多少の凹凸はあるがほぽ平坦である。

内部施設は、確認されなかった。

遺物は、土師器杯、甕の小破片が若干出土してい

るだけである。

13号平地建物

本遺構は、調査区の西北部、86区H-13 • 14グリッ

ドに位置する。他遺構との重複関係は、確認されな

かった。形態は、周溝が全周する楕円形を呈す。規

模は、長軸2.04m、短軸1.74mを測る。溝の内側面

積は1.448対である。長軸方位は、 N-35°-Wを指

す。

溝の幅は、 23~30cm、深度は10~14cmである。溝

の底面状態は、ほぽ平坦であるが南側と北側に小規

模のピット状の落ち込みが各2カ所ずつ確認した。

内部施設は、確認されなかった。

遺物は、土師器杯、甕の小破片が若干出土してい

るだけである。
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w 五反田地区の遺構と遺物
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第113図 12号・ 13号平地建物平面・断面図

14号平地建物

本遺構は、調査区の北西部、85区I-15 • 16グリッ

ドに位置する。14号平地建物の溝は、 2条の溝を検

出したことから 2号・ 3号平地建物や 9号・ 8号平

地建物と同様に 2条の溝で 1棟の平地建物を構築す

るか内側の溝から外側の溝への拡張が想定される

が、 14号平地建物では、溝の配置状況からして 2条

の溝で平地建物を構築したほうの可能性が高い。他

遺構との重複関係は、確認されなかった。形態は、

内部北西部分にL字状の内溝を持ち北側の東半分が

開口し西辺に丸みをもつ隅円長方形を呈する。規模

は、長軸2.86m、短軸2.77mを測る。外溝内面の面

積は、 4.292m'、内溝内側の面積は2.74対である。

長軸方向の方位は、 N-55°-Wを指す。

溝の幅は、外溝が18~37cm、深度は 4~13cmであ

る。溝の底面は、ほぼ平坦である。内溝は、幅17~

22cm、深度3~7 cmである。溝の底面は、ほぼ平坦

である。内部施設は、内溝の南端(p1)とその東側

(p 2)と内部ほぽ中央(p3)にピットを検出した。

p 1は、円形で径50X4lcm、深度13cm、p2は、楕

円形で径64X37cm、深度8cm、p3は、円形で径22

X20cm、深度7cmである。

遺物は、土師器杯、甕の小破片が若干出土してい

るだけである。
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6.土坑

83号土坑

本土坑は、調査区の中央やや東寄りの86区A-12

グリッドに位置する。他遺構との重複関係は、確認

されない。遺構の確認面は、 Hr-FA層上面である。

形態は、楕円形を呈し、規模は径134X 115cm、深度

32cmを測る。埋没状況は、底面と壁面に黒色土が若

干堆積した後に泥流で埋没している。土坑内部から

の遺物は、出土しなかった。

84号土坑

本土坑は、調査区の東南部、 85区T-8グリッド

に位置する。他遺構との重複関係は、確認されない。

遺構の確認面は、 Hr-FA層上面である。形態は、

円形を呈し、規模は径94cm、深度48cmを測る。埋没

状況は、 3分の 2ほど褐色砂質土が堆積した後に泥

流で埋没している。土坑内部からの遺物は、出土し

なかった。

87号土坑

本土坑は、調査区の東南部、 85区T-7グリッド

に位置する。他遺構との重複関係は、確認されない。

遺構の確認面は、白色シルト層上面である。形態は、

隅円方形を呈し、規模は径68X64cm、深度28cmを測

る。埋没状況は、灰黄褐色砂質土で埋没している。

土坑内部からの遺物は、出土しなかった。

88号土坑

本土坑は、調査区の南寄りの86区A-7グリッド

に位置する。他遺構との重複関係は、 4号平地建物

と重複するが、新旧関係は本土坑の方が前出である。

遺構の確認面は、白色シルト層上面である。形態は、

楕円形を呈し、規模は径88X84cm、深度30cmを測る。

埋没状況は、黄褐色砂質土で大部分が埋没した上に

下部に炭化物粒を含む明黄褐色粘土の厚さ 5cmほど

の薄い堆積を確認した。土坑内部からの遺物は、出

土しなかった。

6.土坑

89号土坑

本土坑は、調査区の南寄りの86区A-6グリッド

に位置する。他遺構との重複関係は、 125号住居周

堤帯と 8• 9号平地建物と重複する。新旧関係は、

125号住居より本土坑の方が前出であるが、 8• 9 

号平地建物よりは後出である。遺構の確認面は、白

色シルト層上面である。形態は、楕円形を呈し、規

模は径52X46cm、深度21cmを測る。埋没状況は、上

半が黒褐色土、下半が灰褐色砂質土で埋没している。

土坑内部からの遺物は、出土しなかった。

90号土坑

本土坑は、調査区の南寄りの86区A-6グリッド

に位置する。他遺構との重複関係は、 125号住居周

堤帯と 8• 9号平地建物と重複する。新旧関係は、

125号住居より本土坑の方が前出であるが、 8• 9 

号平地建物との関係は明確でない。遺構の確認面は、

白色シルト層上面である。形態は、楕円形を呈し、

規模は径52X46cm、深度21cmを測る。埋没状況は、

灰褐色砂質土で埋没している。土坑内部からの遺物

は、出土しなかった。

91号土坑

本土坑は、調査区の東北部、 85区T-15グリッド

に位置する。他遺構との重複関係は、 124号住居周

堤帯と重複するが、新旧関係は124号住居より本土

坑の方が前出である。遺構の確認面は、白色シルト

層上面である。形態は、楕円形を呈し、規模は径67

X55cm、深度11cmを測る。埋没状況は、灰褐色砂質

土で埋没している。土坑内部からの遺物は、出土し

なかった。

100号土坑

本土坑は、調査区の東北部、 85区T-11グリッド

に位置する。他遺構との重複関係は、 126号住居周

堤帯と重複するが、新旧関係は126号住居より本土

坑の方が前出である。遺構の確認面は、白色シルト

層上面である。形態は、楕円形を呈し、規模は径54

X46cm、深度 9cmを測る。埋没状況は、黒褐色土で

埋没している。土坑内部からは、底面中央より土師

器杯（第115図）が出土している。
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7.土器集積

7.土器集積

1号土器集積

本遺構は、調査区の北側、 C•D-16·17 グリッ

ドに位置する。遺構は、 Hr-FA層下のl.8Xl.lm

の範囲に多量の土器を積み重ねて置いた状態で検出

した。遺構の状態は、住居や畠として利用されてい

ない平坦地で竪穴のような落ち込みや一般的な平地

建物のような硬化面などは確認されなかった。

また、集積された土器の様相や土器内部に石製模

造品が埋納されている点などから今まで調査された

同様な遺構と比較して規模は小規模であるが祭祀遺

構と想定される。

集積された土器は、土師器杯、高杯、鉢、壺があ

る。また、土器の内部や周囲からは、石製模造品臼

玉が出土している。土器集積は、大別すると南北の

二群に区分けが可能である。北側の土器群（以後北

群）は、 74の大型壺、大型鉢、小型鉢、 56• 57高杯、

内斜口縁杯、内湾口縁杯と64~67の鉢、 74の壺内部

に石製模造品臼玉が納められている。土器の配置は、

ある程度の方形を意識して置かれているようで東南

角に大型壺、そして南辺と東辺に鉢と高杯を配し、

その内側に杯を数個積み重ねている。南側の土器群

（以後南群）は、 73の大型壺、小型壺、55の高杯、内

斜口縁杯、内湾口縁杯、模倣杯と71の小型壺内部に

石製模造品臼玉、 73の大型壺内部に滑石剥片が納め

られている。土器の配置は、土器量が少ないためか

北群のような方形を形成していないが、南端に北群

と同様に大型壺を配し、北片に小型壺を配し、その

内部に杯・高杯を配している。

北群と南群の関係であるが、ともにHr-FAで直

接覆われており堆積状態からは新旧関係を見いだす

ことはできないが南群には模倣杯が置かれている点

や土器量の違いに北群の祭祀が行われた後に南群の

祭祀が開始されたと考えられる。
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w 五反田地区の遺構と遺物
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7.土器集積
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N 五反田地区の遺構と遺物
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第121図 1号土器集積遺物図 (5)

2号土器集積

本遺構は、調査区の東南部、 85区R-7グリッド

に位置する。遺構は、 Hr-FA層下の畠第 1区画の

北部で検出した。畠は、高低差15cmほどのウネ・サ

クに耕作されているサクに土器を集中して配置され

ている。本遺構と畠との関係については、土器の埋

納状態からみると畠耕作後土器を設置したと想定さ

れる。規模は、東西約0.8m、南北0.6mの範囲に集

中しているが、 1点だけ約0.8mほど離れた地点よ

り出土している。

この土器集積遺構は、耕作後の農作物の生産が行

110 

われている畠区画内部に存在することや土器の様相

などの点から 1号土器集積遺構とぱ性格を異なる祭

祀遺構と想定される。

集積された土器は、土師器杯、高杯、柑、壺、手

捏ね（甕形）がある。土器の配置は、 15~18の壺を中

心にその西側に杯、高杯を重ねて配置している。ま

た、 17の壺の上には11の対、 15と18の間には13の小

型広口壺を配している。そして胴部中ほどと底部に

焼成後の穿孔がある19の壺はやや離れて地点に配置

されている。
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7.土器集積
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IV 五反田地区の遺構と遺物

8. 畠

Hr-FA(VI)層下畠

畠は、調査区内部で122号 ・123号・ 124号住居を

取り囲むように配置されている。調査区の地形は、

全体的には北西から南東にかけての傾斜が見られる

が西側で埋没河川が確認されるため河川付近では西

側への傾斜が見られる。また、 86区F-10付近から

北側にかけては降雨の時だけ発生するような埋没河

川に流れ込む小規模な谷津が見られる。

畠の区画は、耕作の方向などをみると 7区画が確

認される。検出した 7区画の畠については、区画2

を除いてすべて調査区外に範囲が広がるため範囲・

規模などの全貌については不明である。

サク ・ウネの残存状態は、区画 1、区画2と区画

3がサク・ウネの高低差があり良好な残存状態であ

るのに対して区画4、区画 5、区画6、区画7は、

サク ・ウネが崩れて高低差も明確でなかった。特に

区画4の西側に位置する区画7は、写真では確認出

来るもののサク ・ウネの高低差がほとんどなく等高

線は他の畠と同様な波を描くが遺構の線としては図

上に表現が出来ないほどであった。サク・ウネの方
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向は、傾斜に平行（等高線に直交）するように耕作さ

れた区画と傾斜に直交（等高線に平行）するように耕

作された区画がある。耕作は、ほぼ直線的に行われ、

区画の中に存在する125号住居や126号住居等の埋没

途中で高低差 1mほどの窪みも無視して行われてい

る。

畠の耕作跡は、灰白色シルト (VIII)層上面でも確認

された。この面でのサクの方向をみると VI層下で確

認したサクの方向と異なるものも確認された。

区画の範囲は、区画6の他はほぼ同一の範囲であ

るが、区画 6は、北側部分のVIII層上面では確認され

8. 畠

なかったが、その北側でサクの方向が多少異なるが

区画の広がりが確認される。また、区画1の北側で

は、 VI層下のサクの方向と直交するサク列を確認し

た。区画4でも同様の状態を確認している。その他

の区画でも VI層下のサク列間に位置するサクが確認

されている。こうした状態は、 Hr-FAで埋没した

畠の当初の耕作の状態を示していると考えられる。

畠の内部及び耕作土中からは、多くの遺物が出土

している。特に区画 1の北東部では、 2号土器集積

遺構が存在するほか耕作土中からの多くの土師器と

若干の石製模造品が出土している。
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第128図 畠区画 1・畠区画2平面図

畠区画 1は、調査区の南東部、 85区R~86区C一 区内での比高差は、約0.8mである。また、区画内

5 ~10グリッドを占地する。西側に埋没河川、北側 部には、 125号住居がまだ埋没途中の窪みの状態で

に122号住居周堤帯、北西に区画 1と直交する方向 存在しておりその比高差は約50cmほどであるがその

で鍵の手状に位置する区画 2、北東に区画 3と接す 高低差を無視するように耕作が行われている。サ

る。この位置関係をみると区画3との新旧関係は、 ク・ウネは、傾斜に直交（等高線に平行）するように

解らないが鍵の手状に区画2が位置することから区

画2との新旧関係は、区画 2が耕作された後に区画

1が耕作されたか区画の拡張が行われたと推定され

る。

区画の規模は、調査区外に区画が広がるため全貌

は不明であるが、東西方向約30m、南北方向25m+ 

gである。区画内の地形は、調査区全体の地形と同

様に北西から南東へかけての傾斜が見られる。調査

116 

北東～南西方向へ耕作されている。サクは、若干の

蛇行は見られるもののほぼ直線的に等間隔に耕作さ

れているが、 85区T-8グリッドでは、途中でサク

を止めてあるためその南側のサクが蛇行している箇

所がみられる。86区B-7グリッドでは、 2条のサ

クが止まり、その西側から 1条のサクになっている

箇所が見られる。

サクの心々距離は、最大132cm、最小76cm、概ね
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84~100cmである。サクとウネの高低差は、平均12cm

で非常に良好な残存状態でサク・ウネの状態からみ

てHr-FA降下に近い時期に耕作されたと想定され

る。

区画内部・耕作土中からの遺物は、 85区R-7グ

リッドで 2号土器集積遺構を検出した他に第130• 

131図のように土師器杯、高杯、地、甕などが出土

している。 2号土器集積は、前述のように畠耕作後

に土器を配置したと想定される。出土した土器のな

かに底部と胴部に穿孔のあるものや手捏ねがみられ

ることから祭祀的要素が強いと考えられるが畠区画

端部ではなくサク・ウネが作られている耕作域に存

在している点など今までの出土例に見られない要素

がある。

I 且 畠区画 2は、 86区B~D-6~9グリッドの区画
し） 0

..,. 1の畠の北西角を欠くように占地する。区画の規模
II 

← は、北西側が明確でないが南北方向が10m、東西方

゜ 向は 6mである。区画地の地形は、東側は北から南

への傾斜であるが、河川よりは東から西への傾斜で

ある。区画内部の比高差は、約0.3mほどである。

サク・ウネは、傾斜に平行（等高線に直交）するよう

に北北西～南南東にかけて耕作されている。サクの

状態は、若干の蛇行はみられるもののほぽ直線的で

等間隔に耕作されている。

サクの心々距離は、最大105cm、最小80cm、概ね

100cm前後である。サクとウネの高低差は、平均9cm 

で区画 lの畠より若干崩れた様相であるが区画 1と

同様な時期かそれよりやや前の時期に耕作されたと

想定される。

区画内部・耕作土中からの遺物は、第132• 133図

のように士師器杯、高杯、甕、壺と須恵器甕の胴部

． I g 小片が出土している。また、 7の土師器甕の内部か
仁°

ご： らは、 13~19の石製模造品が埋納されたように出土
II 

← している。この石製模造品が埋納された甕は、耕作

土のやや深い位置からの出土であることから畠に伴

閥
゜

5m うものかそれとも126号住居の周堤帯下から出土し

第129図 畠区画 1・畠区画2断面図
た地鎮祭的な土器群のように区画2の東に位置する

住居に伴うものかは明確でない。
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w 五反田地区の遺構と遺物

澤 ＇

4 

｀
 

2
 

14 

‘̀ 6 

I 、¥I
， 

□12 

17 

第130図畠区画 1遺物図 (1)
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第131図 畠区画1遺物図 (2)
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第I3 2図畠区画2遺物図 (1)

119 



N 五反田地区の遺構と遺物
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第133図畠区画2遺物図 (2)
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畠区画 3は、調査区の東より中ほどの85区s~T

-11~15グリッドに占地する。区画の規模は、大部

分が調査区外に存在するため不明であるが西辺の長

さは最北と最南のサク間で17mである。区画地の地

形は、調査区全体の地形と同様に北西から南東へか

けての傾斜が見られる。調査区内での比高差は、約

1 mほどである。また、区画内部には、 126号住居

がまだ埋没途中の窪みの状態で存在しておりその比

商差は約80cmほどであるがその高低差を無視するよ

うに耕作が行われている。サク ・ウネは、傾斜に平

、
f/

＼
／
 90ノ

8.畠

行（等高線に直交）北西～南東方向へ耕作されてい

る。サクの状態は、若干の蛇行は見られるもののほ

ぼ直線的で等間隔に耕作されている。

サクの心々距離は、最大110cm、最小75cm、概ね90cm

前後である。サクとウネの高低差は、平均12cmで非

常に良好な残存状態でサク ・ウネの状態からみて区

画1の畠と同様にHr-FA降下に近い時期に耕作さ

れたと想定される。

区画内部 ・耕作土中からの遺物は、第135図のよ

うに土師器杯、対、壺が出土している。
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第134図 畠区画3平面 ・断面図
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w 五反田地区の遺構と遺物

4
 

第135図 畠区画3遺物図

畠区画 4は、調査区の北西部、 86区B • C-17・ 

18グリッドに占地する。区画の南側には、 124号住

居周堤帯が西側には区画7が存在する。区画の規模

は、大部分が調査区外に存在するため不明であるが

南辺の長さは8.5m+aである。区画地の地形は、

調査区全体の地形と同様に北西から南東へかけての

傾斜が見られる。調査区内での比高差は、 0.2mほ

どである。サク・ウネは、傾斜に平行（等高線に直交）

北西～南東方向へ耕作されている。サクの状態は、

若干の蛇行は見られるもののほぽ直線的で等間隔に

耕作されている。

サクの心々距離は、最大113cm、最小100cm、概ね

100cm前後である。サクとウネの高低差は、平均8cm 

で区画lや区画 3と比較するとやや崩れた状態であ

る。

区画内部・耕作土中からの遺物は、第137図のよ

うに土師器杯、高杯、甕、壺が出土している。

122 

畠区画 7は、調査区の北側、 86区C • D-17 • 18 

グリッドに位置する127号住居が僅かな窪みになっ

た状態のところに占地する。区画の東側は、区画4

が存在し、西側と南側は他の遺構が存在しない空間

である。残存状態は、アドバルーンによる上空から

の写真では確認できたが、サク・ウネなどは等高線

は畠状の帯状に復元出来るがサクを表現する溝状に

図上で表現できるような状態ではなかった。区画の

規模は、北側が調査区外に存在するため不明である

が、南辺は 5mほどである。区画地の地形は、 127

号住居の埋没過程の20cm程度の窪地のため明らかで

はない。サク・ウネは、東西方向に耕作されている。

サクの心々距離は、約100cmほどである。サクと

ウネの高低差は、最大でも 5cm程度しかなく区画6

よりもさらに崩れた状態で放置された状態で平坦地

に近い状態である。
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第137図 畠区画4遺物図 7
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w 五反田地区の遺構と遺物

畠区画 5は、調査区の北西部、 G~I-15~17グ

リッドに占地する。区画の西側には、埋没河川が存・

在し、東側は他の遺構が存在しない空間である。区

画の規模は、北側が調査区外に存在するため不明で

あるが南西側の辺の長さはllm前後、南東側の辺は

15m + aである。区画地の地形は、西側の埋没河川

に向かっての傾斜が見られる。調査区内での比高差

は、 0.3mほどである。サク ・ウネは、傾斜に平行（等

高線に直交）北東～南西方向へ耕作されている。サ

クの状態は、途中で二股に分かれたり、中小11状の箇

所が見られるため大きく蛇行する箇所があるが、そ

の他はほぽ直線的で等間隔に耕作されている。

サクの心々距離は、最大110cm、最小75cm、概ね

80~100cmである。サクとウネの商低差は、平均3.5cm

で区画 1や区画3に比べてやや崩れた状態である。

区画内部 ・耕作土中からの遺物は、第138図のよ

うに土師器杯、高杯、甕と須恵器甕の胴部小片が出

土している。
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第138図 畠区画5平面 ・断面図 ・遺物図
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畠区画6は、調査区の西側、D~H-9 ~14グリッ

ドに占地する。区画の西側には、埋没河川が、東南

には122号住居周堤帯が存在し、東北側は他の遺構

が存在しない空間である。区画の規模は、一部調査

区外に存在するため不明であるが南辺は15m、東辺

は21mほどである。区画地の地形は、概ね北西から

南東にかけての傾斜が見られるが、南西部分では西

側に埋没河川が存在するためやや西側へかけての傾

斜も見られる。調査区内での比高差は、 0.8mほど

である。サク・ウネは、傾斜に平行（等高線に直交）

北西～南東方向へ耕作されている。また、北側では、

やや西方向ヘサクの方向が緩いカーブを描いて収束

している。サクの状態は、南部で途中から起こされ

8. 畠

ている箇所や西側の埋没河川への傾斜の影響のため

か区画の形状が南側でやや広がる。サクの間隔は、

概ね等間隔であるが、前述のように南側ではやや間

隔が広くなっている。区画中ほどに東西方向でサク

列を止めて幅70~80cmほどの間隔をと って再開して

いる箇所が存在する。

サクの心々距離は、最大150cm、最小65cm、概ね90cm

前後である。サクとウネの高低差は、平均2.5cmで

区画 5よりもさらに崩れた状態で今季の耕作を開始

する前の段階か収穫後ある程度放置されたような状

態である。

区画内部・耕作土中からの遺物は、第140図のよ

うに土師器杯、高杯、壺が出土している。
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第139図 畠区画6平面 ・断面図
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N 五反田地区の遺構と遺物

4
 

第140図畠区画6遺物図

9. 遺構外出土遺物

遺構外出土遺物とは、畠区画 3• 123号住居の北

側、 124号住居の西側、畠区画 4の南側の間に広が

る遺構が確認されない空間（東空間）と畠区画 7と

123号住居の西側から畠区画 5と畠区画 6の東側の

間で 1 号土器集積の存在する C•D-16·17グリッ

ドを除いた無遺構の空間（西空間）から出土した遺物

である。

また、出土した遺物の大部分は、挿図中の掲載遺

126 

物からも解るように東空間からで西空間からは僅か

である。

出土した遺物は、大部分が土師器でその内 9割が

甕．壺であるが、畠区画3の西側A-13グリッドか

らは須恵器杯身が出土している。出土遺物量は、パ

ン箱で 8箱ほどであるが、ここではある程度の形態

が解り実測が可能である個体に限定して掲載した。



9.遺構外出土遺物
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w 五反田地区の遺構と遺物
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1.概要

＞
 

清水地区の遺構と遺物

1.概要

清水地区の発掘調査は、互反田地区と同様に厚く

堆積しているHr-FA・ Hr-F P泥流層下に古墳時

代の遺構が存在するため崩落防止及び湧水対策等の

安全対策を講じて泥流層掘削し、遺構の発掘調査を

行った。

発掘調査範囲は、 1,000m'と狭い面積であったが、

西側部分では隣接する東京電力の送電用鉄塔部分に

伴う発掘調査と同時に実施したため東側の幅17mに

比べてやや広い幅24mを調査することが可能であっ

た。

Hr-FA • Hr-F P泥流層は、五反田地区に比べ

るとやや薄く約 3mほどの厚さであった。泥流層は、

上位より砂粒．礫を多量に含むHr-FP泥流層が約

l.OOm、上位と同様であるが軽石粒を含んだ泥流層

が約l.OOm、そしてHr-FAとHr-FPの噴火活動

の間の休止期間に堆積した黒色土が2から 5cm、そ

してHr-FAに伴う泥流層が約l.OOmほど堆積して

いる。このHr-FA泥流層の中には、 2層の植物遺

体が観察可能な黒色土の堆積が確認された。

遺構の確認面は、五反田地区と同様にHr-FA層

下とその下層上面で検出した。

検出した遺構は、 Hr-FA層下では、土器集積と

畠であったが、それ以前に廃棄された住居は五反田

地区と異なり廃棄後の埋没過程の中では耕作が行わ

れないでそのままの状態で残存しており農耕地とし

て利用されていない範囲がやや広範囲に広がる。

また、 Hr-FA層下の黒色土層上面では、無数の

地割れ跡が確認された。この地割れ跡は、 Hr-FA

層やその上位の泥流層では確認されないことからH

r-F Aの噴火による地割れの可能性が強い。

Hr-FA層下畠の下層からは、住居 2軒、平地建

物2棟、土坑1基、溝 1条を検出した。

住居は、前述のように廃棄後の埋没過程の段階で

もそのまま放棄されているため周堤帯がわりあい良

好な状態で残存していた。平地建物は、あまり明瞭

な状態ではなかったが、周囲の旧地表面よりやや硬

い面をしておりその周囲に小ピットが検出できるこ

とから平地建物と確定した。平地建物は、円形と長

方形の形態のものを検出したが五反田地区の平地建

物のような円形に溝を巡らす形態とは様相が異な

る。

溝は、 1号住居の周堤帯下から検出した遺構でほ

とんど埋没しかけた遺構である。

土器集積は、 1カ所検出したが、集積された土器

も8点と少なく石製模造品等も伴わない小規模のも

ので土器集積祭祀の初期的な段階の可能性がある。

遺物は、土師器、石製模造品等が出土しており互

反田地区とほぽ同様な状態であるが、須恵器の出土

はみられなかった。また、土器の形態は、五反田地

区と比べると古い様相を呈している。
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v 清水地区の遺構と遺物

2.住 居

1号住居 [、―

c
 

戸
｀ C' 

C' 

第145図 1号住居平面・断面図

1号住居

1. Hr-FA 

2.褐灰色土 砂質土、 As-Cを少し含む

3.黒色土 vnに類似、 As-Cを若干含む
4.黒褐色土 3に類似、 As-Cを少量含む

5.灰黒色土 As-Cを少し含み、硬くしまっている（床面貼土）

6.灰褐色土 As-Cを僅かに含む

7.黒色土 砂質土、 As-Cを少し含む

8.灰褐色土 6に類似、As-Cを少し含む

132 

9.黒色土 7に類似、As-Cを僅かに含む

10. 暗灰褐色土砂質土

11. 灰白色砂 As_Cを僅かと灰褐色土プロックを少し含む

12.淡灰褐色砂質土、 As-Cを僅かに含む

13.灰白色砂

14.黒色土 砂質土、 VIIに類似

15.灰色土 砂質土、VIIIに類似

16.灰色砂 15に類似、 15より暗い色調
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第146図 1号住居土層断面図

2.住居

本住居は、調査区の西側、 75区L~N-9~12グ

リッドに位置する。他遺構との重複関係は、南側に

畠が隣接して存在し東側周堤帯下に10号溝を確認し

た。新旧関係は、溝より後出であるが、畠との新旧

関係は明確ではないが、畠は本住居廃絶後も耕作が

行われていた。残存状態は、周堤帯もある程度の高

さが残存して良好であるが、竪穴部分の北東部分と

南西部分には、東京電力送電用鉄塔基礎により壊さ

れている。住居の形態は、竪穴部分では菱形に近い

四角形を呈するが、周堤帯外周は隅円方形を呈する。

規模は、長軸6.35m、短軸6.10mで各辺の長さは

北辺5.40m、東辺5.20m、南辺6.00m、西辺5.45m

を測る。床面積は、 32.33m'で周堤帯を含んだ面積

は186.28対である。主軸方位、 N-13°-Wを指す。

壁高は、北壁60cm、東壁45cm、南壁44cm、西壁48c.

平均50cmである。また、貯蔵穴．柱穴．壁溝などの

内部施設は、検出されなかった。床面は、やや東側

から西側への傾斜がみられ、掘り方より 5~10cmほ

ど黒色土を入れて踏み固めている。

周堤帯は、一部攪乱により壊され不明であるが竪

穴部分の周囲に幅約3.80~4.80m、高さ30~40cmで

巡り、その土は竪穴部分を掘削した際の土砂を盛り

上げたものである。

カマドは、北壁の中ほどに構築されているが、そ

の大部分を攪乱により壊され僅かにカマド構築に使

用された数個の礫と焼土・粘土ブロックの存在する

程度の非常に不良の残存状態であった。

本住居では、カマドとともに炉を確認した。炉は、

竪穴部分の中央よりやや東側に位置している。形態

は、楕円形を呈し、規模は長径60cm、短径45cmで10cm

ほどの掘り込みを呈している。

掘り方は、床面より概ね 5~10cmほど掘り込まれ

ているが、竪穴部分の中ほどではさらに15cmほど掘

り込まれ、その中ほどには小規模の床下土坑を確認

した。床下土坑は、形態が楕円形を呈し、規模は長

径52cm、短径45cm、深度38cmで内部に第153図ー40

の土師器甕が埋納されていた。また、このほかに北

西部分では、約10cmほどの掘り込みがみられた。
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v 清水地区の遺構と遺物

Hr-FA層下の埋没土の状態は、土層断面図が示

すように壁際から中央へ向けての竺角堆積を示して

いるが、壁際で約40cm、中央部で約30cmと相当堆積

が進行した状態であると想定される。住居北西部に

は、多量の円礫が出土しているが、これらの礫は壁

際のものほど床面より高く、住居中央部に近いもの

ほど床面に近い位置からの出土であることから住居

廃棄後投棄されたと推定される。

遺物は、土師器杯、高杯、堵、甑、甕、壺、円筒

状土器、石製模造品勾玉、臼玉が出土している。そ

して出土した遺物の出土位置は、床面、埋土、掘り

方、周堤帯と住居にかかわる箇所から出土している。

床面から出土した遺物は、北側のカマド周囲や炉の

南側に多く見られる。また、石製模造品臼玉は、西

壁際の中ほど床面から多く出土している。
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1号住居カマド

1.黒褐色砂質土 炭火物を含む

2.焼土 3.黄褐色土

1号住居炉

1.灰褐色砂質土 炭火物、黄褐色粘土を含む

2. 黄褐色粘土 焼土を多最に含む

第147図 1号住居竪穴部分・カマド・炉図
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2.住居
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第148図 1号住居掘り方平面・断面図
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v 清水地区の遺構と遺物
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2.住居
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v 清水地区の遺構と遺物
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v 清水地区の遺構と遺物
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2.住居

2号企t居
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第155図 2号住居平面 ・断面図

本住居は、調査区の中ほどの北側、 75区H~I-

10~12グリ ッドに位置する。他遺構との重複関係は、

東側周堤帯下で 1号土坑を検出した。新旧関係は、

本住居のほうが後出である。残存状態は、竪穴部分 ・

周堤帯の 3分の 1が調査区外に存在するが、周堤帯

もある程度の高さが残存しており割合と良好な状態

である。住居の形態は、竪穴部分では東西方向がや

や長い長方形を呈し、周堤帯外周は隅円長方形を呈

すると想定される。

規模は、長軸4.70m、短軸4.26mで計測可能な各

辺の長さは南辺4.50m、西辺4.20mを測る。床面積

は、推定で16.3対で周堤帯を含んだ面積も推定

62.6而である。主軸方位は、 N-65°-Eを指す。

壁高は、北壁44cm、東壁54cm、南壁49cm、西壁47cm、

平均49cmである。また、貯蔵穴・柱穴．壁溝などの

内部施設は、検出されなかった。床面は、地山をそ

のまま踏み固めている。

周堤帯は、 一部調査区外に存在するため不明であ

るが、竪穴部分の周囲に幅約1.30~2.00m、高さ20

~30cmで巡る。その土は、竪穴部分を掘削した際の

土砂を盛り上げたものである。また、南西部分の周

堤帯下には、第159図ー15• 16の土師器甑、壺など
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v 清水地区の遺構と遺物
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が出土した。このような土器の出土から五反田地区

126号住居の周堤帯下の土器集積と同様に住居構築

の際の祭祀が想定される。

炉は、竪穴部分のほぼ中央に位置する。形態は、

楕円形を呈し、規模は長径56cm、短径47cm、深さ 3cm 

ほどの窪みがみられる。

Hr-FA層下の埋没土の状態は、土層断面図が示

すように壁際から中央へ向けての三角堆積を示して

いるが、壁際で約50cm、中央部で約30cmと相当堆積

が進行した状態であると想定される。

遺物は、土師器杯、高杯、対、甑、甕、壺、弧も

編み石等が出土している。出土遺物は、住居東側に

わりあい多く見られるがこちら側の遺物は床面より

10~20cmほど上位で出土している。住居西側からは

13の壺が床面から出土しているがこの壺の中央には

30cm大の円礫があり壺がわりあいと小破片の状態で

あることから礫を上から落として壊した可能性がみ

られる。また、南西角の床面からは、弧も編み石と

使用された30X10cm大の細長い円礫がまとまって出

土している。
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2号住居

1. Hr-FA (Hr-Sのs-1) 
l'. Hr-FAの火砕流プロック (Hr-Sのs-5) 
2. 黒褐色土 砂質土、 As-Cを少量含む

3. 黒色土 As-Cを少量含む

3’ ．黒色土 3に類似するが、鉄分の付着が激しい

4. 黒褐色土 3に類似するが、全体に茶色をおびている

（鉄分のためか）

5. 黒褐色土 4に類似(2層に似るが鉄分多い）

As-Cを少量含む

6.灰白色砂 VIIIと同様、壁の崩壊土

7. 灰褐色砂質土 VIIIに類似、 As-Cを僅かに含む

8. 灰褐色砂 7と9が混在したもの、 As-Cを僅かに含む

9. 灰白色砂 VIIIと同様、壁の崩壊土、 As-Cを僅かに含む

10. 暗茶褐色土 砂質土、As-Cをほとんど含まない（堀り方）

11.暗灰褐色砂質土

12.灰褐色粘質土

2号住居炉

1.黒褐色土 少最の炭火物を含む

2.灰褐色砂質土

2号土器集中

1. Hr-FA 

2. 黒褐色土 鉄分の沈着が見られる

第15 6図 2号住居土層断面・炉断面図
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v 清水地区の遺構と遺物
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第159図 2号住居遺物図 (2)
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3. 平地建物

3.平地建物

1号平地建物

本遺構は、調査区の東南部、 F-9~10グリッド

に位置する。他遺構との重複関係は、確認されなかっ

た。残存状態は、周囲や床面の一部に短い溝状の落

ち込みがみられるがほぽ良好な状態で検出した。検

出に際しては、 2号・ 3号平地建物も同様であった
且

が遺構上部に堆積していたHr-FA層を削平した段

階では明確に確認できなかったが、床面が周囲に比

べて硬化していた点や硬化面の周囲に小ピットが存

在し、削平後時間の経過とともに平地建物部分の土

壌の色彩が淡色化するなどの変化が見られたことか

ら確認した。平面形態は、楕円形を呈している。

規模は、長軸3.13m、短軸2.81mを測る。遺構の

面積は、 7.23吋である。主軸方位は、 N-67°-E 

を指す。遺構周囲には、 0.70~1.30mの間隔で径15

~20cm、深度5cm前後の小ピットが配置されている。

遺構内部は、周囲より硬くなって床面状を呈してい

る。床面は、中央部が周辺部に比べて約10cmほど高

くなっている。遺構内部からは、柱穴、貯蔵穴など

の施設はみられなかった。

遺物は、第160図に図示した土師器柑．壺のよう

な小片が出土している。

2号平地建物

本遺構は、調査区の東南部、 F-8、G-8~9 

グリッドに位置する。他遺構との重複関係は、確認

されなかった。残存状態は、南側の一部を調査用排

水溝により壊したが、他は良好な状態である。平面

形態は、北辺がやや短いがほぽ長方形を呈す。

規模は、長軸7.70m、短軸3.96mで各辺の長さは

北辺3.82m、東辺7.50m、南辺4.07m、西辺7.78m 

を測る。遺構の面積は、 30.65m'である。主軸方位は、
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第160図 1号平地建物平面・断面・遺物図

N-6 °-Wを指す。遺構周囲には、 0.50~1.80m

の間隔で径15~20cm、深度5cm前後の小ピットが配

置されている。遺構内部は、 1号平地建物と同様に

床面状を呈している。床面の状態は、ほぽ平坦で硬

＜踏み固められている。遺構内部からは、柱穴、貯

蔵穴などの施設はみられなかった。

遺物は、第161図で図示した土師器杯 ・高杯等の

小片が出土している。
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3号平地建物

本遺構は、調査区の東南部、 G~H_7 ~8グリ ッ

ドに位置する。他遺構との重複関係は、確認されな

かった。残存状態は、南側で地割れにより壊されて

いるため不明であるが、他は良好な状態である。平

面形態は、楕円形を呈す。

規模は、長軸3.06m、短軸2.60mを測る。遺構の

面積は、 6.27対である。主軸方位は、 N-37°-E 

を指す。遺構周囲には、 0.50~1.50mの間隔で径15

~20cm、深度 5~10cm前後の小ピットが配置されて

いる。遺構内部は、 1号・ 2号平地建物と同様に床

面状を呈している。床面の状態は、中央部が周辺よ

第161図 2号平地建物平面・断面・遺物図

り約10cmほど高い状態で硬く踏み固められている。

遺構内部からは、柱穴、貯蔵穴などの施設はみられ

なかったが、西側にカマドと想定される石組を検出

した。

カマドは、 ¢20~40cmの円礫を東西方向に配置し

ている。規模は、全長1.10m、幅0.70mである。堆

積土は、中ほどに焼土ブロックが若干確認されたが、

天井部や袖に相当する部分は礫を配置しただけで粘

土等の使用は確認できなかったため確実にカマドと

断定するには至らなかった。

遺物は、第162図で図示した土師器杯・高杯等の

小片が出土している。
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4.土坑

1号土坑

遺構は、中央北側、 75区H-llグリッドに位置す

る。他遺構との重複関係は、 2号住居の周堤帯部分

と重複する。新旧関係は、検出が周堤帯下からであ

ることから本遺構の方が前出である。残存状態は、

東辺部分が不明確であった。平面形態は、途中に凹

凸がみられる溝状を呈す。規模は、全長4.10mほど

で幅は0.70m前後、深度38cmである。

埋没土は、大部分が灰褐色砂質土で短期間の埋没

か埋め戻しによると想定される。

遺物は、土師器の小片が若干出土しているだけで

ある。

゜
L=139.30m lm 

3号平地建物カマド

1.黒褐色土 浅間山C軽石を含む

2.焼土プロック

3.灰褐色砂質土

第162図 3号平地建物平面・断面・カマド・遺物図

＼
 

ぎ

□
 

A
-

A

＿
 

1号土坑

］． 灰白色砂質土

2.灰赤褐色土、砂質土 ¢ 3 ~10cmの

円礫を多量に含む。多

量の鉄分が沈着

。L=139. 70m lm 
第163図 1号土坑平面・土層断面図
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v 清水地区の遺構と遺物

5.溝

10号溝

本遺構は、調査区の中央付近、 75区J~K-8~ 

11、K • L-12グリッドに位置する。他遺構との重

複関係は、南側で畠とそして西側で 1号住居周堤帯

と重複する。新旧関係は、本遺構の方が前出である。

残存状態は、一部を試掘坑により壊したが、その他

の箇所は良好な状態である。なお、本遺構は、北側

及び南側の調査区外の両側に延びるため全貌は不明

である。走行は、調査区南半がほぽ南北方向で調査

区北半ではN-37°-Wに走行を変えている。規模

は、幅3.50~5.05mで深度は1.50m前後である。断

面形態は、両側から緩い傾斜の船底形を呈している。

埋没状態は、両側からの黒色土が流込んだレンズ

状の自然堆積である。底部付近の堆積土には、黒色

シルト質土や暗褐色砂質土等の砂粒や鉄分の沈殿が

確認されていることから流路としての可能性が高

い。

本遺構は、堆積土の状況や断面形態から人為的な

ものではなく 一次的な自然の流路と考えられる。

遺物は、土師器高杯、柑、甕、壺が出土している

が、高杯の比率が他の遺構に比べて多い。

また、第167図ー14の土師器高杯は、羽口に転用

された物である。調査区内では、鍛冶工房などの遺

構は検出しなかったので周囲に鍛冶工房の存在が想

定される。本遺構は、こうした周囲の工房跡からの

不要品の廃棄場所であったようである。

JO号溝

1.黒色粘性土 As-Cを少し含む、植物が少し含まれる

2. 黒灰色土 粘性土、明灰色粘土プロックを少し含む

3.暗灰色シルト質土 As-Cを僅かに含む、部分的に粘性土

4.黒灰色シルト質土 As-Cを僅かと砂礫を若干含む

5. 明褐色砂 円礫を少しとAs-Cを僅かに含む

6.暗褐色土 シルト質土、上面に僅かに鉄分付着

7.黒褐色土 シルト質土、灰色砂少し含む

8.黒色土 シルト質土

9.暗褐色土 砂質土、下面に鉄分付着

A

[

 

支

／

り

A' 
--ー-—

悶'

C

[

 

-s;, 

゜
IOm 

第16 4図 10号溝平面図

148 



5.溝

A
 

A' 

B
 

c
 

B' 

口ロニ
゜

L=139.50m 5m 

第16 5図 l0号溝土層断面図

□/ ＼三
第166図 l0号溝遺物図 (1)

149 
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8
 

10 
13 

II 

｀ 
＼ 戸〖 ！？

｀ーーで・ タ タ

18 

<19

＼ ／ 20 
第167図 10号溝遺物図 (2)
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6. 土器集積

1号土器集積

本遺構は、調査区の中央北より75区J-11グリッ

ドに位置する。遺構は、 Hr-FA層下の約 1m四方

に土器が散乱するような状態で検出した。遺構の状

態は、五反田地区 1号土器集積と同様に平坦地に土

器を配置した状態である。しかし、五反田地区 1号

6.土器集積

土器集積のような石製模造品などの出土は見られな

いが、他の状況から五反田地区 1号土器集積と同様

な祭祀遺構の初期的な段階の遺構と想定される。

集積された土器は、土師器杯、高杯、均、小型甕、

甕等がある。土器は、西から 7、4、6、2、5そ

して 7と4の南に 8と列べられ6の東に礫がおかれ

ている。なお、 1の杯は 7の西約30cmと離れた所か

ら出土している。

C て

ぐ

』

0

C〉

心

〉

ぐ

O

D

 

＼
 

。為 q
 △ 

Cフロ

応 A'

｀ A_ 羞）

｀｀己、ー―ここ＼～／ 2 

A' 

゜
L=140.50m 

lm 

第168図 1号土器集積平面・断面図

＼三

／：： 2
 

3
 第169図 1号土器集積遺物図 (1) 4
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v 清水地区の遺構と遺物

5
 

第170図 1号土器集積遺物図 (2)

7. 畠

Hr-F A (VI)層下畠

畠は、調査区の南西部、75区J~N-7 ~10グリッ

ドに占地する。畠の区画は、北側は 1号住居周堤帯、

東は10号溝が埋没し若干の窪みとして残存している

箇所で区画されている。南側と西側は、調査区外に

延びるため不明である。区画の規模は、東西25m+

a、南北15m+ aである。

区画の地形は、北から南へごく緩い傾斜であるが

ほぽ平坦に近い地形である。

サクの走行は、若干西へ傾いているがほぽ南北の

走行である。サクは、調査区の西側で多少の蛇行や

区画東側で 5mほどの短いサクが見られるがほぽ直

152 

線的に耕作されている。

サクの心々距離は、最大130cm、最小85cm、平均

110cmである。サクとウネの高低差は、平均15cmで

わりあいと良好な状態である。このウネ・サクの状

態から耕作後短い期間でHr-FAで埋没したと想定

される。

畠面からは、埋没時に炭化した植物遺体が全面か

ら検出された。これらの植物遺体は、分析を行った

がヒエ等のキビ族の可能性が指摘されたが明確な結

果は得られなかった。（第Vl1章4~ 6を参照）

遺物は、耕作土内より土師器杯、甕などの破片が

出土しているが小片のため図示できなかった。
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v 清水地区の遺構と遺物

8.遺構外出土遺物

／ 亨［

量
3 4 5 

6
 ，

 

7 10 

第172図 遺構外出土遺物図
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1.出土土器について

VI 古墳時代の成果と問題点

1.出土土器について

1.はじめに

下芝五反田遺跡では、竪穴住居、掘立柱建物、平

地建物、土坑、溝、土器集積、畠等の遺構を検出し

た。これらの遺構からは、古墳時代中期から後期に

かけての土器が出土している。出土した土器は、土

師器と須恵器があるが、そのうち須恵器は杯2点と

甕の小片 3点の 5点だけである。それに対して土師

器は、出土量の相違はあるが各遺構から多く出土し

ている。こうした土師器は、遺構に重複関係が見ら

れるように土器にも変遷が観られるので若干の考察

を行ってみた。

土器変遷を行うにあたっては、普遍的に土器を出

土している住居のものを各器種ごと に形態分類、さ

らにその中の細分を行い各形態ごとの流れを想定し

基本的な土器組成を見ることとした。分類にあたっ

ては、杯、高杯、柑、甑、甕、壺の各器種について

行うが、変遷については杯、高杯、甕等の各住居か

ら出土している器種を中心に行った。

2.分類

出土した土師器には、杯、高杯、均、甑、小型甕、

脚付小型甕、甕、壺等がある。 これらの土器を器種

ごとのその形態の相違を観察すると次のような細分

が可能である。

(1)杯

杯は、その形態から大きく 3形態に分類できる。

その 3分類は、短い口唇部が外に開く内斜口縁杯と

呼ばれる形態（A)、口縁部が内側に曲がる内湾口縁

杯と呼ばれる形態（B)、そして須恵器杯蓋を模倣し

たと考えられる模倣杯と呼ばれる形態（C）である。

①杯A（内斜口縁杯）

杯A（内斜口縁杯）は、外に開く短い口唇部と口唇

部下から底部にかけて丸みを持ち、口縁部と底部の

A-1 

1住ー 2

A-2 

129住ー 2

A-3 

131住ー 4

A-4 

122住ー 2

A-5 

126住ー10

第173図杯A分類図

区分が不明瞭な点が特徴である。この杯の形態は、

口縁部から底部にかけての一般的に「腰」と呼ばれる

部分の屈曲状態に変化を観察できる。

内面は、ほとんど斜放射状ヘラ磨きが施されてい

るが、 一部は全面にヘラ磨きを施したものやヘラ磨

きを施さないものがある。
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VI 古墳時代の成果と問題点

A-1 口径に比べて器高がやや高い（器高／口径比

45~)、底部がやや平底ぎみで口縁部から底部の形

態がやや箱形を呈する。

A-2 A-1に比べ器高がやや低くなり（器高／口

径比40~45)、底部の平底ぎみの部分は狭くなり、

口縁部にかけては丸みをもつ。

A-3 A-2に比べて器高／口径比（37~39)が多

少小さくなり、底部から口縁部にかけては丸みをも

ち一体となり境はほとんど不明瞭となる。

A-4 A-3に比べてさらに器高／口径比(35~

36)が小さくなる。底部から口縁部にかけてはA-

3同様に丸みをもち底部と口縁部の境も不明瞭であ

る。

A-5 口径が14.0cm以上、器高6.0cm以上のやや

法量が大きく、器高 ・ロ径比40以上の大型品。底部

から口縁部にかけては半球状を呈す。

②杯B（内湾口縁杯）

杯B（内湾口縁杯）は、内側に丸みを持ちながら屈

曲する口縁部と全体的に球状の丸みを持つ底部に特

徴が有る。この杯の形態は、口径に対する器高と口

縁部の最大径と口径の差に表れる屈曲の違いと底部

および底部から口縁部下位にかけての変化にその形

態変化が観察できる。

内面は、 75％程度斜放射状ヘラ磨きが施されてい

るが、その 9割は左上がりである。

B-1 a 器高／口径比が大きく (50以上）、口縁部の

内湾も大きい（口径一口縁最大径／口径比が10以上）、

そして底部がやや平底ぎみで底部と口縁部の境があ

る程度明確である。

B-lb B-laよりもやや器高／口径比が小さく

(50~60)、そして底部は平底部分が狭く丸底に近い

もの。

B-1 c 口径が10cm以下の小型品で器高／口径比が

50以上とやや深く、底部は丸底、丸底ぎみを呈する

もの。

B-2 B-1にくらべて器高／口径比が小さく (40

~50)、底部は丸底を呈すもの。

B-3 B-2にくらべてさらに器商／口径比が小

156 

さく (40以下）、口縁部の内湾はあまり大きくない（ロ

径＿口縁最大径／口径比が5以下）、底部は丸底を呈

すがB-2より緩いもの。

B -1 a 

B -1 b 

｀疇B -1 c 

B-2 

B-3 

第174図杯B分類図

③杯C（模倣杯）

127住ー8

127住ー 7

122住ー14

128住ー 8

123住ー9

杯C（模倣杯）は、須恵器杯蓋を模倣した形態であ

ふ須恵器蓋の形態を忠実に模倣した形態であるが、

口縁部の形態に変化を観ることができる。

C-1 口縁部がほぽ垂直に立つ。口唇部は、大部

分のものが内斜する平坦面をもつが一部には丸くな

るものがみられる。

C-2 口縁部がやや外側に傾くもの。口唇部は、

内斜する平坦面をもつものとまるまるものがみられ

る。また、例外的に122号住居ー24のように内面に

斜放射状のヘラ磨きが施されるものがある。



1.出土土器について

C-1 A-1 a 

｀ 
124住ー5

C-2 

こ 123住ー19

第175図杯C分類図

A-1 b 
1住ー6

(2)高杯

高杯は、杯身の形態から 7形態に分類できる。脚

部は、上半が細く長い棒状を呈し、下半の裾部が明

確な屈曲部をもち大きく開く高脚形態のものと接合

部から弧を描きながら開く短脚形態の 2形態に分類

できる。高脚形態は、高杯Aにのみ伴い、短脚形態

は高杯B~Fに伴うため分類は杯身形態によって
II』II『＇臣 ＼ 1住ー10

行った。

杯身は、平底ぎみの底部をもち口縁部が直線的に
A-2 

大き く開く形態のもの(A)、そして杯で観られる内

斜口縁杯形態（B)、内湾口縁杯形態（C)、模倣杯の

形態(D)、そして底部が緩い丸底を呈し、口縁部下

に稜をもち口縁部がやや外反ぎみに開く形態のもの

(E)、脚部接合部から直線的に開く形態のもの(F)

の杯身がある。

①高杯A

杯身部分は、平坦な底部と直線的に開く口縁部を
A-3 

もち、脚部は高脚で裾部は大きく開く形態。杯身部

分では、底部から口縁部への変換部分、脚部では脚

部と裾部の変換部分で変化を観ることができる。

高杯Aには、 124号住居ー 8、清水地区 1号住居

-10のように口縁部最下部に凸帯が巡るものが僅か

な稜であるが出土している。

A-1 a 杯身は、底部と口縁部の間に明瞭な稜を

もち、脚部は脚部と裾部の間にも明瞭な屈曲点がみ

られるもの。A-1の口縁部は直線的に開くが口唇

部は僅かであるが内湾するように立ち上がる。 第176図高杯A分類図
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VI 古墳時代の成果と問題点

A-lb A-laと同様であるが、口縁部と底部

の間に下方向きの凸帯が巡るもの。この凸帯は、粘

土ひも張り付けであるが、 1住ー 4 • 5のように底

部端部を僅かに引き出し凸帯状に見せるaとbの中

間的なものがある。

A-2 A-laのように底部と口縁部の間の稜、

脚部と裾部の屈曲部が明確でなく丸みをもちながら

移行するもの。口縁部の上位は外反する。

A-3 全体的には、 A-2と同様であるが、底部

と口縁部の間に稜をもつもの。

②高杯B

杯身部分は、内斜口縁杯、脚部は短く接合部から

「ハ」の字状に開く形態である。杯身部分は、杯Aと

同様に内斜する口唇部の形態に相違が観られる。

杯身内面は、大部分に斜放射状ヘラ磨きが施され

ているが、一部には横方向のヘラ磨きが施されたも

のも存在する。

③高杯c
杯身部分は、内湾口縁杯、脚部は短く接合部から

「ハ」の字状に開く形態である。高杯Cは、住居から

の出土していないが、 1号土器集積や 2号土器集積

からは出土している。

④高杯D

杯身部分は、杯Cと同様の模倣杯形態である。脚

部は短く接合部から「ハ」の字状に開く形態である。

住居からの出土は 2個体と少ないが、脚部裾部に相

違が観られる。

⑤高杯E

杯身部分は、底部が丸底で口縁部上位が外側に開

く、脚部は短く接合部から「ハ」の字状に開く形態で

ある。一見すると高杯Bの杯身部分と同様に見える

が、外側に開く部分の長さが高杯Bより長い。杯身

部分では、口縁部の開き方に相違が観られる。

E-1 口縁部上位が明確に屈曲し内面に稜をもち

内斜するもの。

E-2 口縁部上位の屈曲が鮮明でなく僅かに内斜

するもの。

⑥高杯F

杯身部分は脚部接合部から直線的に開く 。脚部は、

短く接合部から「ハ」の字状に開く短脚形態である

が、高杯B~Dの脚部より接合部が広くより低い。

住居からの出土は 4個体と少ないが、脚部裾部に相

違が観られる。

B
 c

 
D
 

133住ー4

E -1 E -2 F
 

三
122住ー27

第177図高杯B~F分類図
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(3)柑

均の出土は、杯、高杯、甕に比べると少量である

が、胴部が球形状形態と肩に稜をもつ箱形状形態の

2種類に分類できる。なお、胴部に穿孔をもつ臆も

本稿では均の中で扱う 。

①柑A

柑Aは、清水地区 1号住居から 1点出土している

だけであるが、胴部上位の肩部に稜をもち平底の形

態である。

②堆B

柑Bは、球形状の胴部と直線的に開く口縁部をも

つ形態である。胴部は、底部に僅かな平底部分(B

-1)をもつものから丸底（B-2）への変化が観ら

れ、口縁部はその外傾の状態に変化が観られる。

(4)甑

甑は、短胴形態と長胴形態の 2形態に分類できる。

そして長胴形態は、最大径を口縁部にもつものと甕

型の形態に分類できる。

①甑A

甑Aは、器高の低い短胴形態で小さい底部から大

きく開く胴部をもつ形態である。甑Aは、その中を

さらに口縁部の形態、胴部の形態から 2種類に細分

できる。

A-1 128号住居ー17、132号住居ー13にみられる

底部から口縁部にかけて緩いまるみを持ちながら開

く形態である。

A-2 131号住居ー40、126号住居ー26にみられる

胴部はA-1と同様に緩いまるみをもち、口縁部は

内斜するもの。

A B-1 

1住ー20

1.出土土器について

A-3 122号住居ー40にみられるように胴部はほ

とんどまるみをもたず直線的で口縁部は僅かに内斜

するもの。

②甑B

甑Bは、清水地区 1号住居ー38、39にみられる胴

部が球状で口縁部が開く甕型で最大径を胴部中ほど

にもつ形態である。

③甑C

甑Cは、器高の高い長胴形態で最大径を胴部にも

っ。胴部は底部から緩いまるみを持ちながら立ち上

がり、口縁部は頸部からさらに開く形態である。

C-1 口縁部が明確な稜をもち内斜するもの。

C-2 胴部と口縁部の変換点が不鮮明で内斜もあ

まり大きくない。

(5)甕

甕は、大別すると小型、小型形態に脚の付くもの、

大型の 3形態に大別できる。

①小型甕

小型甕は、口径に対して器高が低い器高／口径比

が150以下の形態である。小型甕は、胴部の形態や

底部の形態に変化が観ることができる。

A-1 胴部から底部にかけてほぽ球状を呈する形

態である。内外面の整形に清水地区 1号住ー30と31

のようにハケ目（a)によるものとヘラ削り・ヘラナ

デ（b)によるものとの 2種類がみられる。

A-2 平底ぎみの底部をもち胴部下位は大きく開

くが、胴部上半はほとんど膨らみを持たず頸部に立

ち上がる。

8-2 

第178図用分類図
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VI 古墳時代の成果と問題点

A-1 C-1 

128住ー17

A-2 

——`‘ 

----

A -3 

B
 

＼

ゞ＼
ミ

1住ー39

第179図甑分類図
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1.出土土器について

A-3 A-1. 2が口径が器高より小さいのに対

してA-3は器高より口径が大きい。そして底部か

ら丸みをもちながら頸部に向けて開き、口縁部はさ

らに外傾する形態である。

B-1 底部は平底で胴部との間には明確な稜をも

っ。胴部は球状で器裔は口径より低いものが大半で

ある。

B-2 B-1より器高／口径比が高く (150前後）、

胴部の膨らみはB-1に比べて少ない。

A-1 a A-1 b 

②台付小型甕

台付小型甕は、小型甕A-1の底部中心部分から

直線的に開く脚部をもつ形態である。胴部の形態は、

清水地区 1号住居のものは全体的に球状の丸みを

盛っているが、 137住ー 5は胴部下半が直線的であ

る。なお、小型甕は、一部にヘラ磨きが施されてい

るものがみられる。

③甕

甕は、胴部の形態により細分ができる。特に胴部

最大径の位置による区分が可能であり、口縁部等で

は大きな相違は観られない。

B -2 

1住ー30

A-2 B-1 

A-3 

c
 

1住ー35

第180図 小型甕・台付甕分類図
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VI 古墳時代の成果と問題点

D-1 胴部上位から下位にかけて張り出すような

膨らみをもち下位で胴部最大径をもつ。

D-2 D-1と類似した形態であるが上位からと

下位から中位にかけて膨らみをもち、中位に胴部最

大径をもつ。

D-3 頸部から大きく膨らみ中位 ・下位そして底

部にかけてつぼむ形態である。

(6)壺

壺は、大別すると球状の胴部にやや小径の頸部を

持つ形態、球状の形態ではあるがやや器高のある形

態、小径の底部で最大径を桐部上位にもちやや広い

頸部をもつ形態の 3種類に分類できる。

①壺A

胴部が球状を呈し、頸部径が胴部最大径のl/2前

後で口縁部が直線的に開くものとやや外反ぎみに開

くもの (A-1)と122号住居ー55のように直立ぎみ

にたつ形態（A-2）がある。底部は小径の平底であ

る。この壺は、壺の中では出土贔が多いが、その形

態の変化は胴部最大径の位置などに観られるがあま

D-1 

126住ー28

り明確ではない。

D -2 

第181図甕分類図
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A -1 

1. 出土土器について

--

＼ 

A -2 

＼ 

123住ー34

＼ 

C-2 

122住ー55
C-1 

126住ー31

第182図壷分類図
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VI 古墳時代の成果と問題点

②壺B

胴部が壺Aに比べて細身で全体の器高が商く、ロ

縁部が頸部から大きく開く形態である。この壺は、

123号住居からしか出土していないためその変化に

ついては不明である。

③壺c
小径の平底から大きく開く胴部をもち頸部径が胴

部最大径よりやや小さく短い口縁部をもつ形態であ

る。この壺は、胴部や口縁部の形状に変化が観られ

る。胴部が全体的に球状を呈するもの(C-1）と上

位が大きく膨らむもの(C-2)がある。

第2表住居出土頻度表
器種 分類 122 123 124 125 126 127 128 

杯 Al 

A 2 ..... △ △ ▲ △ ▲ 

A3 ． △ しヽ
゜
△ △ ヽ

A4 .... △ △ .... 

゜
△ △ 

A5 ▲ △ .... △ △ 

B 1 a △ 

B 1 b .... △ △ 

B 1 c △ .... ... △ 

B 2 △ △ • 
B 3 しヽ

゜
... △ .... 

C 1 .... 

゜
.... .... ▲ △ 

C2 △ △ △ 

高杯 A 1 a △ △ 

A 1 b △ 

A 2 △ 

A3 △ △ 

B ▲ △ △ △ 

C 

D △ 

E ... △ 

F .... △ △ 

柑 A 

B 1 △ 

B 2 △ .... ▲ 

甑 Al △ △ ヽ
A 2 

B 

C △ △ △ △ △ .... ... 
小型甕 Al ▲ 

A2 ... △ △ 

B 1 △ 

B2 △ ▲ 

台付甕 C 

甕 D 1 ▲ △ △ △ △ △ 

D2 △ 

゜
.... .... 

D3 △ △ △ 

g て会＝~ A △ ... .... △ △ 

B .... ... 
C 

△ 1 • 2~3 0 4~5 ● 6~9 ◎ 10~ 
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129 

▲ 

▲ 

▲ 

3. 各器種の住居出土頻度

「2. 分類」で行った各器種ごとの細分を基にして

各住居から出土土器を分類に当てはめると第 2表の

ようになる。

この表をみると杯A、杯C、高杯A~Fの食膳具

は、住居により出土の集中が確認される。それに対

して甕等の煮沸具は甑B、甕C、壺C等の例外はあ

るがその他の分類した各形態が各住居からそれぞれ

数個体ずつが出土しているのを確認できる。

こうした結果を踏まえると下芝五反田遺跡出土の

土器の変遷を考える上では杯A、杯C、高杯等の食

膳具を軸に行うのが効果的であると考えられる。

131 132 133 134 135 136 137 138 1 2 
.... 

△ △ ▲ .... ． ▲ しヽ .... 
△ △ 

△ △ 

... 
.... 

△ ▲ △ 

△ △ 

△ 

▲ △ 

◎ 

゜.... ▲ △ 

△ 

△ ... 
△ ... △ 

△ 

.... △ 

▲ △ △ ▲ △ 

△ △ 

.... 
△ △ △ 

△ △ △ .... 
△ 

.... △ 

△ 

゜△ .... ▲ △ 

• △ .... △ 

△ △ △ 

△ △ △ 

... 



4. 変遷

土器の変遷は、 I期～V期に分けることが可能で

ある。各期の特徴は、次のとおりである。

I期

I期は、清水地区 1号住居、2号住居、 129号住

居が該当する。 I期の住居からは、杯A-1 • 2、

杯A 杯B 高杯A

~-! 
、, I 、 29-1 

~J l-1 

＼＼｝｝／厖
1-3 

―--=―←―- 129-2 
□̀:3 
こ 2口 3

1. 出土土器について

杯B、高杯A-la・b、B、均、甑B、小型甕A

-1、台付甕C、甕D-1、壺A・Cが出土してい

る。高杯では、 Aが主体でBは2号住居で僅か出土

している程度である。堪、小型甕A-1の一部には、

外面にハケ目整形が行われているものがみられる。

I期は、杯Cや高杯C~Fなどは供伴しない。

1 -4 

高杯B

口

用A 坦B 小型甕A

＇ 13。口31

甑B 壷C

台付甕

甑C

一ー•一• . . - --|――-- -て一―-.. 
甕D

2-12 

2-15 第183図 I期の土器
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VI 古墳時代の成果と問題点

II期

II期は、 137号住居、 138号住居が該当する。I1期

の住居からは、高杯A-2、埒B、小型甕A・B、

台付甕C、甕Dが出土している。I1期の住居からの

土器出土量が少ないため全貌が不明確であるが、こ

の他に杯A、杯Bが供伴すると想定される。I1期で

は、高杯AがA-1からA-2へ変化が観られ、台

高杯A

付甕Cがこの時期まで存在する。また、前後の様相

から杯Aは、 A-1からA-2へ変化する暫移的な

時期と想定される。また、 I期まで地、 壺などに多

少なりともみられた外面のハケ目整形は、ほとんど

みられなくなりヘラ削り整形になる。

台付甕

口

小型甕A 小型甕B
用B

□1383 ご78

ロ138-4 

IJ138 

第184図 II期の土器

III期

III期は、 127号住居、 136号住居が該当する。11I期

の住居からは、杯A、杯B、高杯F、甑C、小型甕、

甕D、壺Bが出土している。11I期の住居からの土器

出土量が少ないため全貌が不明確であるが、この他

に高杯A-2、高杯B、堪B、壺A等が供伴すると

想定される。

杯A 杯B 高杯F 小型甕

] 71 口 l2759 / ¥12711` 12

こロニー2こ二7-6 甑C 壷B

~27-7 

□ 4 ` 278 

□36-5 
136-6 

166 
第I8 5図 III期の土器



1. 出土土器について

w期
w期は、 128号住居、 132号住居、 134号住居が該
当する。W期の住居からは、杯A~C、高杯A、B、

D~F、対B、小型甕、甕、壺Aが出土している。

杯A 杯B

なお、132号住居からは、須恵器杯身が出土している。

下芝五反田遺跡では、このW期より須恵器杯蓋を模

倣した杯Cが出現している。この他高杯では、高杯

A-3、D、Eが供伴するようになる。

須恵器杯身

亡 132-1

杯C

o

l

 

l

l

 

]
こ

紅壷

高杯B

ご 48

言 1 こ賣し こう34421324
芦 2□量 2ロ ロ 1345

こ竺□9 こ雙 ロジ 8

□夏4ミ三□塁，ロロ329 短唇

'ロロい7口12816

高杯A

高杯E
甑C

ロ□，三□□
ロ3410:3411

132-12 

小型甕A 小型甕B

ご5

甕D 132-16 

□¥12821 

壷A

＼
 

第I8 6図 w期の土器 128-33 
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VI 古墳時代の成果と問題点

V期

V期は、 122号住居、 123号住居、 124号住居、 125

号住居、 126号住居が該当する。V期は、杯A~C、

高杯A-2、B、D~F、対B、小型甕、甕、壺が

杯A 杯B 杯C

出土している。V期では、杯Cの割合が前期より増

し、高杯Aは124号住居である程度のまとまりで出

土がみられるが全体的にはごく少量になる。

用B

どこ12`’4`245

`8ミニ
甑A

23 

甑C

122-39 

高杯A 高杯B 高杯E

125-15 

小型甕A

:229 
高杯D 高杯F

□2322：口。
甕D

12232□□ 
／ニ

口冒7

小型甕B

壷B
壷C

壷A

126-31 

第187図 V期の土器
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以上のように下芝五反田遺跡出土の土器について

I期からV期の変遷を行ったが、 I期の前段階に相

当する時期の土器群は行力春名社遺跡の 1号住居～

3号住居から出土している。行力春名社遺跡では、

高杯A-1、柑A、B-1、小型甕、台付甕、甕、

1.出土土器について

壺が出土している。このうち台付甕は、下芝五反田

遺跡で分類した形態とは異なる古墳時代前期から出

現する「S字状口縁甕」の系譜の器高の高い台付甕で

ある。

高杯A i甘A 用B

台付甕

云2`22

三7宣言。
壷

1-4 

了ロ

言言｀

台付甕

用

高杯A

甕

3-8 

第188図 行力春名社遺跡 1号 ・3号住居の土器
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5. 年代について

「4. 土器の変遷」で各期の設定を行ったが、それ

ぞれの期の年代については、下芝五反田遺跡のなか

で実年代を比定できる資料が存在しないため先学の

研究を参考に想定してみることとした。

今までの群馬県における古墳時代の土器研究は、

井上唯雄、茂木由行、橋本博文・加部二生、下城正、

井川達雄、坂ロ 一、田中広明等によって行われそ

の成果が発表されている。それらの研究成果のうち

下芝五反田遺跡でもっとも年代のキーポイントにな

るのは、 Hr-FAの降下年代である。 Hr-FAの降

下年代は、 1979年の石川正之介•井上唯雄・梅沢重

昭•松本浩ー等がテフラ堆積住居の土師器編年から

6世紀前半に位置付け、 1983年に右島和夫が須恵器

の編年間から 5世紀末から 6世紀初頭までさかのぽ

る見解を提示している。その後1986年坂ロ ーは、

荒砥北原遺跡出土の土器を中心とした編年のなかで

須恵器の年代観から 6世紀第 1四半期の年代を提示

している。そしてその後の黒井峰遺跡出土の土器を

中心として編年では、 Hr-FA降下時期を陶邑窯田

辺昭三編年のMT15時期に比定し 6世紀第 1四半期

の時期を明示している。

こうした研究成果を援用するならば下芝五反田遺

跡のHr-FA降下にもっとも近い時期である122号

住居、 123号住居、 124号住居の属するV期は、 6世

紀第 1四半期の年代観を与えても大きな甑甑はない

と考えられる。その前時期であるW期は、 132号住

居から唯一住居出土の須恵器が陶邑窯TK47の形態

に近似していることから 5世紀第 4四半期から 6世

紀初頭に比定できる。そしてW期以前の I期～皿期

については、下芝五反田遺跡のなかでは年代を比定

できる資料はないが前記の県内出土の土器編年研究

の成果を援用するならば、 I期は 5世紀中葉の年代

に位置付けられると考えられる。

以上のように下芝五反田遺跡では、行力春名社遺

跡を含めてみると 5世紀前葉から 6世紀第 1四半期

までの約 1世紀にわたる土器の変遷をみることがで

きる。
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2.遺構ついて

1.はじめに

下芝五反田遺跡の古墳時代の遺構は、 Hr-FA層、

Hr-FA • Hr-F P泥流層に埋没しているため良好

な状態で残存していた。特にHr-FA層降下前の住

居と畠については、古墳時代6世紀初頭の集落を復

元する上で良好な資料を提示している。また、住居

においてもその変遷は、重複関係が竪穴部分の重複

だけでなく周堤帯を含めた重複関係をみることがで

きるため今までの確認面まで削平する調査と異なり

より広い範囲での新旧関係が明らかになった。

2.住居の変遷について

住居は、五反田地区17軒、清水地区 2軒の合計19

軒を調査したが、その変遷は、前述のように重複関

係、埋没状況、土器変遷から 6期の変遷が行われた

と推定できる。

(1)重複関係からみた住居の変遷

下芝五反田遺跡では、 Hr-FA層や泥流層により

周堤帯が残存しているため今までの調査のように竪

穴部分の重複関係しか確認できない調査と異なり周

堤帯下での重複関係を確認できた。その結果、重複

関係からみた住居の変遷は、下記に示した表のよう

になる。

重複関係からみた新旧関係

新 旧

122号住居ー136号住居ー138号住居

124号住居ー137号住居

125号住居ー134号住居ー135号住居

128号住居

126号住居ー132号住居ー133号住居

(2)埋没状態からみた住居の変遷

下芝五反田遺跡で検出した住居は、 Hr-FA層を

取り除くと下記のような埋没状況に分類することが

できる。

①122号住居、 123号住居、 124号住居のように僅か

2.遺構について

な黒色土を挟んで床面に達する住居。特に124号住

居では、床面の一部でHr-FAを確認し、その上に

黒色土を挟みHr-FA層が堆積していることから榛

名ニッ岳の噴火時には住居が建っており Hr-FA層

降下中または降下直後に倒壊したと考えられる。ま

た、 Hr-FA層下の黒色土は、子持村黒井峰遺跡や

渋川市中筋遺跡の成果や］22号住居でのHr-FA層

下の黒色土中に多量にタケ亜科、ススキ属、ヨシ属、

イネ科等の草本性の稗が炭化したものが含まれてお

り土屋根、屋根に堆積した土の土層であると考えら

れる。こうした状況からこれらの 3軒は、榛名ニッ

岳噴火時には、存在していた可能性が考えられる。

②125号住居、 126号住居のように深い窪みであるが

すでに畠としての耕地化している住居。これらの住

居では、住居中央部付近では耕作が床面まで達して

いる箇所も確認され、住居倒壊後の多少の黒色土堆

積状態で耕作が始まったと考えられる。

③127号住居、 128号住居、 132号住居のように畠と

して耕作されているが窪みとして確認できる住居。

④136号住居、 137号住居のように畠として利用され

ていないが窪みとして確認できる住居。

⑤129号住居、 138号住居の住居廃棄後畠として利用

されほとんど窪みが残っていない住居。

⑥清水地区 1号住居、 2号住居のように住居廃棄後

利用されないため自然堆積による埋没途中である程

度の窪みが残る住居。

以上のように 6通りに分類できるが住居の変遷と

しては、新①ー②ー③・④ー⑤・⑥旧の順での変遷

が考えられる。

(3)住居構造からみた住居の変遷

住居の構造では、大きな違いとしで炉による煮沸

形態をとるかカマドによる煮沸形態をとるかの違い

がみられる。下芝五反田遺跡で検出した19軒の竪穴

住居のうち炉をもつ住居は、五反田地区の129号住

居、 130号住居、 135号住居、 137号住居、 138号住居、

清水地区の 1号住居、 2号住居の 7軒である。それ

に対してカマドをもつ住居は、 122号住居～128号住

居、131号住居～134号住居、136号住居の12軒である。
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現在、一般的に煮沸形態は、炉からカマドヘと移行

したことが解っている。下芝五反田遺跡でも重複関

係からこのことは言えることから炉もつ 7軒よりカ

マドをもつ12軒の方が後出の住居であると言える。

この他住居竪穴部分の規模により大型、中型、小

型に分類できるが、「(2)埋没状態からみた住居の

変遷」で同一視した①段階の122号住居と123号住居

では規模に違いがみられ⑤段階の129号住居のよう

に123号住居より規模が大きい住居が存在すること

から規模による変遷は考えにくい。

(4)土器変遷からみた住居の変遷

土器の変遷は、「VI 古墳時代の成果と問題点

1.出土土器について」についての項で記述したよ

うに 5期の変遷が確認できた。詳細については、前

項を参照にしていただきたい。

(5)総合的にみた住居の変遷

(1)、(2)、(3)、(4)でみた住居変遷を総合的

にみるとそれぞれ個別にみた変遷よりより詳細な住

居の変遷をみると次のようになる。

1期 129号住居、清水地区 1号住居、2号住居

2期 135号住居、 137号住居、 138号住居

3期 127号住居、 133号住居、 136号住居

4期 128号住居、 132号住居、 134号住居

5期 125号住居、 126号住居

6期 l22号住居、 123号住居、 124号住居

ただし、 130号住居については、土器の出土もな

く他住居との重複関係も確認できないことから位置

付けができないが住居構造からすれば1期か 2期に

位置付けられるが、 135号住居との位置関係からす

ると 2期への位置付けには無理があり 1期またはそ

れ以前の可能性が考えられるが不確定である。

以上のように 1期から 6期に至る住居の変遷をた

どることができる。

3. その他の遺構について

下芝五反田遺跡では、 6期にわたる住居の変遷が

確認できたが、その他の掘立柱建物や平地建物など

との供伴関係については土器の出土量も少なかった

2.遺構について

りしてあまり明確にすることはできなかった。

①堀立柱建物

堀立柱建物は、 2棟検出したが位置する場所が

129号住居、 131号住居、 132号住居、 133号住居、

134号住居に囲まれた所であることから 1期、 3期

~ 4期の供伴は考えにくい。また、確認面がVIll層上

面であることや柱穴の状況から 6期の存在も否定さ

れる。これらの消去法からすると 5期、 2期または

1期以前の時期に存在していたと想定される。

②平地建物

平地建物は、五反田地区では円形の溝を伴う平地

建物を検出し、清水地区では周辺に小ピットと伴う

長方形と円形の平地建物を検出した。こうした形状

や形態の相違から五反田地区と清水地区の平地建物

では、その用途や上屋の構造に相違があると考えら

れる。五反田地区の平地建物は、その検出がHr-F

A層下畠下層であることや12~14号平地建物等の調

査区北西部に位置するものを除くと122号住居の周

辺や125号住居の東側に集中しておりその位置関係

からみて住居周堤帯の下や縁辺に位置してしまうこ

とから 5期、 6期の時期の存在は考えにくく、 4期

以前の存在であったと想定される。それに対して清

水地区の平地建物は、 Hr-FA層下であることから

Hr-FA降下とそれほど時間を経ていない時期に存

在していたと想定される。また、清水地区 3号平地

建物には、カマドと想定される施設が設けられてい

る。下芝五反田遺跡の住居では、カマドが設置され

るのは住居変遷 3期からであることから清水地区 3

号平地建物は 3期以降の存在が考えられる。

しかし、清水地区 1号～ 3号平地建物の存在する

位置関係から 3棟が同時にすべて存在していたとは

考えにくく、清水地区の平地建物の中での変遷が想

定される。

③土器集積

土器集積は、 3基検出しているがみなHr-FA層

によって直接覆われている。そうした中で2号土器

集積は、 Hr-FA降下前のそれほど時間をおかない

時期に耕作された状態のウネ・サクの間に甕、壺を
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中心に土器が置かれておりその性格が今一つ明確で

はない。

1号土器集積については、集積された土器が概ね

4期～ 6期の様相がみられる。こうしたことから土

器量自体は、それほど多くはないが集積された時期

にはある程度の期間継続して行われていたか 5期な

いし 6期に集積されたと想定される。

清水地区 1号土器集積は、 Hr-FA層で直接覆わ

れてはいるが、土器は 4期までの様相をみせている。

なお、土器集積遺構については、下芝天神遺跡の

ような大規模なものが検出されておりその形態、性

格が多技にわたるようである。

④岳

畠は、五反田地区では埋没河川の東側、122号住居、

123号住居、 124号住居の住居占地とその北西側の空

間の周囲に展開している。その区画は、五反田地区

7区画、清水地区 1区画の 8区画が確認されたが、

その規模は全貌があきらかではないが大分規模に違

いがみられる。耕作の状態は、ウネ・サクの高低差

があり耕作後の区画、ウネ・サクの高低差があまり

なく前年に耕作が行われたままの状態の区画、ウ

ネ・サクの痕跡がかすかに解る程度の残存状態の区

画の 3通りの状態が確認された。このような状態は、

黒井峰遺跡等でも確認されている。こうした遺跡の

成果から能登 健氏は古墳時代にはすでに輪換農法

が行われていたと論考している。

また、五反田地区では、 125号住居や126号住居の

ように僅かに埋没した程度の住居跡も積極的に耕作

がなされているなど当時の農耕に対するあり方が注

目される。それに対して清水地区では、調査区の西

南部しか畠耕作が行われておらず1号住居など五反

田地区より条件の好い箇所についてもそのままであ

るなど土地利用の面で相違がみられる。

4. 集落の変遷

下芝五反田遺跡の範囲は、この地域が厚い泥流層

に覆われているため地形復元が困難な地域であった

が、今回の北陸新幹線建設に伴う発掘調査は東西方

2.遺構について

向のトレンチの役割を果たした。発掘調査の成果で

は、五反田地区の西側に埋没河川、清水地区と行カ

春名社遺跡の間に小谷津、そして行力春名社遺跡の

東側にも谷津が確認された。その結果、この地域は、

舌状台地状の微高地が確認され、その中の一つに下

芝五反田遺跡も立地していることが解った。そして

遺跡の範囲であるが、北陸新幹線や箕郷町教育委員

会が行った東京電力鉄塔調査区の発掘調査の結果広

範囲に広がることが解った。

また、この地域の開発は、埋没河川西側の微高地

に立地する下芝天神遺跡ではAs-C層下畠が確認

されており 4世紀代の開発が確認されている。その

後の 5世紀前半代には、小谷津東側の微高地上に立

地する行力春名社遺跡で集落が営まれている。そし

て下芝五反田遺跡地域では、清水地区 1号住居、2

号住居や129号住居にみられる 5世紀中葉頃に開発

が始まったと想定される。そして 6世紀初頭の榛名

ニッ岳の噴火によりこの地域全域が壊滅的打撃を受

け消滅している。

下芝五反田遺跡の住居については、 6期の変遷を

示したがこれを図示すると第190図のような変遷の

位置関係がみられる。1期については、住居が五反

田地区 1軒、清水地区 2軒と分散するため明確でな

いが五反田地区の調査範囲で検出した住居からも 2

期から 3期、 3期から 4期、 4期から 5期、 5期か

ら6期へと 3軒単位の移動が考えられる。こうした

様相については、特に 5期から 6期への変化をみる

と125号住居から122号住居、 126号住居から123号住

居、そして126号住居の北東、 124号住居の南東に存

在したと推測される住居から124号住居へと 5期の

住居が北西に新たな住居を構築して移動したのでは

ないかと想定される。また、こうした住居の動きと

共に今まで住居の北西側に展開していた耕地を新た

に南東に移動させたと想定される。また、こうした

住居移動は、それぞれの住居があまり時間的間隔を

置かないで行ったことが125号住居や126号住居の埋

没土の状態から考えられる。こうした単位集団によ

る移動については、和島誠一氏、近藤義郎氏、広瀬
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和雄氏等の先学の集落論研究で指摘されていたが、

それがまさに遺跡において実証されたと思われる。

こうした状況から下芝五反田遺跡における住居

は、多少の時間差はあるであろうがある程度の単位

ごとに移動したと考えられる。こうした移動の要因

には、畠の耕作状態にみられる休耕地の確保といっ

た問題が考えられ、土地利用の単位的移動が想定さ

れる。また、土地利用の単位としては、五反田地区

のHr-FA層下で確認された 3軒の住居の周囲に畠

を営む形態を 1単位とみることができると考えられ

る。そしてこの単位の中には、多少の付随する掘立

柱建物と平地建物があると想定されるが黒井峰遺跡

等にみられるような複数の平地建物や倉庫と言った

建物は存在しないと思われる。

この状況からすると住居群＋耕作中の畠＋休耕中

の畠が一つの単位と考えられる。そしてこの 3軒の

住居の住民により周囲の畠の耕作、管理などの経営

が行われたと考えられる。また、こうした住居＋畠

の単位については、約100m離れた箕郷町教育委員

会調査区でも住居変遷6期に相当する住居が検出さ

れておりその周堤帯に近接するように畠が検出され

ていることからこのような形態がこの地域の農業経

営単位の末端ではないかと想定される。

5. おわりに

下芝五反田遺跡では、 Hr-FA層やHr-FA・ H 

r-F P泥流層で覆われていたため古墳時代後期初頭

当時の地表面がそのまま残した状態で竪穴住居や畠

等を検出できた。しかし、テフラで直接覆われた遺

構は、住居と畠だけであった。 Hr-FAの20~30年

後の降下である Hr-FP層で埋没した子持村黒井峰

遺跡や西組遺跡等と比較すると大きな相違がみられ

る。黒井峰遺跡や西絹遺跡は、今まで紹介された資

料によると竪穴住居と高床式倉庫、平地建物を含ん

だ居住域を芝垣で囲んだ占有地を所有している。そ

して平地建物は、いくつかの形態が確認されそれら

の形態から住居、納屋、作業小屋、家畜小屋などの

性格が明らかになっている。こうした占有地の中は、

2.遺構について

今日の農家が自己の塀で囲んだ敷地の中を母屋、納

屋、作業小屋、家畜小屋等を配置するのと同様な状

態であったことが明らかになっている。

下芝五反田遺跡では、前記のように竪穴住居 3軒

の周囲に平地建物や芝垣等を設けず畠が展開してお

り黒井峰遺跡等とは相違がみられる。こうした形態

の差が地域的、社会的な要因かについては調査範囲

が限定されたなかでは限界がある。

しかし、この地域は、「III. 周辺の環境、 2. 歴

史的環境」をみていただくと解るように下芝五反田

遺跡の古墳時代集落と同じ時期に三ッ寺 I遺跡の豪

族居館が存在している。また、東0.5kmには下芝谷

ツ遺跡が存在している。現在、三ッ寺I遺跡の豪族

居館の首長と下芝谷ツ遺跡に埋葬されている首長と

の関係は、三ッ寺I遺跡の首長を榛名山南麓域を支

配する首長層と想定し、下芝谷ツ遺跡の首長を副葬

品や下芝五反田遺跡（箕郷町教育委員会調査区）で出

土した韓式系土器から外交を担当する配下の首長層

ではないかと想定している。

また、 三ッ寺I遺跡の豪族居館を中心とした開発

については、能登健氏、右島和夫氏、坂ロ ー氏

等による生産史や集落、古墳の分析・研究により保

渡田古墳群のなかの二子山古墳以前の首長墓が周囲

に存在しないことや周辺の熊野堂遺跡、三ッ寺1I遺

跡、井出村東遺跡、保渡田遺跡、中林遺跡で 5世紀

後半代から急激に住居の増大傾向が観られることか

ら三ッ寺 I遺跡の豪族居館を築いた首長は 5世紀後

半に新たにこの地域を統合し飛躍的な成長を遂げた

豪族であったと考えている。また、この飛躍的成長

の背景を溜井灌漑や河川改修による大規模灌漑を利

用した農業開発であったと考えている。また、下芝

五反田遺跡の成立もちょうどこの三ッ寺 I遺跡の首

長が飛躍的成長を遂げるときであり右島氏のいう大

規模灌漑により今まで未開の地であった下芝五反田

遺跡の地域も農地化が行われたと考えられる。

こうした歴史的背景を考えるならば下芝五反田遺

跡の集落は、コッ寺I遺跡の豪族居館の大首長層、

下芝谷ッ遺跡の中首長層の直接的配下にあった農耕
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集落と考えられる。下芝五反田遺跡の集落はこうし

た首長層配下の直接的な支配集落の一面を提示して

いると考えられる。

こうした集落のあり方は、黒井峰遺跡や西組遺跡

で検出された古墳時代の集落とは異なった様相を提

示しており今後の古墳時代集落研究のうえでも重要

な役割を占めており、今後周辺に位置する大規模な

祭祀遺構を検出した下芝天神遺跡、 Hr-FA層下、

Hr-F P層下の水田跡を検出した浜川遺跡群をはじ

めとする同時代の遺跡の発掘調査成果をふまえて総

合的に考察する必要があると考える。
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1.五反田地区地質調査

VII 科学分析・同定

はじめに

下芝五反田遺跡では、五反田地区でテフラを中心とした地質調査、 122号住居の住居構築材と考えられる炭

化材や128号住居、 134号住居、 138号住居の出土炭化材についての樹種同定、 124号住居・ 125号住居・ 134号住

居から出土した赤色顔料の分析を行っ た 。 清水地区では、テフラを中心とした地質調査、 1 号住居 •Hr- FA

層下畠より検出した植物遺体の植物珪酸体分析と DNA分析、 Hr-FP直下の黒色土層中の花粉分析を行った。

1. 下芝五反田遺跡五反田地区地質調査

株式会社古環境研究所

1.はじめに

榛名火山南東部白川扇状地上に位置する下芝五反田遺跡五反田地区の発掘調査では、テフラ層により覆われ

た竪穴住居や畠などの遺構が多く検出された。そこで地質調査を行い、地層の層序についての記載を行うこと

になった。地質調査の対象となった地点は、 125号住居址、 124号住居址、 85区T-6グリ ッド第 1地点、 85区

T-6グリッド第2地点、 86区H-18グリッドの 5地点である。

2. 地質層序

(1) 125号住居

竪穴住居である本遺構の覆土は、下位より礫混じり灰色砂層（層厚21cm)、成層したテフラ層、灰色石質岩片

や白色軽石を多く含む灰色泥流堆積物（層厚63cm、軽石の最大径83mm、石質岩片の最大径97mm)からなる（図 l)。

これらの土層のうち、成層したテフラ層は、下位より赤褐色の細粒火山灰層 （層厚0.6cm)、灰色細粒火山灰

層（層厚0.8cm)、暗灰色粗粒火山灰層（層厚0.6cm)、灰色細粒火山灰層（層厚0.5cm)黄色細粒火山灰層 （層厚

0.2cm)、黄褐色粗粒火山灰層（層厚0.3cm)、黄褐色細粒火山灰層（層厚0.5cm)から構成されている。このテフラ

層は、その層相から 6世紀初頭に榛名火山から噴出した榛名ニッ岳渋川テフラ層(Hr-FA,新井， 1979,坂口，

1986, 早田， 1989, 町田 ・新井， 1992)に同定される。

(2) 124号住居

竪穴住居である本遺構の覆土は、下位より成層したテフラ層、黒灰色土（層厚7cm)、成層したテフラ層、黄

灰色泥流堆積物（層厚13cm以上）からなる（図 2)。発掘調査では、床面と下位の成層したテフラ層の間および上

位の成層したテフラ層の直下から炭化した材が検出されている。

これらの土層のうち、下位の成層したテフラ層は、下位より赤褐色の細粒火山灰層（層厚0.2cm)、円磨され

た白色軽石を含みかすかに成層した黄褐色細粒火山灰層（層厚 1cm、軽石の最大径7mm)から構成されている。

一方上位の成層したテフラ層は、下位より赤褐色の細粒火山灰層（層厚0.3cm)、灰色細粒火山灰層（層厚0.4cm)、

暗灰色粗粒火山灰層（層厚0.5cm)、灰色細粒火山灰層（層厚0.3cm)、黄色細粒火山灰層（層厚0.2cm)、黄褐色粗

粒火山灰層 （層厚0.4cm)、黄褐色細粒火山灰層（層厚1.1cm)から構成されている。成層したテフラ層のうち、上

位のテフラ層はその層相からHr-FAに同定される。一方下位のテフラ層についても、その堆積構造は明瞭で

はないもののHr-FAに同定される可能性が大きい。これについては、考察のところで言及する。
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(3) 85区T-6グリッド第 1地点

本地点では、 4層準から畠遺構が検出された。ここでは、下位より灰色砂層（層厚5cm以上）、灰色軽石に富

む黄色砂層（層厚9cm、軽石の最大径12mm)、灰色軽石混じり灰色砂層（層厚5cm)の連続が認められた（図 3)。

灰色軽石は比較的発泡がよく、斑晶に斜方輝石が認められる。このことから、灰色軽石は 4世紀中葉に浅間火

山から噴出した浅間C軽石(As-C、新井， 1979)に由来するものと考えられる。

またこれらの土層のうち、最上位の土層の上面に畠が作られている。この畠の上には層厚27cmの砂層が認め

られ、その中の 2層準および砂層の上面の合計3層準から畠遺構が検出された。これらのうち、最下位の畠の

作土は黄灰色砂層（層厚13cm)、中位の畠の作土は灰色砂層（層厚14cm)、上位の畠の作土は暗灰色砂層（層厚13cm)

である。

4層準の畠のうち、最上位の畠は成層したテフラ層により覆われている。この成層したテフラ層は、下位よ

り赤褐色の細粒火山灰層（層厚1.1cm)、桃灰色細粒火山灰層（層原1.8cm)、暗灰色粗粒火山灰層（層厚0.3cm)、

かすかに成層した黄灰色細粒火山灰層（層厚0.5cm)、黄色粗粒火山灰層（層厚0.2cm)、黄灰色細粒火山灰層（層

厚0.2cm)、桃灰色粗粒火山灰層（層厚0.8cm)から構成されている。このテフラ層は、その層相からHr-FAに

同定される。このHr-FAの上位には、灰色泥流堆積物が堆積している。

以上のことから、発掘調査により検出された 4層準の畠は、いずれも As-Cより上位でHr-FAの下位に

あることが明らかである。とくに最上位の畠は、 Hr-FAの堆積に伴って埋没したものと考えられる。

(4) 85区T-6グリッド第 2地点

本地点では、 2層準から畠遺構が検出された。下位の畠はサクの部分のみが認められるもので、その覆土は

暗灰色砂層となっている。その上位には、下位より灰色砂層（層厚9cm)、暗灰色砂層（層厚6cm)、灰色軽石混

じり灰色砂層（層厚25cm、軽石の最大径9mm)が認められた（図 4)。灰色軽石は比較的発泡がよく、斑晶に斜方

輝石や単斜輝石が認められる。このことから、灰色軽石はAs-Cに由来するものと考えられる。発掘調査では、

これらの土層の最上面に上位の畠が認められ、この畠は第 1地点の成層したテフラ層つまり Hr-FAにより覆

われている。一方、下位の畠については、その覆土の状況から第 1地点4層準の畠のうち、最下位の畠に対比

される可能性が大きいものと考えられる。

(5) 86区H-18グリッド

ここでは、下位より灰色砂層（層厚4cm以上）、暗灰色砂層（層厚5cm)、成層したテフラ層、灰色泥流堆積物

（層厚6cm以上）が認められた（図 5）。これらのうち、成層したテフラ層は、下位より黄褐色の細粒火山灰層（層

厚0.3cm)、黄灰色粗粒火山灰層 （層厚0.7cm)、黄色細粒火山灰層（層厚0.6cm)から構成されている。このテフラ

は、層相からなるHr-FAの上部に同定される。このHr-FAの直下からは畝立ての浅い畠遺構が検出されて

いる。この畠ではHr-FAの比較的下部が検出されなかったことから、 Hr-FA降灰中に作られた畠の可能性

も考えておかなければならない。

3.考察ー住居址覆土中に認められるHr-FAの解釈について

下芝五反田遺跡五反田地区の竪穴住居の中には、 124号住居のようにHr-FAが2層あるように見えるもの

がある。 124号住居では、上位のテフラはHr-FAであることは明白であるが、下位のものについては堆積の

状態があまり良くなく、厳密な議論を展開することは難しい。ただ周辺の多くの発掘調査では、これまで竪穴

住居址覆土などを除いて、本遺跡周辺の平坦地に形成された土壌中に、 Hr-FAとそれによく似た別のテフラ

の2層が検出された例はなく、 Hr-FAのみが認められている。したがって、この地域によく似たテフラが2

層堆積したとは考えにくい。両者がいずれも Hr-FAの一次堆積層であるとするならば、たとえばHr-FA堆
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積開始時にすでに倒壊しかけた住居が存在し、下位のHr-FAは直接床面に堆積したもの、また上位のHr-F

Aは屋根の上に堆積したものと考えることもできるのではあるまいか。また下位のものについては、テフラの

堆積構造がはっきりしないことから、住居周囲からの流れこみによる再堆積層の可能性も少しは考えられよう 。

いずれにしても、この問題については、発掘調査時の所見をもとに議論する必要がある。

4.小結

下芝五反田遺跡において地質調査を行い土層の記載と示標テフラの検出を行なった。その結果、下位より浅

間C軽石（As-C、4世紀中葉）の濃集層、榛名ニッ岳渋川テフラ層 (Hr-FA、6世紀初頭）とそれに続く火

山泥流堆積物が検出された。これらの示標テフラとの層位関係から、発掘調査により検出された125号竪穴住

居と124号竪穴住居は、いずれも Hr-FA降灰以前に構築されたことが明らかになった。また発掘調査により

4層準から検出された畠遺構は、 As-Cの直上でHr-FAより下位にあることも明らかになった。とくに最

上位の畠は、 Hr-FAの堆積に伴って埋没したものである。なお86区H-18グリッドで検出された畠について

は、 Hr-FA降灰中に作られた可能性も考えられた。
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2. 下芝五反田遺跡清水地区 1号住居のテフラ調査

株式会社古環境研究所

1.はじめに

下芝五反田遺跡清水地区の発据調査では、周堤帯をもつ竪穴住居が検出された。そこで基本的な土層断面で

認められる土層と周堤帯を構成する盛土の土層とを比較して、周堤帯の構造に関する資料を収集することに

なった。また砂で充填された地割れの形成年代に関する資料を得るために、テフラ分析が試みられた。

2.土層層序

下芝五反田遺跡清水地区の基本的な土層断面の一部が認められた 1号住居の壁の土層を柱状図にして図 1に

示す。ここでは下位より黄灰色軽石が混じる暗灰色砂質土（層厚29cm,軽石の最大径12mm,試料番号2) と黄

灰色軽石混じり灰色砂層（層厚12cm,軽石の最大径9mm,試料番号 1)が認められた。

1号住居址の周堤帯の断面を図 2に示す。ここでは、下位より灰色砂層（層厚8cm)、黒灰色土（層厚6cm, 

試料番号3)、灰色砂層（層厚8cm,試料番号2)、黄灰色軽石混じり暗灰色土（層厚15cm,軽石の最大径9mm, 

試料番号 1)が認められた。これらの土層のうち、上位の 2層が周堤帯を構成する盛土である。なおこの周堤

帯は、成層したテフラ層（試料番号0) により覆われている。成層したテフラ層は、下位より褐色がかった桃

色の細粒火山灰層（層厚0.5cm)、黄灰色細粒火山灰層（層厚0.4cm)、灰色粗粒火山灰層（層厚0.5cm)、黄灰色

細粒火山灰層（層厚0.4cm)、灰色粗粒火山灰層（層厚0.3cm)、桃色がかった黄色細粒火山灰層（層厚0.2cm)

の連続から構成されている。

なお下芝五反田遺跡清水地区の発掘調査では黄色砂（試料番号 1) により充填された地割れが検出された。

この地割れは少なくとも成層したテフラ層の下面にまで達している。

3. テフラ検出分析

(1)分析試料と方法

1号住居壁の試料番号2、1号住居の周堤帯試料番号1および0、さらに地割れを充填した砂の 4試料を対

象としてテフラ検出分析を行い、試料中に含まれるテフラ粒子の量や特徴などの記載を行った。分析の手順は

次の通りである。

1)試料10gを秤量。

2) 80℃で恒温乾燥。

3)実体顕微鏡下でテフラ粒子の特徴を観察。

(2)分析結果

テフラ検出分析の結果を表1に示す。 1号住居壁の試料番号2および1号住居の周堤帯試料番号 1の中に比

較的多く含まれる黄灰色の軽石は、スポンジ状によく発泡しており、斑品に斜方輝石と単斜輝石が認められる。

この軽石は、その岩相から 4世紀中葉に浅間火山から噴出した浅間C軽石 (As-C,新井， 1979) に由来す

ると考えられる。また 1号住居の周堤帯を覆う成層したテフラ層および地割れを充填した砂層中には、あまり

発泡のよくない白色の軽石が比較的多く含まれている。軽石の斑晶には角閃石と斜方輝石が認められる。層相

の特徴も合わせて考えると、 6世紀初頭に榛名火山から噴出した榛名ニツ岳渋川テフラ (Hr-FA,新井， 1979,

坂口， 1986,早田， 1989) に由来する可能性が大きい。とくに前者については、層相からも Hr-FAの一次堆

積層と判断される。

なお後者の試料からHr-FA起源の軽石が検出されたことは、砂層の堆積がHr-FA降灰以降の可能性を示
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唆している。

4.重鉱物組成分析

(1)分析の目的と方法

周堤帯を構成する土層の起瀕を求めるために、周堤帯を構成する土層と、それとよく似た自然堆積の土層か

ら採取された合計 5点の試料について、重鉱物組成分析と粒度分析を行って、土層間の比較を行うことになっ

た。重鉱物組成分析の手順は次の通りである。

1)試料20gを秤量。

2)超音波洗浄装置により泥分を除去。

3) 80℃で恒温乾燥。

4)分析飾により l/4-l/8mmの粒子を飾別。

5)偏光顕微鏡下で重鉱物250粒子を検鏡し、重鉱物組成を求める。

(2)分析結果

重鉱物組成ダイヤグラムを図 3に、その内訳を表2に示す。 1号住居址壁試料番号 1には、量の多い順に斜

方輝石 (61.2%)、磁鉄鉱 (14.8%)、単斜輝石 (12.0%)、角閃石（7.6%) などの重鉱物が含まれている。 1

号住居址壁試料番号2には、量の多い順に斜方輝石 (56.8%)、磁鉄鉱（21.2%)、単斜輝石 (16.0%)、角閃

石 (3.2%) などの重鉱物が含まれている。

1号住居址周堤帯試料番号 1には、量の多い順に斜方輝石 (53.2%)、磁鉄鉱（30.8%)、単斜輝石 (10.8%)、

角閃石 (4.0%)、カンラン石 (0.4%) などの重鉱物が含まれている。また試料番号 2には、量の多い順に斜

方輝石 (56.4%)、磁鉄鉱（22.8%)、単斜輝石 (16.8%)、角閃石 (3.2%) などの重鉱物が含まれている。さ

らに試料番号 3には、量の多い順に斜方輝石 (63.2%)、磁鉄鉱（19.6%)、単斜輝石 (11.2%)、角閃石（4.0%)

などの重鉱物が含まれている。

以上のように、量の多少に違いはあるものの、いずれの試料にも量の多い順に斜方輝石、磁鉄鉱、単斜輝石、

角閃石が含まれており、よく似た特徴を持っている。層相のよく似た 1号住居壁試料番号 1と1号住居周堤帯

試料番号 2、また 1号住居壁試料番号 2と1号住居周堤帯試料番号 1とでは、重鉱物組成上でもよく似た傾向

が認められる。

5.粒度分析

(1)分析の方法

粒度分析は次の手順で行われた。

1)試料を80℃で24時間乾燥。

2) 16mm-l/16mmの分析飾 (1¢間隔）を用い、手動により飾別。

3)電子天秤により秤量。

(2)分析結果

粒度分析の結果を表3に、粒度分布曲線を図 4に示す。分析では、 Forkand Word (1957)の式に基づいて、

中央粒径、平均粒径、分級度、歪度、尖度などによって試料間の比較を試みることにした。しかし実際には分

析試料中に細粒の粒子 (4¢未満）が比較的多く含まれているために¢95が算出できず、分級度、歪度、尖度

を求めることはできなかった。分析飾以外の方法により細粒物質の粒度を測定する必要がある。

1号住居壁試料番号 1、2、 1号住居周堤帯試料番号 1、2、3の中央粒径 (Md¢) は、順に2.53、2.24、

2.36、2.07、2.79である。また平均粒径 (Mz) は、順に2.53、2.24、2.43、1.92、2.81である。遺構構築前
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の旧表土である 1号住居址周堤帯試料番号3については、他の試料と比較して中央粒径と平均粒径が小さい（細

かい）傾向が伺えた。それ以外については、とくに層相の似た 1号住居壁試料番号2と1号住居周堤帯試料番

号 1の間でよく似た傾向が伺えた。しかしもう 一方の 1号住居壁試料番号 1と1号住居周堤帯試料番号2とで

は、後者の粒径が大きい傾向が明らかになった。

6.小結

下芝五反田遺跡清水地区の 1号住居の壁で見られた自然堆積の土層と、周堤帯の盛土との比較を、地質調査

による野外観察、テフラ検出分析さらに重鉱物組成分析と粒度分析を合わせた室内分析により試みた。その結

果、さほど顕著ではないものの、層相のよく似た試料同士で同じテフラに由来する軽石が認められた。 また重

鉱物組成上似た傾向が認められ、自然堆積層をそのまま盛土に用いた傾向が伺えた。なお周堤盛土については

層相のよく似た自然堆積層よりも粒度が粗い傾向にあり、盛土構築途中で粗粒の砂が混入した可能性が考えら

れる。
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第3表 清水地区のテフラ検出分析結果 第4表 清水地区の重鉱物組成分析結果
地点 試料軽石の址軽石の色調軽石の最大径 地点 試料 ol opx cpx ho b1 mt その他 合計

1号住居壁 2 ＋十 灰白 8.8mm 1号住居壁 l 

゜
153 30 19 

゜
37 11 250 

1号住居周堤帯 0 ＋十 白 2.5mm 2 

゜
142 40 8 

゜
53 7 250 

1号住居周堤帯 l 十＋ 灰白 7.3mm 1号住居周堤帯 l l 133 27 10 

゜
77 2 250 

地割れ l 十＋ 白 4.1mm 2 

゜
141 42 8 

゜
57 2 250 

十＋＋＋ ：とくに多い， ＋十＋ ：多い，＋＋ ：中程度， 3 

゜
158 28 10 

゜
49 5 250 

＋ ：少ない，ー ：認められない． 数字は粒子数

第5表 清水地区1号住居壁の粒度分析結果 第6表 清水地区1号住居周堤帯の粒度分析結果
粒径／試料 1 2 粒径／試料 1 2 3 

-4 ¢ (> 16mm) 0.00 g 0.00 g -4¢ (>16mm) 0.00 g 0.00 g 0.00 g 

-3 ¢ (16-8mm) 0.54 g 1. 67 g -3 ¢ (16-Smm) l. 31 g 5.63 g 0.00 g 

-2 ¢ (8-4mm) l. 97 g 6. 7 2, -2 ¢ (8-4mm) 3. 74 g 4.57 g 0.47 g 

-1 ¢ (4-2mm) 2.18 g 6.00 g -1 ¢ (4-Zmm) 3.63 g 3. 61 g 0.80 g 

〇¢ (2-lmm) 2. 58 g 5.26 g 0¢ (2-lmm) 3. 73 g 4.48 g 1.44 g 

l ¢ (l -0. 5mm) 8.06 g 6.59 g l ¢ (l -0. 5mm) 7.59 g 11. 77 g 3.48 g 

2¢ (0.5-0.25mm) 43. 91 g 23. 53 g 21' (0.5-0.25mm) 28.06 g 37.38 g 13. 26 g 

3¢ (0.25→0.125mm) 115.88g 58.28 g 3¢ (0.25-0.125mm) 38. 63 g 46.49 g 44.94 g 

4 ¢ (0.125-0. 063mm) 48. 80 g 29. 32 g 4'P (0.125-0. 063mm) 17. 92 g 18. 55 g 31. 38 g 

〈41 (<0.063mm) 14. 28 g 12. 09 g 〈4¢ (<0.063mm) 18. 97 g 8. 78 g 13. 98 g 

合計 238.20 g 149.46g 合計 123. 58 g 141. 26 g 109. 75 g 
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3. 下芝五反田遺跡清水地区のテフラ調査

株式会社古環境研究所

1.はじめに

榛名火山南東麓、白川扇状地上に位置する下芝五反田遺跡清水地区の発掘調査では、良好な地層の断面が作

成された。そこで地質調査を行い地質層序を記載するとともに、テフラ検出分析を行って示標テフラの層位を

明かにした。地質調査の対象とした地点は、 75区J-12+ 3 mグリッドおよび75区G+lm-11グリッドの 2地

点である。

2. 地質層序

(1) 75区J-12+3mグリッド

ここでは黒色土（層厚 2cm以上）の上位に、下位より成層したテフラ層（層厚3.2cm)、礫混じり灰色砂層（層厚

44cm,礫の最大径91mm)、暗褐色土（層厚0.3cm)、桃灰色砂層（層厚1.3cm)、黒褐色土（層厚0.3cm)、成層した灰

色砂層（層厚21cm)、白色軽石円礫を含む黄灰色砂礫層（層厚9cm,最大径56mm)、灰色シルト層（層厚4cm)、灰

色砂層（層厚 6cm)、黒色腐植土（層厚0.3cm)、灰色砂層（層厚0.6cm)、黒色腐植土（層厚0.2cm)、成層した黄灰

色砂層（層厚3cm)、黒褐色腐植土（層厚0.8cm)、黄白色細粒火山灰層（層厚0.2cm)、葉理の発達した桃灰色シル

ト層（層厚 8cm)、気泡が含まれる黄灰色泥流堆積物（層厚16cm,軽石の最大径140mm)、葉理が発達した黄色シ

ルト層（層厚2cm)、気泡が少量含まれる灰色泥流堆積物（層厚147cm,軽石の最大径190mm)の連続が認められた。

成層したテフラ層は、下位より褐色がかった桃色細粒火山灰層（層厚0.8cm)、葉理が発達した暗灰色粗粒火

山灰層（層厚1.5cm)、灰白色細粒火山灰層（層厚0.3cm)、桃色がかった黄色細粒火山灰層（層厚0.6cm)から構成

されている。このテフラは、層相などから 6世紀初頭に榛名火山から噴出した榛名ニッ岳渋川テフラ層（Hr-

FA,新井， 1979,坂口， 1986, 早田， 1989, 町田・新井， 1992)に同定される。またその上位にある黄白色

細粒火山灰層は、層位や層相などから 6世紀中葉に榛名火山ニツ岳火口から噴出した榛名ニッ岳伊香保テフラ

層(Hr-FP,新井， 1962,坂口， 1986,早田， 1989, 町田・新井， 1992)の最上部の火山灰層に同定される。

これらの示標テフラ層との層位関係から、少なくとも Hr-FAの直上にある礫混じり灰色砂層はHr-FA（お

もにFPF-1,新井， 1979)の堆積に伴って発生した洪水堆積物の可能性が大きい。またHr-FPの上位にある泥

流堆積物も、その層位や堆積物中に気泡が含まれている層相などから、 Hr-FP（おもにFPF-2,新井， 1979)

の堆積に伴って発生した洪水堆積物である可能性が大きい。なお泥流堆積物中の気泡は、泥流に含まれていた

水が、泥流中の粒子の熱により水蒸気に気化したために形成されたものと考えられる。すなわちHr-FPに伴

う泥流は、下芝五反田遺跡清水地区付近に堆積した当時、少なくとも部分的にかなり高温（100℃以上）の状態

が保たれていたものと推定される。

(2) 75区G+lm-11グリ ッド排水溝断面

本地点では75区J-12+ 3 mグリッドの成層したテフラ層の下位の地層がよく観察できた。ここでは砂混じ

り灰色亜円礫層（層厚10cm以上）の上位に、下位より黒褐色砂質土（層厚0.3cm)、黄褐色軽石層（層厚3cm, テフ

ラ分析試料番号 1)、黒褐色土（層厚4cm)が認められた。

3.テフラ検出分析

(1)分析試料と分析方法

75区G+lm-11排水溝断面でみとめられた黄褐色軽石層について、すでに噴出年代が明らかにされている

示標テフラとの同定を行うためにテフラ検出分析を行った。分析の手順は次の通りである。
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1)試料10gを秤量。

2)超音波洗浄装置により泥分を除去。

3) 80℃で恒温乾燥。

4)実体顕微鏡下でテフラ粒子の特徴を観察。

(2)分析結果

テフラ検出分析の結果を表 1に示す。75区G+lm-11グリッド試料番号 1には、黄褐色軽石がとくに多く

含まれている。軽石はスポンジ状に比較的よく発泡しており、斑晶に斜方輝石や単斜輝石などが認められる。

軽石の最大径は9.3mmである。一方、石質岩片の最大径は2.3mmである。また黄白色でスポンジ状によく発泡し

た軽石型火山ガラスも少量含まれている。このテフラ層は、層位やテフラ粒子の特徴などから 4世紀中葉に浅

間火山から噴出した浅間C軽石（As-C,新井， 1979)に同定される。

4.小結

下芝五反田遺跡清水地区において地質調査とテフラ検出分析を合わせて行った結果、下位より浅間C軽石（A

s-C, 4世紀中葉）、榛名ニッ岳渋川テフラ層(Hr-FA, 6世紀初頭）、 Hr-FAの堆積に伴って発生した洪

水堆積物、榛名ニツ岳伊香保テフラ層(Hr-FP, 6世紀中葉）、 Hr-FPの堆積に伴って発生した泥流堆積

物が認められた。また堆積物中に気泡が認められたことから、 Hr-FPに伴う泥流は、下芝五反田遺跡清水

地区付近に堆積した当時少なくとも部分的にかなり高温（100℃以上）状態が保たれていたものと推定された。
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第7表 下芝五反田遺跡清水地区におけるテフラ検出分析結果

地点 試料 軽石 火山灰

量 色調最大径 量 形態色調

75区G+lm-11 1 十＋＋＋ 黄褐 9.3 + pm 黄白

＋＋＋＋ ：と くに多い，＋＋十 ：多い， ＋＋ ：中程度， ＋ ：少ない，

ー ：認められない．最大径の単位は， mm.
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第196図 清水地区の地質柱状図
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4. 下芝五反田遺跡清水地区畠出土植物遺体珪酸体分析

株式会社古環境研究所

1.はじめに

植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸（Si02)が蓄積したものであり、植物が枯れた後も

微化石（プラント・オパール）となって土壌中に半永久的に残っている。この微化石は植物により様々な形態的

特徴を持っていることから、土壌中から検出してその組成や量を明らかにすることで過去の植生環境を復元す

ることができる（杉山， 1987)。

下芝五反田遺跡清水地区の発掘調査では、 Hr-FA直下から畠跡と見られる畝状遺構が検出され、同遺構面

およびHr-FA中では草本類の植物遺体が認められた。ここでは、これらの試料について植物珪酸体分析を行

い、イネ科栽培植物の同定および周辺の植生復原を試みた。

2. 試料

試料は、 Hr-FA直下の畠跡表面から試料No.1~No. 4、同畝部断面からNo.1~No. 6、Hr-FP直下から試料

Pl（黒褐色腐植層）の計11点が採取された。植物遺体は、畠跡表面からNo.1~No. 6、Hr-FA中からNo.1とNo.

2の計8点が採取された。このうち、畠跡表面の植物遺体はどれもかなり炭化が進んでおり、外見から植物種

の識別はできなかった。

3. 分析法

植物遺体については、電気炉灰化法（550℃、 6時間）によって灰像試料を作成し、オイキ ットで封入してプ

レパラートを作成した。土壌試料については、プラント・オパー）レ定量分析法（藤原， 1976)をもとに、次の手

順で植物珪酸体の抽出 ・定最を行った。

l)試料の絶乾（105℃ •24時間）

2)試料約 1gを秤量、ガラスピーズ添加（直径約40μm、約0.02 g) 

※電子分析天秤により 1万分の 1gの精度で秤量

3)電気炉灰化法による脱有機物処理

4)超音波による分散(300W • 42 KHz • 10分間）

5)沈底法による微粒子(20μm以下）除去、乾燥

6)封入剤（オイキット）中に分散、プレパラート作成

7)検鏡・計数

同定は、機動細胞に由来する植物珪酸体をおもな対象とし、 400倍の偏光顕微鏡下で行った。計数は、ガラ

スビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぽプレパラート 1枚分の精査に相当する。試料 1gあた

りのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数の比率をかけて、試料1g中の植物珪酸

体個数を求めた。

また、この値に試料の仮比重(1.0と仮定）と各植物の換算係数（機動細胞珪酸体 1個あたりの植物体乾重、単

位： 10-5いをかけて、単位面積で層厚 1cmあたりの植物体生産量を算出した。換算係数は、キビ族はヒエ、

ヨシ属はヨシ、ウシクサ族はススキの値を用いた。その値はそれぞれ8.40、6.31、l.24である。タケ亜科につ

いては数種の平均値を用いた。ネザサ節の値は0.48、クマザサ属は0.75である。

4.分析結果

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。
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〔イネ科〕

キビ族（ヒエ属など）、ヨシ属、ウシクサ族（ススキ属やチガヤ属など）、シバ属、キビ族型、ウシクサ族型、

ウシクサ族型（大型）、くさび型、ネザサ節型（おもにメダケ属ネザサ節）、クマザサ属型（おもにクマザサ属）、

未分類のタケ亜科、表皮毛起源、棒状珪酸体、茎部起源、未分類等

〔樹木〕

はめ絵パズル状（広葉樹）、多角形板状（広葉樹）

以上の分類群について定量を行い、その結果を表 1、表2および図 1に示した。写真図版に主要な分類群の

顕微鏡写真を示す。

5.イネ科栽培植物の検討

植物珪酸体分析で同定される分類群のうち栽培植物が含まれるものには、イネをはじめ、オオムギ族（ムギ

類が含まれる）、キビ族（ヒエやアワ、キビなどが含まれる）、オヒシバ属（シコクビエが含まれる）、 トウモロ

コシ属、ジュズダマ属（ハトムギが含まれる）などがある。本遺跡の試料からはこのうちのキビ族が検出された。

キビ族は、 Hr-FA直下畠跡の畝間(No.2とNo.4)から検出された。密度はいずれも700個／gと少量である。

同族にはヒエやアワ、キビなどの栽培種が含まれるが、現時点ではこれらの栽培種とイヌビエやエノコログサ

などの野・雑草とを完全に識別するには至っていない（杉山ほか， 1988）。したがって、同畠跡でヒエなどのキ

ビ族植物が栽培されていた可能性は考えられるものの、イヌビエなどの野 ・雑草に由来するものである可能性

も否定できない。

イネ科栽培植物の中には未検討のものもあるため、未分類等としたものの中にも栽培種に由来するものが含

まれている可能性が考えられる。これらの分類群の給源植物の究明については今後の課題としたい。なお、植

物珪酸体分析で同定される分類群は主にイネ科植物に限定されるため、根菜類などの畠作物は分析の対象外と

なっている。

6. 畠跡表面の植物遺体について

Hr-FA直下の畠跡表面から採取された植物遺体(No.1~No. 6)およびHr-FA中から採取された植物遺体

(No. 1とNo.2)の灰像について観察を行った。

その結果、畠跡表面の植物遺体(No.1~No. 6)では、いずれの試料からも植物珪酸体（機動細胞や短細胞、結

合組織、表皮毛などに由来する珪化細胞組織）は確認されなかった。したがって、これらの植物遺体は植物珪

酸体をほとんど形成しない植物種に由来するものである可能性が考えられる。

Hr-FA中の植物遺体(No.1とNo.2)では、わずかながら結合組織や維管束などに由来すると考えられる棒

状の珪化細胞組織（棒状珪酸体）が認められた。この珪酸体はこれまでに検討した標本の中ではカャッリグサ科

の一種に類似しているように思われるが、棒状珪酸体は様々な植物種で形成され、標本の検討が充分でないこ

とから、給源植物の究明については今後の検討課題としたい。

7. 植物珪酸体群集と古植生

1) Hr-FA直下層

Hr-FA直下層では、全体的にヨシ属やウシクサ族（ススキ属など）、ウシクサ族型、棒状珪酸体などが多く

検出された。また、前述のように一部の試料からはキビ族が少量検出された。おもな分類群について植物珪酸

体密度から給源植物の生産量を推定したところ、ヨシ属が圧倒的に卓越しており、次いでウシクサ族（ススキ

属など）が多くなっていることが分かる（表2)。

これらの結果から、 Hr-FA直下層の堆積当時はヨシ属が多く生育する湿地的な状況であったものと考えら
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れ、その周辺などではススキ属なども見られたものと推定される。なお、 Hr-FA直下の畠跡はこのようなヨ

シ原を造成して作られたものと考えられる。

2) Hr-FP直下層

Hr-F P直下層 (P1)では、ヨシ属が極めて多量に検出され、ウシクサ族型やシバ属なども見られた。植

物体量の推定値によると、ヨシ属は面積1m2で層厚 1cmあたり約13kgにも達しており、圧倒的に卓越している

（表2）。これらのことから、 Hr-FP直下層の堆積当時はヨシ属が繁茂する湿地であったものと推定される。

8. まとめ

Hr-FA直下の畠跡表面の土壌や植物遺体について検討を行った。その結果、同畠跡ではヒエなどのキビ族

植物が栽培されていた可能性が認められたものの、栽培植物種を明確に特定するには至らなかった。なお、H

r-F A直下層の堆積当時はヨシ属が生育する湿地的な状況であったものと考えられ、そのヨシ原を造成して畠

が作られたものと推定される。
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植物珪酸体の顕微鏡写真

No 分 類 群 地 点 試料名

1 キピ族（ヒエ族など） Hr-FA直下畠 2 

2 ヨシ属 Hr-FA直下畠 2 

3 ヨシ属 土層断面 3 

4 ウシクサ族（ススキ属など） Hr-FA直下畠 3 

5 キピ族 土層断面 1 

6 ウシクサ族（大型） 土層断面 6 

7 くさび型 土層断面 2 

8 ネザサ節型 Hr-FA直下畠 2 ， クマザサ属型 土層断面 5 

10 棒状珪酸体 Hr-FA直下畠 2 

11 はめ絵パズル状（広葉樹） Hr-FA直下畠 3 

12 多角形板状（広葉樹） Hr-FA直下畠 2 
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第8表 清水地区畠植物珪酸体分析結果 （単位： 100個／g)

Hr-FA直下畠 ウネの土層断面 Hr-FP直下

1 2 3 4 1 2 3 4 5 6 p 1 
分類群 ウネ上 ウネ間 ウネ上ウネ間 Hr-FA直下

イネ科

キピ族（ヒエ属など） 7 7 

ヨシ属 45 76 80 73 60 69 110 60 7 24 211 

ウシクサ族（ススキ属など） 45 55 36 7 22 123 19 67 27 24 7 

シバ属 21 

キビ族型 7 7 22 7 

ウシクサ族型 104 89 138 26 60 82 19 60 41 55 77 

ウシクサ族型（大型） 13 6 

くさび型 7 7 7 

タケ亜科

ネザサ節型 22 7 14 15 7 12 

クマザサ属 7 6 7 

未分類等 22 14 7 13 13 7 14 18 

その他イネ科

表皮毛起源 22 62 15 7 22 27 6 7 6 21 

棒状珪酸体 164 186 255 119 150 199 162 157 54 80 521 

茎部起源 15 7 22 7 21 

未分類等 216 275 255 132 322 343 285 231 81 190 436 

樹木起源

はめ絵パズル状（広葉樹） 7 7 6 7 

多角形板状（広葉樹） 21 403 7 6 

植物珪酸体総数 648 799 816 697 878 634 604 251 416 1322 

第9表 主な分類群の植物体量の推定値 （単位： Kg/m'・cm) 

Hr-FA直下畠 ウネの土層断面 Hr-FP直下

1 2 3 4 1 2 3 4 5 6 p 1 
分類群 ウネ上ウネ間 ウネ上ウネ間 Hr-FA直下

イネ科

キピ族（ヒエ属など） 0.58 0. 55 

ヨシ属 2.82 4. 78 5.06 4. 58 3. 78 4.33 6.94 3. 76 0.43 1. 54 13.31 

ウシクサ族（ススキ属など） 0.55 0.68 0.45 0.08 0.28 l. 53 0.24 0.83 0.34 0.30 0.09 

タケ亜科

ネザサ節型 0.11 0.03 0.07 0.07 0.03 0.06 

クマザサ属 0.06 0.05 0.05 

※第8表の値に試料の仮比重(1.0と仮定）と各植物の換算係数をかけて算出
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5. 下芝五反田遺跡清水地区 1号住居出土植物遺体珪酸体分析

株式会社古環境研究所

1.はじめに

植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸（SiOりが蓄積したものであり、植物が枯れた後

も微化石（プラント・オパール）となって土壌中に半永久的に残っている。この微化石は大きさや形態が植物

群により固有であることから、土壌中から検出してその紺成や贔を明らかにすることで過去の植生（おもにイ

ネ科）を復元することができる（杉山， 1987)。

ここでは、 1号住居の壁で見られた自然堆積層と周堤帯の盛土について植物珪酸体分析を行い、当時の古植

生・古環境の推定を試みた。

2. 試料

試料は、 1号住居の壁で見られた自然堆積層から 2点、周堤帯の盛土から 3点の計 5点が採取された。これ

らは、テフラ分析や粒度分析を行ったものと同一試料である。試料採取箇所を分析結果の柱状図に示す。

3.分析法

植物珪酸体の抽出と定量は、プラント・オパール定量分析法（藤原， 1976) をもとに、次の手順で行った。

1)試料の絶乾（105℃ •24時間）

2)試料約1gを秤量、ガラスビーズ添加（直径約40μm、約0.02 g) 

※電子分析天秤により 1万分の 1gの精度で秤量

3)電気炉灰化法による脱有機物処理

4)超音波による分散（300W • 42 KHz • 10分間）

5)沈底法による微粒子 (20μm以下）除去、乾燥

6)封入剤（オイキット）中に分散、プレパラート作成

7)検鏡・計数

同定は、イネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体をおもな対象とし、 400倍の偏光穎微鏡下で行った。

計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート 1枚分の精査に相当する。

試料 1gあたりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスピーズ個数の比率をかけて、試料 1g 

中の植物珪酸体個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重と各植物の換算係数（機動細胞珪酸体1個あたりの植

物体乾重、単位： 10-5g)をかけて、単位面積で層厚 1cmあたりの植物体生産量を算出した。換算係数は、ヨ

シ属はヨシ、ウシクサ族はススキの値を用いた。その値は6.31と1.24である。タケ亜科については数種の平均

値を用いた。ネザサ節の値は0.48、クマザサ属は0.75である。

4. 分析結果

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量を行い、

その結果を表 l、表2および図 1、図 2に示した。写真図版に主要な分類群の顕微鏡写真を示す。

〔イネ科〕

機動細胞由来：ヨシ属、ウシクサ族（ススキ属やチガヤ属など）、ジュズダマ属、ウシクサ族型、ウシクサ

族型（大型）、 Aタイプ、ネザサ節型（おもにメダケ属ネザサ節）、クマザサ属型（おもにクマザサ属）、タケ

亜科（未分類等）
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VII 科学分析・同定

その他：表皮毛起源、棒状珪酸体（おもに結合組織細胞由来）、茎部起源、地下茎部起源、未分類等

〔樹木〕

多角形板状（ブナ科コナラ属など）、Aタイプ

5.考察

(1) 1号住居の壁（自然堆積層）

浅間C軽石 (As-C、4世紀中葉）混じりの暗灰色砂質土（試料2) とその上位の灰色砂層（試料1) に

ついて分析を行った。

その結果、試料2ではヨシ属やウシクサ族（ススキ属など）、ウシクサ族型、ネザサ節型などが少量検出さ

れた。試料1でもほぼ同様の結果であるが、ヨシ属はやや増加しており、ジュズダマ属も検出された。おもな

分類群の推定生産量（図 1右側）によると、両者ともヨシ属が圧倒的に卓越していることが分かる。

以上の結果から、各層の堆積当時は、おもにヨシ属が生育する比較的湿潤な土壌条件で推移したものと考え

られ、周辺などではネザサ節なども見られたものと推定される。

(2)周堤帯の盛土

榛名ニツ岳渋川テフラ (Hr-FA、6世紀初頭）直下の暗灰色土（試料1)とその下位の灰色砂層（試料2)、

黒灰色土（試料3) について分析を行った。

その結果、最下位の試料3では、ヨシ属やウシクサ族型、棒状珪酸体が比較的多く検出され、ウシクサ族（ス

スキ属など）やネザサ節型なども検出された。試料2では、ヨシ属やウシクサ族（ススキ属など）、ウシクサ

族型などが検出されたが、いずれも少量である。試料1では試料3とおおむね同様の結果であり、 Aタイプや

クマザサ属型なども検出された。おもな分類群の推定生産量（図 2右側）によると、試料3と試料 1ではヨシ

属が圧倒的に卓越していることが分かる。

6. まとめ

周堤帯の盛土と 1号住居壁の自然堆積層との比較では、層相の似た試料同士で類似した植物珪酸体組成を示

しており、自然堆積層をそのまま盛土に用いた可能性が認められた。

参考文献

杉山真二 (1987)「遺跡調査におけるプラント ・オパール分析の現状と問題点」 r植生史研究」第2号，p.27-37.

杉山真二 (1987)「タケ亜科植物の機動細胞珪酸体」r富士竹類植物園報告」第31号，p.70-83. 

藤原宏志(1976)「プラント・オパール分析法の基礎的研究（l）ー数種イネ科栽培植物の珪酸体標本と定量分析法ー」 r考古学と自然科学』9,p.15-29. 

藤原宏志 (1979) 「 プラント ・ オパール分析法の基礎的研究 （3) ＿福岡・板付遺跡 （夜臼式） 水田および群馬• H高遺跡 （弥生時代）水田における

イネ (0.sativaL.)生産総誠の推定ー」 r考古学と自然科学』12,p.29-41. 

近藤錬三・ピアスン友子(1981)「樹木葉のケイ酸体に関する研究（第2報）一双子葉被子植物樹木葉の植物ケイ酸体について＿」r帯広畜産大学研究

報J12, p.217-229. 

植物珪酸体の顕微鏡写真

No. 分 類 ｝ 子 地 点 試料名

1 ヨシ属 1号住居壁 1 

2 ヨシ属 周堤帯土層断面 2 

3 ウシクサ族（ススキ属など） 1号住居壁 2 

4 ネザサ節型 周堤帯土層断面 3 

5 イネ科Aタイプ 周堤帯土層断面 1 

6 表皮毛起派 1号住居壁 1 

7 棒状珪酸体 周堤帯土層断面 3 

8 多角形板状 周堤帯土層断面 1 ， 樹木Aタイプ 周堤帯土層断面 2 
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第10表 清水地区の植物珪酸体分析結果
（単位： XlOO個／g)

1号住居壁 周堤帯断面

分類群 1 2 1 2 3 

イネ科 51 24 

ヨシ属 12 45 6 103 

ウシクサ族（ススキ属など） 26 12 6 

ジュズダマ属 6 

ウシクサ族型 45 49 116 37 77 

ウシクサ族（大型） 6 

Aタイプ 13 

タケ亜科

ネザサ節型 28 43 19 26 

クマザサ属型 13 

未分類等 22 36 6 25 6 

その他のイネ科

表皮毛起漉 11 6 13 6 6 

棒状珪酸体 34 49 213 68 211 

茎部起源 6 6 13 19 6 

地下茎部起源 11 6 

未分類等 242 267 401 174 340 

樹木起源

多角形板状（広葉樹） 6 6 

Aタイプ 6 

植物珪酸体総数 461 498 893 355 782 

第11表 主な分類群の植物体量の推定値
（単位： Kg/m'・cm) 

1号住居壁 周堤帯断面

分類群 1 2 1 2 3 

イネ科

ヨシ属 3.19 1.53 2.86 0.39 6.47 

ウシクサ属（ススキ属など） 0.15 0.32 0.15 0.08 

タケ亜科

ネザサ節 0.13 0.20 0.09 0.12 

クマザサ属 0.10 

※第10表の値に試料の仮比重（1.0と仮定）と各植物の換算係数を

かけて算出
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VII 科学分析 ・同定

6.下芝五反田遺跡清水地区出土植物遺体のDNA分析

国立遺伝学研究所佐藤洋一郎

1.試料

試料は、清水地区Hr-FA直下の畝跡表面から採取された植物遺体（試料No.1~No. 6)およびHr-FA中から

採取された植物遺体(No.1とNo.2)の計8点である。これらは植物珪酸体分析を行ったものと同一試料である。

2. 方法

植物遺体から、植物組織と思われる部分を取り出しエタノールで洗浄後、所定の操作を経てDNAを抽出し

た。その後、 PCR法によって特定部分のDNAだけを増殖させ、電気泳動法によって得たDNAのバンドパ

ターン（バーコード様の模様のこと。以下バーコードと略記する。）を植物間および遺物と現存種の系統間で比

較した。理論的には同一の個体からとった 2つのDNAのバーコードは必ず全く同じパターンを示すはずであ

る。一方、個体品種または種が違えば、バーコードのどこかに違いが生じることが期待される。

3.結果

(1) Hr-FA直下畠面の植物遺体について

試料No.1~No. 6（写真図版の 4番～ 9番）のうち、 No.2からはDNAが全く検出されず、何らかの原因でD

NAが破壊を受けたものと想像される。出土の状況を考えに入れると、熱変性を受けた可能性が最も濃厚であ

る。また、 No.1では低分子側に小数のバンドを認めるにとどまった。この場合も、 DNAが切断されるなど

大きな損傷を受けていたことを示すものと考えられる。

残りのサンプルからはそれぞれ大きく異なるパターンのバーコードが得られた。ただしNo.4およびNo.6は

似たパターンを示した。

これらのことから、調査を行った 6試料のうち 4試料は、少なくとも 3つの異なる種（または属）に属する植

物であると考えられる。これら 4つの植物に属すると思われる遺体のDNAのパターンを他の植物種のそれと

比較・検討した。しかし、現段階では種または属を同定するには至っておらず、消去法によって以下の植物種

とは一致しないことが確認された。

イネ(indicaおよびjaponica)、ヨシ（静岡県韮山町・狩野川右側群落および函南町・来光川右岸群落）、スス

キ（静岡県三島市遺伝研内群落）、および以下のウリ科作物（白ウリ、キュウリ、 トウガン、カボチャ、スイカ、

メロン、カンピョウ、ヒョウタン）。

(2) Hr-FA中の植物遺体について

Hr-FA中の 2試料（写真図版の10番と11番）については、 DNAを増幅させることはできなかった。Hr-F

A直下の試料と比較して炭化の程度が特別に進んでいたようには見られず、 DNAが火砕流による熱によって

変成を受けたか破壊されたのではないかと考えられる。

3．今後の検討課題

今後の検討すべき課題は 2つあると考えられる。1つは、損傷の程度の大きな遺物から効率よく DNAを取

り出す方法を改善することである。現段階では、試料の量と損傷の状況によってDNAがとれないケースが出

ているが、将来これを改善してゆきたい。

もう 1つは種の同定が現段階ではまだ充分でないことである。これについては現在現存のサンプルの分析を

進めているところで、 2~ 3年のうちには今回の試料を含めかなりの試料について種または亜種レベルでの同

定が行えるようになると期待される。
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7.清水地区の花粉分析

7. 下芝五反田遺跡清水地区の花粉分析

株式会社古環境研究所

1. 試料および方法

試料は、 Hr-FP直下の黒褐色腐植層（試料Pol)である。花粉粒の分離抽出は、試料に以下の順で物理化

学処理を施して行った。

1) 5％水酸化カリウム溶液を加え15分間湯煎する。

2)水洗した後、 0.5mmの飾で礫などの大きな粒子を取り除き、沈澱法を用いて砂粒の除去を行う 。

3) 25％フッ化水素酸溶液を加えて30分放置する。

4)水洗した後、氷酢酸によって脱水し、アセトリシス処理（無水酢酸9: 1濃硫酸のエルドマン氏液を加え 1

分間湯煎）を施す。

5)再び氷酢酸を加えた後、水洗を行う 。

6)沈滋に石炭酸フクシンを加えて染色を行い、グリセリンゼリーで封入しプレパラートを作製する。

以上の物理・化学の各処理間の水洗は、 1500rpm 2分間の遠心分離を行った後、上澄みを捨てるという操

作を 3回繰り返して行った。

検鏡はプレパラート作製後直ちに、生物顕微鏡によって300~1000倍で行った。花粉の同定は、島倉(1973)

および中村(1980)を基本とし、所有の現生標本と対比して行った。結果は同定レベルによって、科、亜科、属、

亜属、節および種の階級で分類され、その際学名は属名までで表した。複数の分類群にまたがるものはハイフ

ン（一）で結んで示した。

2. 結果と所見

検出された花粉・胞子は、樹木花粉6、草本花粉3、シダ植物胞子2形態の計11分類群であり、検出量は極

めて少なかった。検出された花粉粒は痛んでおり、他に炭化した微細な木片が多く含まれていた。結果は、花

粉遺体一覧を表にまとめて示した。同定された分類群を以下に示す。

〔樹木花粉〕 スギ、クリーシイ属ーマテバシイ属、エノキ属ームクノキ

〔草本花粉〕 イネ科、カヤツリグサ科、ヨモギ属 清水地区花粉遺体一覧

〔シダ植物胞子〕 単条溝胞子、三条溝胞子

本試料からは、花粉粒がほとんど検出されなかった

ため、植生・環境を復原することは困難である。堆積

物に花粉が含まれていない原因としては、 1)試料と

なった堆積物が著しく淘汰を受けるような堆積環境で

堆積した、 2)堆積速度が著しく速かった、 3)土壌生

成作用によって花粉化石が分解したなどの要因が考え

られる。ここでは土層の堆積状況などから 3)の要因

が大きいと考えられる。

参考文献

中村純（1973)「花粉分析」古今書院．

島倉巳三郎(1973)「日本植物の花粉形態」 『大阪市立自然科学博物館収

蔵目録」第5集．

中村純(1980)「日本産花粉の標徴」 r大阪自然史博物館収蔵目録』第13

集．

分 類 群

学 名

Arboreal pollen 

Cryptomena 

Celtis-Castanops is-Pasania 

Celtts-Aphananthe 

Aesculus 

Ericaceae 

Sambucus-V 1burnum 

Nonarboreal pollen 

Grammeae 

Cyperaceae 

Artemisia 

Fern spore 

Monolate type spore 

Trilate type spore 

Arboreal pollen 

Nonarborreal pollen 

Total pollen 

Unknown pollen 

Fern spore 

試料

和 名 Po 1 

木本花粉

スギ 1 

クリーシイ属ーマテバシシ属 1 

工ノキ属ームクノキ 2 

トチノキ 1 

ッツジ科 1 

ニワトコ属ーガマズミ属 1 

草本花粉

イネ科 1 

ヵャッリグサ科 4 

ヨモギ属 1 

シダ植物

単状溝胞子 2 

三条溝胞子 1 

木本花粉 7 

草本花粉 6 

花粉総数 13 

未同定花粉 3 

シダ植物胞子 3 
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VII 科学分析・同定

8.下芝五反田遺跡五反田地区出土樹種同定

植田 弥生（パレオ・ラボ）

1.はじめに

当遺跡は群馬郡箕郷町下芝字五反田に位置し、東を井野川、西を榛名白川に挟まれた標高約145mの台地上

に立地する。ここではFA層下で古墳時代 6世紀初頭の122号住居と畠耕作土（畠区画 1)から出土した炭化材

と、古墳時代 5世紀末以降の128号住居・ 134号住居・ 138号住居から出土した炭化材の樹種同定結果を報告す

る。試料番号順の同定結果を表 lに示した。 122号住居からは53試料が取り上げられており、 一部試料は図面

に位置が記録されておりその樹種を記号で記入し産状が判るようにした。

2. 試料と方法

試料は出土位置ごとに取り上げられ紙箱に保存されている。各試料は崩れて複数の破片になっており、 一箱

に複数の分類群が含まれているものが多かった。試料No.2 • 6 • 32 • 34は組織の保存状況が悪く同定に至ら

なかった。

同定は炭化材の 3方向の破断面の組織を走査電子顕微鏡で観察し行った。横断面（木口）は炭化材を手で割り

新鮮な面を出す。接線断面（板目）と放射断面（柾目）は片刃の剃刀を方向に沿って軽くあて弾くように割り面を

出す。この 3断面の試料を直径1cmの真鍮製試料台に両面テープで固定し、その周囲に導電性ペーストを塗る。

試料を充分乾燥させた後、金蒸着を施し、走査電子顕微鏡（日本電子（株）製 JSM T-100型）で観察・写真撮

影をした。

3. 同定された樹種の組織記載

1)クマシデ属 A Carpinus A カバノキ科 図版 1la-le. (No.l 122号住居炭化物 1)

放射組織が集合する部分と小型の管孔が単独または放射方向に 2～数個が複合し配列する部分とがある散孔

材。道管の壁孔は小型で交互状に密在、穿孔は単一、内腔のらせん肥厚は不明。放射組織はほぽ同性、 1 ~ 3 

細胞幅で細く、道管との壁孔は大きい。集合放射組織があり、穿孔も単ーであることから、イヌシデ節に対応

する。

クマシデ属は暖帯および温帯の山地に生育する落葉高木または大形低木である。イヌシデ節には山野に普通

のイヌシデとアカシデ、乾いた山稜に生育するイワシデがある。

2)クマシデ属 B Carpinus B カバノキ科 図版 12a-2c. (No.11 122号住居炭化物12)

集合放射組織の存在は不明瞭で、晩材部は 5~1 0個の極めて小型の管孔が放射方向に複合して分布する。

道管の内腔にらせん肥厚が明瞭に見られる。そのほかの形質は上記のクマシデ属Aと同じである。

3)クマシデ属 C Carpinus C カバノキ科 図版 13a-3c. (No.5 122号住居炭化物 5)

集合放射組織の存在は不明瞭で、晩材部では管孔の径が減じ極めて小型となるがクマシデ属Bのように管孔

の放射方向の複合は明瞭でない。クマシデ属Aと同じく道管の内腔のらせん肥厚は不明瞭である。そのほかの

形質はクマシデ属Aと同じである。アサダの可能性も考えられるが管孔が小型である点でクマシデ属と判断し

た。

クマシデ属BとCは、おもに単穿孔であることからイヌシデ節のいちタイプと思われるが、それぞれの特徴

を持つ試料が複数あったので形質を分けて記載しておいた。

4)クマシデ属 D Carpinus D カバノキ科 図版2 4a-4c. (No.24 122号住居炭化物25)

横断面の管孔配列はクマシデ属Aとほぽ同じであり、集合放射組織がある。穿孔は横棒が10本以下の階段状、
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内腔のらせん肥厚は不明瞭。そのほかの形質はクマシデ属Aと同じである。穿孔がおもに階段状であることか

らクマシデ節に対応する。

クマシデ節には山地の谷沿いに多いサワシバ・クマシデがある。

5)カバノキ属 Betula カバノキ科 図版 2 5a-5c. (No.35 122号住居炭化物38)

中型の管孔が単独または放射方向に複合した 2～数個の管孔が散在する散孔材。道管の壁孔の孔口は水平方

向に流れて不規則な縞模様に開き、穿孔は階段数が10~15本の階段穿孔。放射組織はほぽ同性、 1~4細胞幅。

温帯から寒帯の山地の陽地に生育する落葉性の高木または低木で、約 9種がある。本州以南に分布するミズ

メ、岐阜県以東に分布し崩壊地に二次林を形成するシラカンバ、高山に多いウダイカンバなどがある。樹皮は

薄く剥げ細工物に利用されまたよく燃えるので付け木になる。材は重硬で有用材である。

6)コナラ属コナラ亜属コナラ節Querue us. sub gen. Quercus sect. Prinus ブナ科 図版 26a-6c. (No.11 

122号住居炭化物12)

年輪の始めに中型の管孔が配列し除々に径を減じ、晩材部では薄壁・角形で小型の管孔が火炎状・放射方向

に配列する環孔材。道管の壁孔は交互状、穿孔は単一、内腔にチロースがある。放射組織は単列のものと複合

状のものとがある。

コナラ節は暖帯から温帯に生育する落葉高木でカシワ・ミズナラ・コナラ・ナラガシワがある。材は加工が

しにくく乾燥すると割れや狂いが出やすい欠点はあるが、人里近くに普通にありまとまって材が得安いことが

考えられ、用途は広い。堅果は食用となる。

7)クリ Castaneacrenata Sieb. et Zucc. ブナ科図版37a-7c. (No.l 122号住居炭化物1)

年輪の始めに中型～大型の管孔が密に配列し除々に径を減じてゆき、晩材部では非常に小型の管孔が火炎状

に配列し、柔組織が接線状に配列する環孔材。道管の壁孔は小型で交互状、穿孔は単一、内腔にはチロースが

ある。放射組織は単列同性、道管との壁孔は孔口が大きく交互状。

クリは北海道西南部以南の暖帯から温帯下部の山野に普通の落葉高木である。果実は食用になり、材は耐朽

性にすぐれ、縄文時代から柱材の使用例が有名である。

8)ケヤキ Zelkovaserrata (Thunb.) Makino ニレ科図版38a-8c. (No.48 122号住居埋没土）

年輪の始めに中型の管孔が1~ 2層配列し、その後小型の管孔が集合して接線状・斜状に配列する環孔材。

道管の壁孔は交互状、穿孔は単一、小道管にはらせん肥厚がある。放射組織は異性、 1~ 5細胞幅の紡錘形、

上下端や縁に結晶細胞があり、道管との壁孔は交互状。

ケヤキは暖帯下部から温帯の山中や川岸に生育する落葉高木である。材の用途は建築材や容器が多い。

9)エノキ属 Celtis ニレ科 図版39a-9c. (No.31 122号住居炭化物32)

中型の管孔が 1~ 2層配列し、その後非常に小型の管孔が多数集合し塊状・斜状．接線状に配列する散孔材。

道管の壁孔は小型で交互状に密在し、穿孔は単一。 放射組織は方形・平伏細胞からなる異性で縁に鞘細胞があ

る。

工ノキ属は落葉性の高木で、本州以南の低地から山地に普通のエノキ、北海道以南の山地に生育するエゾエ

ノキ、近畿以西の山地にまれに生育するコバノチョウセンエノキがある。果実は食べられ、材質は硬いが強く

なく狂い易い弱点がある。

10)アワブキ Meliosma myriantha Sieb. et Zucc.アワブキ科 図版4 lOa-lOc. (No.9 122号住居 炭化物10)

非常に小型でやや厚壁の管孔が単独または柔細胞を介して放射方向に 2個複合し疎らに散在する散孔材。道

管の壁孔は交互状、穿孔はおもに単一、階段数が1~ 3本ほどの階段穿孔も混じる。放射組織は異性、 1~ 3 

199 



VII 科学分析・同定

細胞幅で背が非常に高い。放射柔細胞は薄壁で大きく放射組織の全体は粗雑である。周囲状柔組織が顕著であ

る。

本州以南の暖帯の山地に普通の落葉高木である。枝は燃やすと切口から泡を吹き出す。

11)カエデ属 Acerカエデ科 図版4 lla-llc. (No.41 122号住居炭化物48)

小型の管孔が単独または 2~3個が放射方向に複合して散在し年輪界は不明瞭、帯状の柔組織が顕著な散孔

材。道管の壁孔は交互状、穿孔は単一、内腔に細いらせん肥厚がある。放射組織は同性、 1~ 4細胞幅、道管

との壁孔は交互状で孔口はやや大きい。

日本全土の暖帯から温帯の山地や谷間に生育し、落葉広葉樹林の主要構成樹であり、約26種があり多くの変

種が知られている。材は堅く緻密で割れにくく、保存性は中程度である。

12)トチノキ Aesculusturbinata Blume トチノキ科 図版4 12a-12c. (No.20 122号住居炭化物21)

小型～中型の管孔が単独または 2～数個が複合して散在する散孔材。道管の壁孔は交互状に接合して配列、

穿孔は単一、内腔にらせん肥厚がある。放射組織は単列同性で層階状に配列。道管と放射組織の壁孔はやや大

きく、円形で交互状に密在する。

温帯の谷間に生育する落葉高木である。種子はアク抜きが必要だが食用となり、材は軽軟で緻密で加工し易

く、材面は光沢がある。木理は不規則で耐久性は低く狂いがでやすい。容器などによく使われている。

13)トネリコ属 Fraxinus モクセイ科 図版5 13a -13c. (No.48 122号住居炭化物48)

中型～大型の管孔が2~ 3層配列し、単独または 2個複合した小型で厚壁の管孔が散在する環孔材。周囲状

柔組織がある。道管の壁孔は小型で交互状、穿孔は単一。 放射組織は同性、 1~ 2細胞幅である。

おもに温帯に生育する落葉高木で、シオジ・ヤチダモ・トネリコ・アオダモなど約 9種ある。材は重硬で弾

力性があり折れ難く板材・棒・柄などに使われる。

14)ムラサキシキブ属 Callicarpa クマッズラ科 図版5 14a-14c.(No.22 122号住居炭化物23)

小型の丸い管孔が単独または 2~3個が複合して散在する散孔材。管孔の壁孔は交互状、穿孔は単一。 放射

紐織は異性、 1~2細胞幅で背が高く、直立細胞からなる単列部を介して 2細胞幅部が接続する。

ムラサキシキブ属は、暖帯から温帯に生育する落葉性の低木で約 5種ある。

15)タケ亜科 Gramineaesubfam. Bambusoideaeイネ科 図版5 15. (No.48 122号住居埋没土）

厚み約1.5mmのやや硬質の程の破片。維管束は不整中心柱であり均質に分布し数も多い。原生木部・原生師

部・左右にある 2個の管孔の外側に帽子状に厚い厚壁細胞層がある。

いわゆるタケ・ササの仲間で12属が含まれ、中国や東南アジアから移人され栽培により広まったものが多い。

ササ類は多くの野生種があり、タケ類ではハチク・マダケは日本に野生していた可能性があるといわれる。

16)ヨシ属 Phragmites イネ科 図版5 16. (No.42 122号住居炭化物49)

直径6mmの草本性の秤で節部には段がある。秤の中心部は中空、秤の外周は細胞間隙の空洞が等間隔に配列

しその内側には数層の厚壁細胞層がある。この厚壁細胞層は波状で空洞と空洞の間に張り出している。維管束

の外形は丸く 1~ 2層の厚壁細胞層に取り囲まれ、散在し不整中心柱をなしている。稗の内周には数層の厚壁

細胞層がある。

川岸や湿地に生育する大型の多年草で 3種ある。本什1以南の川岸や砂質地に生育するツルヨシ、北海道以南

の湿地に群生するヨシ、本州以南の水湿地に生育するセイタカヨシがあるが、程の一部のみから識別すること

はできない。

17)ススキ属 Miscanthusイネ科 図版5 17a-17b. (No.9 122号住居炭化物10)18. (No.42 122号住居炭化
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物49)

直径8mmの草本性の程で、節部はくびれた後ややふくれ一箇所に小葉がある。節を取り巻く葉鞘が残ってい

る試料もあった。梓は中空ではなくスポンジ状の基本組織で埋まりその中に維管束が散在している。禾旱の外周

には厚い厚壁細胞層にかこまれた維管束が 1 または 2 層並んでおり特に程の中心音〖側でその層は厚くなる 。 そ

れより内側に散在する維管束の周囲の厚壁細胞層は薄い。

ススキ属は大型になる多年草で一般にはカヤ（茅）と呼ばれ、約 7種ある。日本全土の平地から山地の陽地に

普通に見られ刈って屋根を覆＜材料とされてきたススキ、北海道から九J‘11の湿地に生育するオギ、東北南部か

ら近畿北部の山中の陽地に生育するカリヤス、関東南部以西の堤防の草地に生育するトキワススキなどがある。

現時点では稗の組織から種を識別することはできていない。

4.遺構ごとの同定結果

122号住居からは14分類群の樹木と 5分類群のイネ科が出土した。これらは住居の建築材や家屋内の生活道

具が炭化して残ったものと思われ当時の木材利用を知る試料となる。図1は一部の試料の産状を現したもので

ある。炭化材は脆く割れやすい上、基は 1本の材であったものが焼失時に複数に割れ散ることもありそれが発

掘時に個々取り上げられている可能性がある。ここでは取りあえず各試料に含まれていた分類群をそれぞれ 1

点として集計してみた。

樹木で最も多かったのはクマシデ属でありクマシデ属は 4形態が見られ、クマシデ属Bが8点・クマシデ属

Aが6点・クマシデ属Cが3点・クマシデ属Dが1点であった。次に多いのはコナラ節とクリの各12点である。

そのほかにムラサキシキブ属 4点・カバノキ属とアワブキが各3点・トチノキ 2点・ケヤキ・エノキ・カエデ

属・トネリコ属が各 1点出土した。試料に炭化材と共にイネ科の程が混在していた。ほとんどは不完形でつぶ

れていたり外側や内部が破損している。保存状態のよいものを探し検討した結果、いわゆる竹・笹類にあたる

タケ亜科とススキ属とヨシ属が同定でき、そのほかは草本性であることまではわかるものと、細く繊維状にわ

かれイネ科としか判断できないものであった。全般に草本性の程がほとんどである。

128号住居からはコナラ節とクマシデ属が、 138号住居からはケヤキとススキ属が、 138号住居からはコナラ

節が出土した。畠耕作土からはカバノキ属とクリが出土し、 No.60は材ではなく発泡した不定形の炭化物であ

り特に組織構造は見られなかった。だだし 1点だけ外形が豆状のものがあったが同定には至っていない。

5.考察

122号住居から出土したいずれの分類群も温帯の落葉広葉樹林または丘陵地に普通の二次林の主要素である。

針葉樹は検出されていない。これまでの関東平野の古墳時代住居跡からはクヌギ節またはコナラ節が多用され

ていた傾向が知られている（山田， 1993)。群馬県の赤城山西麓末端の台地に位置する勝保沢中ノ山遺跡（鈴木・

能城、 1988)の古墳時代住居跡の炭化材はコナラ節が圧倒的に多く次いでアサダとイヌシデ節そしてトネリコ

属やカエデ属などが用いられていた。鈴木・能城（1988)は利用されていた樹種は関東地方の平野部から低い丘

陵地帯の二次林に普遍的な分類群の材であり、古墳時代に遺跡周辺に成立していた二次林から材質を選んで用

いたと考えている。当遺跡の樹種結果は勝保沢中ノ山遺跡と非常によく一致し、立地も同じ低い丘陵地であり、

同様な環境と木材利用であったと思われる。

当遺跡の多くの試料にイネ科の秤が含まれていた。同定の結果、複数の分類群があり、編まれた破片もあっ

たことから、屋根や壁面・床などにタケ亜科（竹・笹類）やススキ属・ヨシ属などのイネ科の程が多量に利用さ

れていたことが伺える。またこのようなイネ科が生育していた広い空間が生活域の中にあったのだろう。

122号住居の出土炭化材の産状とその樹種を第200図に図示してある。これを見ると12• 13 • 14 • 15はコナラ
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節でありその産状を見ると元は一本の材であった可能性がある。また23• 24のムラサキシキブ属、 1• 3 • 9 • 

10 • 11のクリ、 12• 16 • 18のクマシデ属B、20• 22のクマシデ属Aは近くに分布しており、一本の材が分割し

たかその部分で集中的に使用されたことが予想される。ススキ属も東部角部と北部角部から多く検出された。

今後もこのような産状分布と同定結果をあわせ検討することから、住居の姿がより目に浮かぶものとなってく

ると思われる。
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第200図 五反田地区122号住居の炭化材の産状とその樹種
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第12表 下芝五反田遺跡出土炭化材の樹種
No 遺構名 取り上げ番号 樹 種 時代・時期 備 考

l 122号住居 炭化物 l クマシデ属A・クリ 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下

2 122号住居 炭化物 2 不可 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下

3 122号住居 炭化物 3 クリ 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下

4 122号住居 炭化物 4 コナラ節 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下

5 122号住居 炭化物 5 クマシデ属C 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下

6 122号住居 炭化物 7 不可 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下

7 122号住居 炭化物 8 ススキ属 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下

8 122号住居 炭化物 9 クリ 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下， 122号住居 炭化物10 クリ・アワプキ・ススキ属 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下

10 122号住居 炭化物11 クリ 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下

11 122号住居 炭化物12 コナラ節・クマシデ属B 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下

12 122号住居 炭化物13 コナラ節 古墳時代6C，初頭 Hr-FA層下

13 122号住居 炭化物14 コナラ節 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下

14 122号住居 炭化物16 クマシデ属B 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下

15 122号住居 炭化物15 コナラ節 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下

16 122号住居 炭化物17 クリ 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下

17 122号住居 炭化物18 クマシデ属B 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下

18 122号住居 炭化物19 コナラ節 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下

19 122号住居 炭化物20 クマシデ属A 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下

20 122号住居 炭化物21 トチノキ 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下

21 122号住居 炭化物22 クマシデ属A 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下

22 122号住居 炭化物23 ムラサキシキプ属・草本性イネ科 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下

23 122号住居 炭化物24 ムラサキシキプ属・クマシデ属A・イネ科 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下

24 122号住居 炭化物25 クマシデ属・草本性イネ科 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下

25 122号住居 炭化物26 クリ・コナラ節・草本性イネ科 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下

26 122号住居 炭化物27 クマシデ属D 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下

27 122号住居 炭化物28 クリ 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下

28 122号住居 炭化物29 アワプキ 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下

29 122号住居 炭化物30 クリ・ムラサキシキプ属 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下

30 122号住居 炭化物31 クマシデ属B・ムラサキシキプ属 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下

31 122号住居 炭化物32 エノキ・コナラ節 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下

32 122号住居 炭化物33 不可 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下

33 122号住居 炭化物35 クマシデ属A 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下

34 122号住居 炭化物37 不可 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下

35 122号住居 炭化物38 カバノキ属・コナラ節 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下

クマシデ属C・草本性イネ科

36 122号住居 炭化物41 コナラ節 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下

37 122号住居 炭化物42 トチノキ 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下

38 122号住居 炭化物44 クマシデ属A 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下

39 122号住居 炭化物45 コナラ節 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下

40 122号住居 炭化物46 クリ 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下

41 122号住居 炭化物48 カエデ属・草本性イネ科 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下

42 122号住居 炭化物49 コナラ節・ヨシ属・ススキ属 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下

43 122号住居 炭化物50 草本性イネ科 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下

44 122号住居 炭化物51 草本性イネ科 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下

45 122号住居 炭化物53 クマシデ属B 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下

46 122号住居 埋没土 カバノキ属 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下

47 122号住居 埋没土 クリ 古墳時代6C．初頭 Hr→ FA層下

48 122号住居 埋没土 クマシデ属C・ケヤキ・トチノキ 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下

トネリコ属・タケ亜科・ススキ属

49 122号住居 埋没土 クマシデ属A・ススキ属 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下

50 122号住居 埋没土 クリ・ススキ属 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下

51 122号住居 埋没土 クマシデ属B 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下

52 122号住居 埋没土 アワプキ 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下

53 122号住居 埋没土 カバノキ属 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下

54 128号住居 No 72土器内 コナラ節 古墳時代5C．末～

55 128号住居 埋没土 クマシデ属C 古墳時代5c．末～

56 134号住居 1 ケヤキ 古墳時代5C．末～

57 134号住居 3 ススキ属 古墳時代5C．末～

58 138号住居 l コナラ節 古墳時代5C．末～

59 畠 耕作土 カパノキ属・クリ 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下

60 畠 耕作土 不明炭化物 古墳時代6C．初頭 Hr-FA層下
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9.下芝五反田遺跡五反田地区出土赤色物質について

菱田 量（株式会社パレオ・ラボ）

1. はじめに

下芝五反田遺跡五反田地区は、群馬県群馬郡箕郷町に所在する。本遺跡の古墳時代の竪穴住居から、塊状の

赤色物質が出土した。ここでは、これらの赤色物質に含まれる元素を、蛍光X線分析によって明らかにした。

さらに、各試料において、含まれる元素の違いについて、若干の考察をおこなった。また、これらの赤色物質

は、赤色顔料の原材料、あるいは製造過程において産した物質である可能性がある。従来、赤色顔料の種類と

して、水銀朱(HgS)、ベンガラ (Fe2伍）、鉛丹(P恥04)が知られている（たとえば市毛，1984）。こうした状況で、

分析結果から、出土した赤色物質がどの種類の赤色顔料に由来する物質であるのかを検討した。

なお、土器などの遺物に塗布された赤色顔料と比較する場合があるので、分析はすべて非破壊でおこなった。

2. 試料

肉眼的特徴

No. 1 :全体にシルト質である。塊状、土状で、

比較的軟質である。最大粒径0.5mm程度の砂粒が少

量含まれる。やや鮮やかな赤色を呈する。

第13表分析試料一覧表

王
悩

l

2

3

4 I 134号住ー17

時代

6世紀初

6世紀初

6世紀初

5世紀後半

色 調

No. 2 :全体にやや砂質か らシル ト質である。塊

状である。最大粒径1.0mmの砂粒が含まれ、もろく崩れて、粉末状になりやすい。鮮やかな赤色を呈する。

赤色(10R4/8)

赤色(10R5/8)

明赤褐色(2.5YR5/8)

橙色(2.5YR6/6) 

考

ー

状

状

状

状

備

塊

塊

塊

塊

No. 3 :全体にシルト質である。塊状、土状である。No.1, 2と比較すると、赤色の色調は、ややくすんでいる。

No. 4 :砂質で、細粒砂がめだっ。最大粒径 2mmの砂粒が含まれ、淘汰が悪い。塊状であるが、砂質である

ため、軟質で崩れやすい。赤色の色調はまばらで、不明瞭である。全体に橙色に見える。

3. 分析方法

出土した赤色物質について、エネルギー分散型蛍光X線分析計を用いて、非破壊による分析をおこない、含

まれる元素を定性的に明らかにした。

分析装置は、セイコー電子工業（樹製卓上型蛍光X線分析計SEA-2001Lである。X線発生部の管球はロジウ

ム(Rh)ターゲット、ベリリウム (Be)窓、 X線検出器は Si(Li)半導体検出器である。測定条件は、測定時間300

秒、照射径10mm、電圧50kV、試料室内は真空である。

結果については、各試料の蛍光X線スペクトル図を示し、蛍光X線のピークから、含有する元素を明らかに

した。なお、ここでの試料は、検出される元素として、 Fe（鉄）が顕著にみられるので、蛍光X線の強度比と

して、 Fe/Siの値を示して比較した。また、参考データとして、上記の条件の中で、電圧15KVにして測定し、

恥 03（全Fe)を定量した。定量値は、通産省工業技術院地質調査所の岩石標準試料を用いて、ファンダメンタ

ルパラメータ ー法により求め、％で表した。なお、この定量値は、試料を非破壊で測定したものなので、他の

分析方法でおこなわれた定量値とは若干異なる。

4. 結果

図 1~ 4に試料の蛍光X線スペクトルを示す。これらの試料には、主な主成分元素として Fe（鉄）が顕著に

検出され、その他に Al（アルミニウム），Si（ケイ素），S（硫黄），K（カリウム），Ca（カルシウム），Ti（チタン），Mn（マ

ンガン）などのピークがみられる。また、微量元素として Sr（ストロンチウム），Zr（ジルコニウム）などが認め

られる。なお、Hg（水銀）のピークは、どの試料からも見い出されない。以下に個々の試料の結果にみられる、
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9.五反田地区出土赤色物質について

上記以外の特徴的な点について述べる。

No. l :この試料では、 Feのピークが顕著にみられる。また、 Sのピークが非常に明瞭にみられることが特

徴的である。 Tiのピークも比較的顕著である。 No.2~ 4と比較して、 Siのピークは小さく不明瞭である。蛍

光X線の強度比 Fe/Siは、 193.29である。 Fe203は、 47.1％であり、 No.2~ 4より高い値である。また、やや

不明瞭だが、 Pb（鉛）の小さいピークがみられる。

No. 2 : Feのピークが頻著である。 Sのピークが比較的明瞭である。蛍光X線の強度比 Fe/Siは、 7.95である。

Fe203は、 15.5％である。

No. 3 : Feのピークが顕著である。 Sのピークが比較的明瞭である。蛍光X線の強度比Fe/Siは、 7.69である。

Fe203は、 15.9％である。

No. 4 : Feのピークが顕著にみられる。 No.1~ 3と比較して、 Sのピークはほとんどみられない。 Kのピー

クも不明瞭である。蛍光X線の強度比 Fe/Siは、 7.73ある。 Fe203は、 11.8％である。

5. 考察

先にも述べたように、赤色顔料の種類として、水銀朱(HgS)、ベンガラ (Fe203)、鉛丹(P恥04)が知られてい

る。分析をおこなったNo.1~ 4の試料の色調は、比較的鮮やかな赤色を呈しており、状況的には、赤色顔料

に関連する物質とみなされる。分析結果からは、どの試料にも Fe（鉄）のピークが明瞭に認められ、 Hg（水銀）

のピークは検出されない。また、 No.1では Pb（鉛）のピークがみられるものの、ごくわずかである。赤色顔料

の1つであるベンガラは、鉄の化合物である酸化鉄(III)、すなわち Fe203が主な成分となっている。そのため、

ここでのNo.l~ 4の試料は、ベンガラの原材料、あるいは製造過程に関係する物質であると考える。

ベンガラは、古代においては、鉄分に富んだ土壌（たとえば褐鉄鉱を含むものなど）を焼いてつくられたと考

えられている（山崎，1987など）。もちろん、天然の赤鉄鉱などの鉄鉱石を採取して製造した場合もあるだろう。

また、北野（1994)によると、近世においては、上記の他に、硫化鉄（磁硫鉄鉱： FeS, 黄鉄鉱： FeS2)が風化し

て形成された緑黎（りょくばん，硫酸鉄(II): FeS04 • 7比0)を原材料とし、これを焙焼して酸化鉄(III)を製

造し、ベンガラを生産していたことが知られている。さらに、矢彦沢ほか(1995)は、黄鉄鉱を含むグライ土層

の堆積物の風化過程において、含水酸化鉄(III)(Fe203 • n比0)が沈積することを確認し、これがベンガラの原

材料になる可能性を示唆している。

このように、ベンガラの原材料や製法については、いくつかのものが示されている。今回分析した赤色物質

の中でも、 Fe以外の元素で、特徴的なものが見いだされている。特に、 No.1はS（硫黄）のピークが非常に明

瞭にみられ、他の試料とは明らかに異なる物質である。この試料には、硫黄の化合物が多く含まれているとみ

なされ、純粋な赤鉄鉱などとは異なる。また、 No.2とNo.3およびNo.4は、ほぽ類似した特徴を示しているが、

No. 4はSのピークがほとんど認められない。こうしたことから、ベンガラに関係する物質の中でも、性質が

異なるものがあることが示唆される。

現段階では、データが少ないため、これらの物質に含まれる元素の有無だけで、原材料なのか、製造過程の

ものなのかを明確に分類することはできない。しかし、今後、土器などに塗布されたベンガラとの比較、ある

いは、出土状態など、考古学的状況をふまえて総合的に検討していくことにより、明らかになるものと考える。
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1.蛍光X線スベクトル図(1)試料N0.1

Al：アルミニウム Si：ケイ素 P:リン s ：硫黄
k：カリウム Ca：カルシウム Ti：チタン Fe：鉄

Pb：鉛 Sr：ストロンチウム Zr：ジルコニウム
(Rh）：ロジウム(X線管球ターゲットから）
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2.蛍光X線スベクトル図(2)試料N0.2
Al：アルミニウム Si：ケイ素 S ：硫黄

Ti：チタン Fe：鉄 Sr：ストロンチウム
(Rh):ロジウム(X線管球ターゲットから）
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3.蛍光X線スペクトル図（ 3）試料N0.3

Al：アルミニウム Si：ケイ素 s ：硫黄
Ti：チタン Fe：鉄 Sr：ストロンチウム
(Rh）：ロジウム(X線管球ターゲットから）

Ca：カルシウム

Zr：ジルコニウム
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4.蛍光X線スペクトル図(4)試料N0.4
Al：アルミニウム Si：ケイ素 Ca：カルシウム

Fe：鉄 Sr：ストロンチウム Zr：ジルコニウム
(Rh）：ロジウム(X線管球ターゲットから）

（

孟

）

20.00 

Ti：チタン

第20 1図 赤色顔料蛍光X線スペクトル図
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遺物観察表



凡例

計測値の項目の数字 ・略称について

① 口径

② 底径

③ 器高

④ 脚径

最大杯Bの口縁部最大径

稜径杯Cの稜部最大径

胴径甕胴部最大径

単位は指定のない限り cmである。



五反田地区

五反田地区
122号住居

挿図番号 種 類 出土位置
計測値 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備考

図版番号 器 種 遺存状態

1 土師器 寵 ① 13. 2 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半から底部は不定方向の

第16図 杯 完形 ③ 5.1 ②良好 ヘラ削り。内面口縁部は斜放射状ヘラ磨き。

P L37 ③橙色

2 土師器 罷 ① 13.3 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半から底部は不定方向の

第16図 杯 1/4 ③ 4.6 ②良好 ヘラ削り。 内面口縁部は斜放射状ヘラ磨き。

③明赤褐色

3 土師器 寵 ① 13.4 ①細砂粒 口縁部上位は横ナデ、中位にナデ部分が残る、中

第16図 杯 完形 ③ 5.1 ②良好 位から底部は不定方向のヘラ削り。内面口縁部は

P L37 ③橙色 斜放射状ヘラ磨き。

4 土師器 寵 ① 13.5 ①細砂粒 口縁部上位は横ナデ、中位にナデ部分が残る、中

第16図 杯 ほぽ完形 ③ 4.7 ②良好 位から底部は不定方向のヘラ削り 。内面口縁部は

P L37 ③橙色 斜放射状ヘラ磨き。

5 土師器 饉 ① 13.6 ①細砂粒 口縁部上位は横ナデ、中位はナデ、下半から底部

第16図 杯 1/3 ③ 4.8 ②良好 は不定方向のヘラ削り。内面口縁部は斜放射状ヘ

③明赤褐色 ラ磨き。

6 土師器 寵 ① 13. 7 ①細砂粒 口縁部上位は横ナデ、中位にナデ部分が残る、中

第16図 杯 完形 ③ 5.2 ②良好 位から底部は不定方向のヘラ削り。内面は口縁部

P L37 ③橙色 中位に粗い斜放射状ヘラ磨き。

7 土師器 蔽 ① 13. 5 ①細砂粒 口縁部上位は横ナデ、中位から底部は不定方向の

第17図 杯 ほぽ完形 ③ 5.4 ②良好 ヘラ削り 。内面口縁部は斜放射状ヘラ磨き。

P L37 ③橙色

8 土師器 冦 ① 13.8 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半から底部は不定方向の

第17図 杯 完形 ③ 5.4 ②良好 ヘラ削り 。内面口縁部は下部で折り返す斜放射状

P L37 ③明赤褐色 ヘラ磨き。， 土師器 寇 ① 14.0 ①粗砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半はナデ、底部は不定方

第17図 杯 1/4 ③ 5.2 ②良好 向のヘラ削り。口縁部上半は斜放射状ヘラ磨き。

③明赤褐色

10 土師器 篭 ① 14.0 ①細砂粒 口縁部上位は横ナデ、中位から底部は不定方向の

第17図 杯 1/2 ③ 5.6 ②良好 ヘラ削り。内面口縁部は斜放射状ヘラ磨き。

③明赤褐色

11 土師器 竃 ① 12.8 ①細砂粒 口縁部上位は横ナデ、中位はナデ、下位から底部

第17因 杯 完形 ③ 5.7 ②良好 は不定方向のヘラ削り。内面口縁部は斜放射状ヘ

P L37 ③明赤褐色 ラ磨き。

12 土師器 床上6cm ① 14.0 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半はナデ、底部は不定方

第17図 杯 1/2 ③ 6. 7 ②良好 向のヘラ削り 。内面口縁部は斜放射状ヘラ磨き。

③にぶい褐色

13 土師器 床直 ① 16.8 ①細砂粒 口縁部上位は横ナデ、中位はナデ、下位から底部

第17図 杯 3/4 ③ (7.3) ②良好 は不定方向のヘラ削り 。内面口縁部は斜放射状ヘ

P L37 ③明赤褐色 ラ磨き。

14 土師器 寵 ① 8.4 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半から底部は不定方向の

第17図 杯 ほぽ完形 最大 9.6 ②良好 ヘラ削り。内面口縁部は斜放射状ヘラ磨き。

P L37 ③ 5.4 ③橙色

15 土師器 埋土 ① 10.2 ①細砂粒 口縁部上位は横ナデ、中位にナデ部分が残る、中

第17図 杯 3/4 最大 11.2 ②良好 位から底部は不定方向のヘラ削り。内面口縁部は

P L38 ③ 5. 7 ③橙色 斜放射状ヘラ磨き。

16 土師器 鼈 ① 9.6 ①粗砂粒、褐色粒 口縁部上半は横ナデ、下半から底部は不定方向の

第17図 杯 完形 最大 11.4 ②良好 ヘラ削り。

P L38 ③ 6.5 ③橙色

17 土師器 籟 ① 11. 6 ①細砂粒 口縁部上位は横ナデ、中位はナデ、下半から底部

第17図 杯 1/2 最大 12.6 ②良好 は不定方向のヘラ削り 。内面の口縁部上半は斜放

③ 5.6 ③明赤褐色 放射状ヘラ磨き。

18 土師器 寇 ① 12.0 ①粗砂粒、褐色粒 口縁部上位は横ナデ、中位はナデ部分が残る、中

第17図 杯 完形 最大 12.4 ②良好 位から底部は不定方向のヘラ削り。内面口縁部は

P L38 ③ 5.5 ③明赤褐色 斜放射状ヘラ磨き。

19 土師器 床直 ① 12.2 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半はナデ、下位から底部

第17図 杯 3/4 最大 12.6 ②良好 は不定方向のヘラ削り 。内面口縁部は斜放射状ヘ

P L38 ③ 5.1 ③明赤褐色 ラ磨き。

209 



遺物観察表

20 土師器 籠 ① 11. 0 ①細砂粒、褐色粒 口縁部上位は横ナデ、中位はナデ、下位から底部

第17図 杯 完形 最大 12.8 ②良好 は不定方向のヘラ削り 。内面口縁部は斜放射状ヘ

P L38 ③ 5. 7 ③橙色 ラ磨き。

21 土師器 床上10cm ① 13.0 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、中位にナデが残る、下半か

第17図 杯 3/4 最大 13.2 ②良好 ら底部は不定方向のヘラ削り。

PL38 ③ 5.3 ③明赤褐色

22 土師器 籠 ① 13.0 ①粗砂粒、褐色粒 口縁部上位は横ナデ、中位はナデ、下半から底部

第17図 杯 1/2 最大 13.6 ②良好 はヘラ削り後粗いヘラ磨き。内面口縁部は斜放射

③ 5.8 ③にぶい褐色 状ヘラ磨き。

23 土師器 竃 ① 11. 8 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部は不定方向のヘラ削り。

第18回 杯 ほぼ完形 稜径 12.0 ②良好

PL38 ③ 5.4 ③橙色

24 土師器 埋土 ① 11.8 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、稜下に無調整部分が残る、底部

第18図 杯 ほぽ完形 稜径 11.0 ②良好 は不定方向のヘラ削り 。内面口縁部は斜放射状ヘ

P L38 ③ 5.3 ③橙色 ラ磨き。

25 土師器 冦 ① 12.8 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部は不定方向のヘラ削り 。

第18図 杯 ほぽ完形 稜径 11.8 ②良好

P L38 ③ 5.3 ③橙色

26 土師器 龍 ① 12.8 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部は不定方向のヘラ削り 。

第18図 杯 ほぼ完形 稜径 12.6 ②良好

P L38 ③ 5.4 ③橙色

27 土師器 篭 ① 12. 6 ①粗砂粒、褐色粒 杯身口縁部上位は横ナデ、中程は横方向のヘラ削

第18図 高杯 完形 ④ 7.4 ②良好 り、脚部との接合部は横ナデ、脚部は縦方向のヘ

P L38 ③ 5. 9 ③橙色 ラ削り 。

28 土師器 周堤帯 ① 13.6 ①細砂粒 口唇部に輪積痕残る。口縁部は上半が横ナデ、下

第18図 高杯 脚部下半を ②良好 半は斜め方向のヘラ削り。内面は口縁部上半が斜

P L38 欠損 ③明赤褐色 放射状ヘラ磨き。

29 土師器 醒 ① 13.4 ①細砂粒 杯身口縁部上位は横ナデ、中位・下位はヘラナデ、

第18図 高杯 ほぽ完形 ④ 9.0 ②良好 脚部は横ナデ、内面杯身は斜放射状ヘラ磨き。

P L38 ③ 8.9 ③橙色

30 土師器 冠 ① 13.8 ①粗砂粒、褐色粒 杯身口縁部上位は横ナデ、中位・下位はヘラナデ、

第18図 高杯 ほぼ完形 ④ 10.2 ②良好 脚部は横ナデ、内面杯身は斜放射状ヘラ磨き。

P L38 ③ 9.0 ③明赤褐色

31 土師器 窺 ① 13.8 ①細砂粒 杯身底部の突起を脚部に差し込み接合。杯身口縁

第18因 高杯 ほぼ完形 ④ 9.4 ②良好 部上半は横ナデ、下半は横方向のヘラ削り、脚部

P L38 ③ 9.5 ③明赤褐色 横ナデ。内面杯身は斜放射状ヘラ磨き。

32 土師器 鼈 ① 15. 2 ①細砂粒 杯身内面は黒色処理。口縁部は上半が横ナデ、下

第18図 高杯 完形 ④ 9.6 ②良好 半がヘラ削り後部分的なヘラ磨き。内面杯身は全

P L38 ③ 9.3 ③赤褐色 面にヘラ磨き。

33 土師器 埋土 ① 15.0 ①細砂粒 杯身内面黒色処理。杯身口縁部上位は横ナデ、中

第18図 高杯 2/3 ②良好 位はナデ、脚部との接合部から脚部端部は横ナデ。

P L38 ③明赤褐色 内面は杯身に横方向のヘラ磨き。

34 土師器 埋土 ④ 9.4 ①細砂粒 杯身内面黒色処理。脚部は縦方向のヘラ磨き。

第18図 高杯 脚部 ②良好

③橙色

35 土師器 冦 ④ 9.5 ①細砂粒 杯身内面黒色処理か。脚部は横ナデ。内面杯身は

第18図 高杯 脚部片 ②良好 ヘラ磨き。

③明赤褐色

36 土師器 埋土 ④ 10.8 ①細砂粒 杯身内面黒色処理。脚部上半は縦方向ヘラナデ、

第18図 高杯 脚部片 ②良好 下半は横ナデ。

③明赤褐色

37 土師器 鼈 ④ 10.2 ①細砂粒 杯身内面は黒色処理。脚部は横ナデ。

第18図 高杯 脚部片 ②良好

③橙色

38 土師器 篭 ① 7.4 ①粗砂粒 口縁部は横ナデ、胴部は下位に横方向のハケ目の

第18図 柑 口縁部の大 ② 2.8 ②良好 他はナデ、底部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

P L39 半を欠損 ③ 7.7 ③褐色

39 土師器 埋土 ① 10. 7 ①細砂粒 口縁部は横ナデ後、胴部はヘラ削り後やや粗いヘ

第19図 柑 胴部の一部 胴径 14.6 ②良好 ラ磨き、底部はヘラ削り 。内面は口縁部上半に横

P L39 欠損 ③ 16.1 ③明赤褐色 方向のヘラ磨き。

40 土師器 籟 ① 18.6 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、胴部は縦方向のヘラ削り 。内面

第19図 甑 完形 ② 3.0 ②良好 胴部はヘラナデ。

P L39 ③ 11. 3 ③明赤褐色
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41 土師器 寵 ① 20.4 ①細砂粒 内外面に輪積痕が残る。口縁部は横ナデ、胴部は

第19図 甑 ほぽ完形 ② 5.0 ②良好 縦方向のヘラ削り。 内面胴部はヘラナデ。

P L39 ③ 20.3 ③明赤褐色

42 土師器 寵 ① 25.4 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、胴部は底部から頸部へのヘラ削

第19図 甑 ほぽ完形 ② 9.0 ②良好 り後粗い縦方向のヘラ磨き。内面胴部はヘラナデ。

P L39 ③ 29.8 ③明赤褐色

43 土師器 竃 ・周堤帯 ① 9. 6 ①粗砂粒 口縁部は横ナデ、胴部は上位が縦方向、中位が斜

第19図 甕 ほぽ完形 胴径 13.2 ②良好 め方向、下位は横方向、底部は不定方向のヘラ削

P L39 ③ 12.8 ③明赤褐色 り。内面胴部はヘラナデ。

44 土師器 寵 ① 10.6 ①細砂粒 内面黒色処理。口縁部から頸部下は横ナデ、胴部

第19図 甕 1/2 胴径 12.8 ②良好 は横方向のヘラ削り 。内面胴部はヘラナデ。

③ (10.5) ③橙色

45 土師器 床直 ① 11. 2 ①細砂粒 口縁部から頸部は横ナデ、胴部は上位がナデ、中

第19図 甕 1/2 ② 5.4 ②良好 位・下位が斜め方向のヘラ削り、底部もヘラ削り 。

P L39 ③ 10.6 ③赤褐色 内面胴部はヘラナデ。

46 土師器 寵 ① 11.4 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、胴部は縦方向のヘラ削り、底部

第20図 甕 胴部の一部 ② 5.0 ②良好 は不定方向のヘラ削り 。内面胴部はヘラナデ。

P L39 欠損 ③ 10.6 ③橙色

47 土師器 冦 ① 14.8 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、胴部は縦方向のヘラ削り、底部

第20図 甕 3/4 胴径 14.6 ②良好 は不定方向のヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

P L39 ③ 11.1 ③明赤褐色

48 土師器 寵 ① 13.2 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、胴部は縦方向のヘラ削り 、底部

第20図 甕 胴部の一部 ② 5.6 ②良好 は不定方向のヘラ削り 。内面胴部はヘラナデ。

P L39 欠損 ③ 11.1 ③明赤褐色

49 土師器 裔 ① 16. 4 ①粗砂粒、褐色粒 口縁部は横ナデ、胴部は縦方向のヘラ削りである

第20図 甕 ほぽ完形 ② 6.4 ②良好 が底部周囲は横方向のヘラ削り、底部もヘラ削り 。

P L40 ③ 24.2 ③明赤褐色 内面胴部はヘラナデ。

50 土師器 冠 ① 18. 4 ①粗砂粒 口縁部は横ナデ、胴部は上位 ・中位が縦方向、下

第20図 甕 ほぽ完形 ② 5.6 ②良好 位は横方向のヘラ削り、底部もヘラ削り 。内面胴

P L40 ③ 28.8 ③橙色 部はヘラナデ。

51 土師器 床直 ① 15.6 ①粗砂粒 内面に輪積痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ、

第21図 甕 3/4 ② 5. 5 ②良好 胴部は底部から頸部へ向けてのヘラ削り、底部も

P L40 ③ 31.1 ③淡黄色 ヘラ削り 。内面胴部はヘラナデ。

52 土師器 寵 ① 19.0 ①粗砂粒 口縁部は横ナデ、胴部は上位が縦方向、中位が斜

第21図 甕 3/4 ② 6.1 ②良好 め方向、 下位は横方向、底部は不定方向のヘラ削

P L40 ③ 33.2 ③にぶい黄褐色 り。内面胴部はヘラナデ。

53 土師器 籟 ① 16.4 ①粗砂粒 口縁部は横ナデ、胴部上位は横方向のヘラ削り 。

第20図 甕 口縁部～胴 ②良好 内面胴部はヘラナデ。

部上位片 ③橙色

54 土師器 饉 ① 16.0 ①粗砂粒 輪積痕が残る。口縁部は横ナデ、胴部は縦方向の

第20図 甕 口縁部～胴 胴径 18.4 ②良好 ヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

P L40 部中位片 ③明赤褐色

55 土師器 寵 ・床上10 ① 19. 4 ①粗砂粒 内面に輪積痕が残る。口縁部は横ナデ、胴部は横

第21図
空一 口縁部一胴 胴径 31.6 ②やや軟質 方向のヘラ削りであるが単位等は不鮮明。内面胴

P L40 部上位 ③浅黄色 部はヘラナデ。

56 土師器 床直 ① 6.2 ①細砂粒 外面に輪積痕が残る。口縁部・底部ともナデ。内

第18図 手捏ね ほぼ完形 ② 4.3 ②良好 面はヘラナデ。

P L41 ③ 4.3 ③浅黄色

挿図番号 図版番号 種 類 器 種 出土位置 残存率 計 測 値（単位 cm、g) 石 材

57 第21図 P L41 土製品 土玉 埋土 完形 長1.00径 1.00孔 0.10重1.0

58 第21図 P L41 石製品 管玉 埋土 完形 長1.68径 0.61孔 0.25重 0.9 滑石

59 第21因 P L41 石製模造品 臼玉 埋土 完形 長 0.65径 0.70孔 0.25重 0.3 滑石

60 第21図 P L41 石製模造品 臼玉 埋土 完形 長 0.42径 0.61孔 0.23重 0.2 滑石

61 第21図 P L41 石製模造品 臼至 埋土 完形 長 0.44径 0.63孔 0.20重 0.2 滑石

62 第21図 P L41 石製模造品 臼玉 埋土 完形 長 0.36径 0.65孔 0.25重 0.2 滑石

63 第21図 P L41 石製模造品 臼玉 埋土 完形 長 0.41径 0.67孔 0.20重 0.2 滑石

64 第21図 P L41 石製模造品 臼玉 埋土 完形 長 0.34径 0.61孔 0.25重 0.1 滑石蛇紋岩

65 第21図 P L41 石製模造品 臼至 埋土 一部 長 (0.35)径 0.63孔 0.20重 0.2 滑石

66 第21回 P L41 石製模造品 臼玉 埋土 完形？ 長 0.20径 0.76孔 0.25重 0.1 滑石
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123号住居
挿図番号 種

図版番号 器

1 土師器

第25図 杯

P L41 

2 土師器

第25図 杯

P L41 

3 土師器

第25図 杯

P L41 

4 土師器

第25図 杯

P L42 

5 土師器

第25図 杯

P L42 

6 土師器

第25図 杯

P L42 

7 土師器

第25図 杯

P L42 

8 土師器

第25図 杯

P L42 ， 土師器
第26図 杯

P L42 

10 土師器

第26図 杯

11 土師器

第26図 杯

12 土師器

第26図 杯

P L42 

13 土師器

第26図 杯

14 土師器

第26図 杯

15 土師器

第26図 杯

P L42 

16 土師器

第26図 杯

P L42 

17 土師器

第26図 杯

P L42 

18 土師器

第26図 杯

P L42 

19 土師器

第26図 杯

P L42 
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類 出土位置

種 遺存状態

周堤帯・埋

土

ほぽ完形

醒

完形

床上9cm 

完形

周堤帯・埋

土

完形

床上18cm

完形

周堤帯 ・埋

土

ほぽ完形

埋土

ほぽ完形

周堤帯・埋

土

2/3 

周堤帯 ・埋

土

ほぼ完形

周堤帯・埋

土

1/3 

埋土

口縁部片

周堤帯・埋

土

2/3 

周堤帯 ・埋

土

1/3 

埋土

1/2 

周堤帯

完形

周堤帯 ・埋

土

完形

周堤帯

完形

埋土

3/4 

寵

ほぽ完形

計測値 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備考

① 13.4 ①細砂粒 口縁部上位は横ナデ、中位はナデ、下位から底部

③ (4. 7) ②良好 は不定方向のヘラ削り 。内面口縁部は斜放射状ヘ

③明赤褐色 ラ磨き。

① 14.0 ①粗砂粒、褐色粒 口縁部上位は横ナデ、中位はナデ、下位から底部

③ 6.8 ②良好 は不定方向のヘラ削り 。内面口縁部は斜放射状ヘ

③明赤褐色 ラ磨き。

① 14. 2 ①粗砂粒、褐色粒 口縁部上位は横ナデ、中位はナデ、下位から底部

③ 6.5 ②良好 は不定方向のヘラ削り 。内面口縁部は斜放射状ヘ

③橙色 ラ磨き。

① 14.4 ①細砂粒 口縁部上位は横ナデ、中位はナデ、下位から底部

③ 5. 7 ②良好 は不定方向のヘラ削り 。内面は口縁部上半に斜放

③にぶい橙色 射状ヘラ磨き。

① 16.0 ①細砂粒 口縁部上位は横ナデ、中位はナデ、下位から底部

③ 7.2 ②良好 は不定方向のヘラ削り 。内面は口縁部上半に斜放

③明赤褐色 射状ヘラ磨き。

① 8. 7 ①細砂粒 口縁部上位は横ナデ、中位はナデ、下位から底部

最大 9.3 ②良好 は不定方向のヘラ削り 。

③ 5.0 ③橙色

① 9.5 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半から底部は不定方向の

最大 10.2 ②良好 ヘラ削り。内面口縁部は斜放射状ヘラ磨き。

③ 5.2 ③暗赤灰色

① 9.9 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半から底部は不定方向の

最大 11.0 ②良好 ヘラ削り 。内面口縁部は斜放射状ヘラ磨き。

③ (5.2) ③明赤褐色

① 11.8 ①細砂粒、褐色粒 口縁部上位は横ナデ、中位はナデ、下位から底部

最大 12.6 ②良好 は不定方向のヘラ削り 。内面口縁部は斜放射状ヘ

③ 5.0 ③橙色 ラ磨き。

① 11.8 ①細砂粒 口縁部上位は横ナデ、中位はナデ、下位から底部

最大 13.2 ②良好 は不定方向のヘラ削りと部分的な縦方向のヘラ磨

③ (6. 7) ③橙色 き。内面口縁部は斜放射状ヘラ磨き。

① 12.0 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半から底部は不定方向の

最大 12.6 ②良好 ヘラ削り。

③ (4.5) ③橙色

① 12.0 ①粗砂粒、褐色粒 口縁部上半は横ナデ、下半から底部は不定方向の

最大 12.6 ②やや軟質 ヘラ削り 。

③ 6. 7 ③橙色

① 13.0 ①細砂粒 口縁部上位は横ナデ、中位はナデ、下位から底部

最大 13.8 ②良好 は不定方向のヘラ削り 。内面口縁部は斜放射状ヘ

③橙色 ラ磨き。

① 13.6 ①細砂粒 口縁部上位は横ナデ、中位にナデ部分が残る、中

③ 5.4 ②良好 位から底部は不定方向のヘラ削り 。内面口縁部は

③明褐色 斜放射状ヘラ磨き。

① 12.0 ①細砂粒、褐色粒 口縁部は横ナデ、底部は不定方向のヘラ削り。

稜径 12.4 ②良好

③ 4.9 ③橙色

① 12.0 ①細砂粒、褐色粒 口縁部は横ナデ、底部は不定方向のヘラ削り。

稜径 12.0 ②良好

③ 5.0 ③橙色

① 12.0 ①細砂粒、褐色粒 口縁部は横ナデ、底部は不定方向のヘラ削り。

稜径 12.2 ②良好

③ 5.4 ③橙色

① 12.0 ①細砂粒、褐色粒 口縁部は横ナデ、底部は不定方向のヘラ削り。

稜径 11.6 ②良好

③ 5.9 ③橙色

① 12.8 ①細砂粒、褐色粒 口縁部は横ナデ、稜下に無調整部分が残る、底部

稜径 11.2 ②良好 は不定方向のヘラ削り。

③ 5.3 ③橙色
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20 土師器 周堤帯 ・埋 ① 16.2 ①細砂粒 口縁部上位は横ナデ、中位はナデ、下位から底部

第26図 高杯 土 ④ 9.0 ②良好 は不定方向のヘラ削り、脚部は横ナデ。内面杯身

P L42 口縁一部欠 ③ 12.0 ③橙色 は口縁部上半に斜放射状ヘラ磨き。

21 土師器 周堤帯・埋 ① 12. 7 ①細砂粒 杯身底部に突起を設け脚部と接合。内面黒色処理。

第26図 高杯 土 ②良好 口縁部上半は横ナデ、下半は斜め方向のヘラ削り 。

杯身2/3 ③明赤褐色 内面口縁部は斜放射状ヘラ磨き。

22 土師器 埋土 ④ 9.8 ①細砂粒 杯身に脚部を接合。口縁部は上半が横ナデ、下半

第26図 高杯 213 ②良好 はヘラ削り、脚部は横ナデ。

③橙色

23 土師器 周堤帯 ④ 10.0 ①細砂粒 脚部は横ナデ。

第26図 高杯 脚部片 ②良好

③明褐色

24 土師器 埋土 ①細砂粒 脚部はナデ。内面は杯身底部に放射状ヘラ磨き、

第26図 高杯 脚部片 ②良好 脚部は縦方向の強いナデ。

P L43 ③褐色

25 土師器 床上9cm ② 8.0 ①細砂粒 胴部は縦方向のヘラ削り 。内面はヘラナデ。

第27図 甑 胴部下半 胴径 24.0 ②良好

③明赤褐色

26 土師器 籠 ① 14.0 ①粗砂粒 口縁部に輪積痕が残る。口縁部は横ナデ、胴部は

第27図 甕 底部欠損 ②良好 底部から頸部へのヘラ削り 。内面胴部はヘラナデ。

P L42 ③橙色

27 土師器 寵・周堤帯 ① 14.2 ①細砂粒 内面に輪積痕が残る。口縁部は横ナデ、胴部は縦

第27図 甕 2/3 ② 6.0 ②良好 方向のヘラ削り 。内面胴部はヘラナデ。

P L42 ③ 15. 7 ③褐色

28 土師器 周堤帯 ① 14.4 ①根砂粒 内面に輪積痕が残る。口縁部は横ナデ、胴部は上

第27図 甕 完形 ② 7. 5 ②良好 位が縦方向、中位・下位は斜め方向、底部は不定

③ 21.4 ③橙色 方向のヘラ削り 。内面胴部はヘラナデ。

29 土師器 周堤帯・埋 ① 15. 6 ①細砂粒 胴部に輪積痕が残る。口縁部は横ナデ、胴部は縦

第27図 甕 土口縁部 胴径 20.6 ②良好 方向のヘラ削り 。内面胴部はヘラナデ。

P L43 ～胴部中位 ③明褐色

30 土師器 周堤帯・埋 ① 17.0 ①粗砂粒 内外面に輪積痕が残る。口縁部は横ナデ、胴部は

第27図 甕 土 ②良好 ヘラ削 り。 内面胴部はヘラナデ。

P L43 底部欠損 ③明赤褐色

31 土師器 周堤帯 ・埋 ① 18.0 ①粗砂粒 口縁部は横ナデ、胴部は上位が横方向、中位・下

第28図 甕 土 ② 6.4 ②良好 位は斜め方向のヘラ削 り、底部もヘラ削り 。内面

P L43 ほぽ完形 ③ 32.0 ③浅黄色 胴部はヘラナデ。

32 土師器 ① 17.0 ①粗砂粒 口縁部は横ナデ、胴部は上位と下位が横方向、中

第28図 甕 ほぽ完形 ② 5.4 ②良好 位は斜め方向のヘラ削 り。 底部もヘラ削り 。内面

P L43 ③ 32.4 ③にぶい黄褐色 胴部はヘラナデ。

33 土師器 周堤帯 ① 19.2 ①細砂粒、褐色粒 口唇部は横ナデ、口縁部は縦方向のハケ目、胴部

第28図
空一 1/2 胴径 26.8 ②良好 は横方向のハケ目。内面は口縁部が横ナデ、胴部

P L43 ③にぶい橙色 はヘラナデ。

34 土師器 ① 20.2 ①細砂粒、褐色粒 口縁部は斜め方向のハケ目、胴部はハケ目後ヘラ

第29図 一宰 2/3 胴径 26.4 ②良好 削りか。内面は口縁部が横ナデ、胴部はヘラナデ。

P L43 ③橙色

35 土師器 籠 ・周堤帯 ② 5.0 ①細砂粒 胴部は斜め方向のヘラ削り、底部は不定方向のヘ

第29図
互一 胴部下半片 胴径 26.8 ②良好 ラ削り。内面胴部はヘラナデ。

③明赤褐色

36 埴輪 埋土 凸帯径 ①粗砂粒 断面角形の凸帯を貼付。外面はハケ目 (12条～）。

第29図 円筒 小片 18.8 ②良好 内面はナデ。

③にぶい橙色

挿図番号 図版番号 種 類 器 種 出土位置 残存率 計 測 値 （単位 cm、g) 石 材

37 第29図 P L42 石製模造品 臼至 埋土 完形 長 0.38径 0.70孔 0.30重 0.20 滑石

38 第29図 p L42 石製模造品 臼玉 埋土 一部欠 長 0.37径 0.70孔 0.30重 0.10 滑石

39 第29図 P L42 石製模造品 臼玉 埋土 完形 長 038径 0.80孔 0.23重 0.30 滑石

40 第29図 P L42 石製模造品 臼至 埋土 完形 長 0.25径 0.72孔 0.20重 0.20 滑石

41 第29図 P L42 石製模造品 臼至 埋土 完形 長 0.23径 0.70孔 0.20重 0.10 滑石

42 第29図 P L42 石製模造品 臼玉 埋土 完形 長 0.35径 0.72孔 0.23重 0.20 滑石

43 第29図 P L42 石製模造品 臼玉 埋土 1/2 長 027径 0.71孔 0.20重 (0.1) 滑石
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遺物観察表

124号住居
挿図番号 種

図版番号 器

l 土師器

第34図 杯

P L44 

2 土師器

第34図 杯

P L44 

3 土師器

第34図 杯

P L44 

4 土師器

第34図 杯

P L44 

5 土師器

第34図 杯

P L44 

6 土師器

第34図 杯

P L44 

7 土師器

第34図 杯

8 土師器

第34図 高杯

P L44 ， 土師器
第34図 高杯

P L44 

10 土師器

第34図 高杯

11 土師器

第34図 高杯

12 土師器

第34図 堪

P L45 

13 土師器

第34図 堪

P L45 

14 土師器

第34図 小型壺

P L45 

15 土師器

第35図 甑

P L45 

16 土師器

第35図 甑

P L46 

17 土師器

第35図 甕

18 土師器

第35図 小型甕

19 土師器

第35図 甕

P L45 
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類 出土位置

種 遺存状態

床直

完形

埋土

完形

貯蔵穴 ．醒

ほぽ完形

床上5cm 

完形

周堤帯

完形

床上6cm 

口縁部の一

部欠損

寵

1/2 

周堤帯

口縁部

周堤帯

杯身下半～

脚部片

周堤帯

脚部片

周堤帯

埋土

脚部片

床直 ・周堤

帯

胴部一部欠

床直

口縁部欠損

周堤帯

1/2 

貯蔵穴

完形

貯蔵穴

ほぽ完形

周堤帯

口縁部～胴

部上位片

床直 ・埋土

胴部下半片

貯蔵穴 ．寵

床直

ほぼ完形

計測値 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備考

① 12. 6 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半はナデ、下位から底部

③ 6.3 ②良好 は不定方向のヘラ削り 。内面口縁部は斜放射状ヘ

③橙色 ラ磨き。

① 13.2 ①細砂粒 口縁部上位は横ナデ、中位はナデ、下位から底部

③ 5.2 ②良好 は不定方向のヘラ削り 。内面口縁部は斜放射状ヘ

③明赤褐色 ラ磨き。

① 13.6 ①細砂粒 口縁部上位は横ナデ、中位はナデ、下位から底部

③ 5.1 ②良好 は不定方向のヘラ削り 。内面口縁部は斜放射状ヘ

③黒褐色 ラ磨き。

① 13.8 ①細砂粒 口縁部上位は横ナデ、中位はナデ、下位から底部

③ 4.7 ②良好 は不定方向のヘラ削り。内面は口縁部上半が斜放

③褐色 射状ヘラ磨き。

① 12.4 ①細砂粒、褐色粒 口縁部は横ナデ、底部は不定方向のヘラ削り 。

稜径 12.6 ②良好

③ 5.4 ③橙色

① 12. 9 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部は不定方向のヘラ削り 。

稜径 12.7 ②良好

③ 5.8 ③褐色

① 13.0 ①細砂粒 口縁部横ナデ、底部は不定方向のヘラ削り 。

稜径 13.0 ②良好

③ 5.0 ③橙色

① 20.0 ①細砂粒 口縁部下に1条の凸帯が貼付。口縁部は斜め方向

②良好 のヘラ磨き。内面口縁部は斜格子状ヘラ磨き。

③橙色

④ 13.0 ①細砂粒 杯身は口縁部から底部にかけて粗い縦方向のヘラ

②良好 磨き。脚部は上位から端部かけて縦方向のヘラ磨

③灰黄色 き。内面杯身も粗い縦方向のヘラ磨き。

④ 14.0 ①細砂粒 脚部上半は縦方向のヘラ削り、端部は横ナデ。内

②良好 面は縦方向のナデ。

③にぶい黄色

④ 14.0 ①細砂粒 脚部は横ナデ、外面に斜放射状ヘラ磨き。

②良好

③橙色

① 9.0 ①細砂粒 内面に輪積痕が残る。口縁部縦方向、胴部上位斜

最大 13.5 ②良好 め方向、 頸部に2条のヘラ磨き 、胴部下半は不定

③ 15. 3 ③明赤褐色 方向のヘラ削り 。内面口縁部に斜放射状ヘラ磨き。

最大 14.8 ①細砂粒 胴部上半は斜め方向のヘラ磨き。下半から底部は

②良好 不定方向のヘラ削り。

③橙色

① 9.5 ①細砂粒 口縁部は横ナデ後横方向のヘラ磨き、胴部 ・底部

② 6.0 ②良好 はヘラ削り 。内面は上半が横方向、下半が格子状

③ 8.6 ③明赤褐色 ヘラ磨き。

① 15.4 ①粗砂粒 口縁部は横ナデ、胴部は縦方向のヘラ削り後粗い

② 3.2 ②良好 ヘラ磨き。内面はヘラナデ。

③ 19.6 ③にぶい黄橙色

① 22.8 ①細砂粒 胴部に輪積痕が残る。口縁部は横方向、 胴部は縦

② 8. 7 ②良好 方向のヘラ削り後底部周辺を横方向のヘラ削り 。

③ 21. 7 ③明褐色 内面胴部はヘラナデ。

① 11.8 ①細砂粒 口縁部から頸部は横ナデ、胴部は頸部下にナデが

②良好 残り、上位は横方向のヘラ削り 。内面胴部はヘラ

③にぶい赤褐色 ナデ。

胴径 13.8 ①細砂粒 胴部は中位が横方向、下位が縦方向のヘラ削り、

② 5.2 ②良好 底部もヘラ削り 。内面はヘラナデ。

③明赤褐色

① 19.2 ①粗砂粒・褐色粒 口縁部は横ナデ、胴部は底部から頸部へのヘラ削

② 5.0 ②良好 り、底部は不定方向のヘラ削り 。内面胴部はヘラ

③ 29. 7 ③明赤褐色 ナデ。
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20 土師器 鼈 ・貯蔵穴 ① 18.8 ①粗砂粒 成形時の歪みが大きい。口縁部は横ナデ、胴部は

第35図 甕 床直 ② 5.5 ②良好 縦方向のヘラ削り、底部は不定方向のヘラ削り。

P L45 一部欠損 ③ 30.9 ③浅黄色 内面胴部はヘラナデ。

21 土師器 周堤帯 ① 24.2 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、胴部上半は横方向・斜め方向の

第36図
宮一 口縁部～胴 胴径 33.6 ②良好 ヘラ削り。内面胴部はヘラナデ、中位に粗いヘラ

P L45 部上半片 ③黄褐色 磨き。

挿図番号 図版番号 種 類 器 種 出土位置 残存率 計 測 値 （単位 cm、g) 石 材

22 第36図 P L46 石製品 紡錘車 埋土 完形 径 4.16径1.95厚l.81孔 0.65重 39.9 蛇紋岩

23 第36図 石製模造品 臼玉 埋土 完形 長 0.30径 0.66孔 0.20重 0.20 滑石

125号住居
挿図番号 種 類 出土位置

計測値 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備考
図版番号 器 種 遺存状態

1 土師器 埋土 ① 13.4 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半はナデ、底部は不定方

第41図 杯 ほぽ完形 ③ 5.2 ②良好 向ヘラ削り。内面は口縁部上半に斜放射状ヘラ磨

P L46 ③明赤褐色 き。

2 土師器 埋土 ① 13.4 ①細砂粒 口縁部上位は横ナデ、中位はナデ、下位から底部

第41図 杯 ほぽ完形 ③ 5.2 ②良好 は不定方向のヘラ削り。

P L46 ③赤褐色

3 土師器 埋土 ① 13.5 ①細砂粒 口縁部上位は横ナデ、中位はナデ、下位から底部

第41図 杯 2/3 ③ (4. 7) ②良好 は不定方向のヘラ削り。内面口縁部は斜放射状ヘ

P L46 ③明赤褐色 ラ磨き。

4 土師器 周堤帯 ① 14.0 ①細砂粒 口縁部上位は横ナデ、中位はナデ、下位から底部

第41図 杯 2/3 ③ 5.0 ②良好 は不定方向のヘラ削り。内面口縁部は斜放射状ヘ

P L46 ③赤褐色 ラ磨き。

5 土師器 寵 ① 13.8 ①細砂粒 口縁部上位は横ナデ、中位から底部は不定方向の

第41図 杯 3/4 ③ 5.3 ②良好 ヘラ削り。内面口縁部は斜放射状ヘラ磨き。

P L46 ③褐色

6 土師器 寵 ① 14.0 ①細砂粒 口縁部上位は横ナデ、中位にナデ部分が残る、中

第41図 杯 1/2 ③ 5.3 ②良好 位から底部は不定方向のヘラ削り 。内面は口縁部

①橙色 上半に斜放射状ヘラ磨き。

7 土師器 床直・寵 ① 14.3 ①細砂粒 内面黒色処理。口縁部上半は横ナデ後横方向のヘ

第41図 杯 213 ③ 5.3 ②良好 ラ磨き、下半から底部は不定方向のヘラ削り。内

P L46 ③明赤褐色 面口縁部は横方向のヘラ磨き。

8 土師器 蔽 ① 13.2 ①細砂粒 口縁部上位は横ナデ、中位にナデ部分が残る、中

第41図 杯 口縁部片 ③ 7.1 ②良好 位から底部は不定方向のヘラ削り。内面口縁部は

③明赤褐色 斜放射状ヘラ磨き。， 土師器 埋土 ① 11. 8 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半にナデ部分が残る、底

第41図 杯 口縁部片 最大 12.6 ②良好 部は不定方向のヘラ削り。内面口縁部は斜放射状

③ 4.4 ③明赤褐色 ヘラ磨き。

10 土師器 掘り方 ① 13.0 ①細砂粒 内面黒色処理。口縁部上半は横ナデ、下半はナデ、

第42図 杯 1/3 最大 13.6 ②良好 底部は不定方向のヘラ削り。内面口縁部は粗い斜

P L46 ③ 5.0 ③赤褐色 放射状ヘラ磨き。

11 土師器 床上llcm ① 11. 8 ①細砂粒 口縁部上位は横ナデ、中位・下位はナデ、底部は

第42図 杯 ほぽ完形 最大 13.0 ②良好 不定方向のヘラ削り。内面は口縁部上半が粗い斜

P L46 ③ 6.4 ③赤褐色 放射状ヘラ磨き。

12 土師器 周堤帯 ① 12.6 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部は不定方向のヘラ削り 。

第42図 杯 1/3 稜径 12.6 ②良好

P L46 ③ 5.4 ③にぶい橙色

13 土師器 埋土 ① 13.8 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部は不定方向のヘラ削り 。

第42図 杯 口縁部片 稜径 11.6 ②良好

③黄褐色

14 土師器 周堤帯・埋土 ① 16.4 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部は不定方向のヘラ削り。

第42因 杯 2/3 稜径 17.2 ②良好

P L46 ③ 8.4 ③明赤褐色

15 土師器 龍 ① 16. 4 ①細砂粒 杯身口縁部は横ナデ、底部はナデ、脚部は縦方向

第42図 高杯 1/2 ④ 12. 5 ②良好 のヘラ削り、端部は横ナデ。内面は口縁部に斜放

P L47 ③ 14.3 ③明赤褐色 射状ヘラ磨き。

16 土師器 埋土 ①細砂粒 杯身口縁部は横ナデ、底部はナデ。内面は口縁部

第42図 高杯 口縁部片 ②良好 上半に斜放射状ヘラ磨き。

③赤褐色
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17 土師器 埋土 ④ 13. 6 ①細砂粒 杯身は脚部に差し込み状に接合。接合部は縦方向

第42図 高杯 126住埋土 ②良好 ヘラ磨き、その下位は横ナデ。

P L46 脚部 ③橙色

18 土師器 床直5cm ① 12.0 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、体部はナデ、底部の整形は不明。

第42図 鉢 口縁部の一 ② 5.2 ②良好 内面体部は横方向のハケ目。

P L47 部欠損 ③ 5.6 ③にぶい褐色

19 土師器 籟 ・床直 ① 16.8 ①粗砂粒 口縁部は横ナデ、体部はナデ、底部は中心部に凹

第42図 椀 1/2 ② 8.0 ②良好 みをもち周囲をヘラ削り。

P L47 ③ 10.5 ③明赤褐色

20 土師器 周堤帯 ① 24.6 ①粗砂粒、褐色粒 口縁部は横ナデ、胴部は頸部へ向けてのヘラ肖ljり。

第43図 甑 口縁部～胴 ②良好 内面胴部はハケ目。

P L47 部中位 ③明赤褐色

21 土師器 周堤帯 ② 9.2 ①細砂粒 胴部は縦方向のヘラ削り 。内面は横方向のハケ目。

第42図 甑 胴部下位片 ②良好

③明赤褐色

22 土師器 周堤帯 ① 11. 7 ①粗砂粒 口縁部は横ナデ、胴部は縦方向、底部は横方向の

第42図 小型甕 3/4 ② 6.5 ②良好 ヘラ削り、胴部最下部に 1条の強いナデ。内面は

P L47 ③ 10.3 ③にぶい黄褐色 頸部に横方向ヘラ削り、胴部はヘラナデ。

23 土師器 篭 ① 12.4 ①粗砂粒 口縁部から頸部は横ナデ、胴部は上位がナデ、中

第42図 甕 1/2 胴径 14.0 ②良好 位 ・下位は縦方向のヘラ削り 。内面胴部はヘラナ

P L47 ③明赤褐色 プー―90 

24 土師器 寇 ① 13.2 ①細砂粒、褐色粒 口縁部は横ナデ、胴部は頸部へ向けてのヘラ削り 。

第43図 甕 口縁部～胴 ②良好 内面胴部はヘラナデ。

P L47 部上位片 ③橙色

25 土師器 篭 ① 16.4 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、胴部は斜め方向のヘラ削り 。内

第43図 甕 口縁部～胴 ②良好 面胴部はヘラナデ。

P L47 部上位片 ③明赤褐色

26 土師器 裔 ① 16.8 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、胴部は縦方向のヘラ削り。内面

第43図 甕 口縁部～胴 ②良好 胴部はヘラナデ。

P L47 部上位片 ③明赤褐色

27 土師器 竃 ① 18.0 ①粗砂粒(2~5詞） 口縁部は横ナデ、胴部は上位が横方向、中位が斜

第43図 甕 口縁部～胴 胴径 24.2 ②良好 方向のヘラ削り 。内面胴部はヘラナデ。

P L47 部中位片 ③褐色

28 土師器 竃 ① 17. 7 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、胴部は縦方向のヘラ削り 。内面

第43図 甕 口縁部～胴 胴径 21.8 ②良好 胴部はヘラナデ。

P L48 部中位片 ③にぶい褐色

29 土師器 床上12cm ① 18. 7 ①粗砂粒 口縁部は楕円形(17.0~18.7）。口縁部は横ナデ、

第44図 甕 冦 ② 7.2 ②良好 胴部は縦方向のヘラ削り 。内面胴部はヘラナデ。

P L48 一部欠損 ③ 34.4 ③明褐色

30 土師器 埋土 ② 7.6 ①粗砂粒 胴部 ・底部はヘラ削り 。内面はヘラナデ。

第44図 甕 底部 ②良好

③橙色

31 土師器 埋土 ① 13.8 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、胴部上半は横方向のヘラ削り 。

第44図 宮-*ゴ 口縁部～胴 ②良好 内面は頸部が縦方向の指ナデ、胴部はヘラナデ。

P L48 部上半片 ③明褐色

32 土師器 床上12cm 胴径 20.6 ①細砂粒 胴部上半は横ナデ、下半は縦方向のヘラ削り、底

第43図 甕 胴部片 ②良好 部もヘラ削り 。内面はヘラナデ。

P L48 ③明赤褐色

挿図番号 図版番号 種 類 器 種 出土位置 I残存率 計 測 値 （単位 cm、g) 石 材

33 第44図 P L48 石製品 玉 埋土 I完形 長 0.72径 0.80孔 0.17重 0.40 滑石
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126号住居
挿図番号 種 類 出土位置

計測値 ①胎土②焼成③色調 製作技法 等 の特徴 備考
図版番号 器 種 遺存状態

1 土師器 埋土・周堤帯 ① 13.2 ①細砂粒 口縁部上位は横ナデ、中位から底部は不定方向の

第48図 杯 1/4 ②良好 ヘラ削 り。

③橙色

2 土師器 掘り方 ① 13.2 ①細砂粒 口縁部上位は横ナデ、中位はナデ、下位から底部

第48図 杯身 1/2 ③ 6.0 ②良好 は不定方向のヘラ削り 。内面の口縁部上半は斜放

③明赤褐色 射状ヘラ磨き。

3 土師器 周堤帯 ① 13.6 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半はナデ、底部はヘラ削

第48図 杯 213 ③ 5.3 ②良好 り後粗いヘラ磨き。内面は口縁部に斜放射状、底

P L49 ③明赤褐色 部に粗いヘラ磨き。

4 土師器 埋土・周堤帯 ① 14.0 ①細砂粒 口縁部上位は横ナデ、中位から底部は不定方向の

第48図 杯 1/4 ③ (4. 7) ②良好 ヘラ削 り。

③明赤褐色

5 土師器 周堤帯 ① 14.0 ①粗砂粒 口縁部上位は横ナデ、中位はナデ、下半から底部

第48図 杯 3/4 ③ 4.3 ②良好 は不定方向のヘラ削り 。内面口縁部は斜放射状ヘ

P L49 ③明赤褐色 ラ磨き。

6 土師器 埋土 ① 14.0 ①細砂粒 口縁部上位は横ナデ、中位はナデ、下半から底部

第48図 杯 1/2 ③ 4.9 ②良好 は不定方向のヘラ削 り。 内面口縁部は斜放射状ヘ

P L49 ③明赤褐色 ラ磨き。

7 土師器 床上17cm ① 14.0 ①細砂粒 口縁部上位は横ナデ、中位はナデ、下半から底部

第48図 杯 ほぽ完形 ③ 4.6 ②良好 は不定方向のヘラ削り 。内面口縁部は斜放射状ヘ

P L49 ③橙色 ラ磨き。

8 土師器 埋土 ① 13. 5 ①粗砂粒 口縁部上位は横ナデ、中位はナデ、下位から底部

第48図 杯 3/4 ③ 5. 7 ②良好 は不定方向ヘラ削り 。内面口縁部は斜放射状ヘラ

P L49 ③明赤褐色 磨き。， 土師器 床直 ① 15.0 ①細砂粒 口縁部上位は横ナデ、中位から底部は不定方向の

第48図 杯 ほぽ完形 ③ 6.1 ②良好 ヘラ削 り、口縁部上半に斜め方向のヘラ磨き。内

P L49 ③橙色 面口縁部に斜放射状ヘラ磨き。

10 士師器 周堤帯 ① 16.6 ①細砂粒 口縁部上位は横ナデ、中位はナデ、下位から底部

第48図 杯 完形 ③ 7.2 ②良好 は不定方向のヘラ削 り。 内面口縁部は斜放射状ヘ

P L49 ③明赤褐色 ラ磨き。

11 土師器 周堤帯 ① 9.0 ①細砂粒 内面黒色処理。口縁部上位は横ナデ、中位はナデ、

第48図 杯 ほぽ完形 最大 10.2 ②良好 下位から底部は不定方向のヘラ削り 。

P L49 ③ 6.0 ③明赤褐色

12 土師器 床上16cm ① 10.0 ①細砂粒 口縁部上位は横ナデ、中位はナデ、下位から底部

第48図 杯 完形 最大 10.9 ②良好 は不定方向のヘラ削り 。内面は口縁部に斜放射状

P L49 ③ 5.9 ③赤褐色 後底部中央より放射状のヘラ磨き。

13 土師器 周堤帯・埋土 ① 13.6 ①細砂粒 内面黒色処理。口縁部上位は横ナデ、中位はナデ、

第48図 杯 口縁部片 最大 14.4 ②良好 下位から底部は不定方向のヘラ削り 。内面口縁部

③ 5.1 ③明赤褐色 は斜放射状ヘラ磨き。

14 土師器 周堤帯 ① 12.6 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部は不定方向のヘラ削り 。

第49図 杯 3/4 稜径 12.0 ②良好

P L49 ③ 5.2 ③橙色

15 土師器 周堤帯 ① 13.0 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部は不定方向のヘラ削り 。

第49図 杯 3/4 稜径 12.5 ②良好

P L49 ③ 5.4 ③橙色

16 土師器 周堤帯 ① 13.0 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部は不定方向のヘラ削り 。

第49図 杯 口縁部片 稜径 12.6 ②良好

③橙色

17 土師器 埋土 ① 13.8 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部は不定方向のヘラ削り 。

第49図 杯 口縁部片 稜径 13.6 ②良好

③明赤褐色

18 土師器 周堤帯 ① 13.6 ①細砂粒 杯身内面黒色処理。杯身口縁部は上位が横ナデ、

第49図 高杯 1/2 ④ 8.2 ②良好 中位がナデ、下位が横方向のヘラ削り、脚部は縦

P L49 ③ 8.8 ③橙色 方向のヘラ磨き。内面杯身は斜放射状ヘラ磨き。

19 土師器 周堤帯 ① 15.0 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半はヘラナデ。

第49図 高杯 口縁部片 ②良好

③明赤褐色
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20 土師器 埋土 ④ 8.6 ①細砂粒 杯身底部と脚部との間に接合痕。脚部は横ナデ。

第49図 脚部 ②良好

③明赤褐色

21 土師器 埋土 ④ 9.4 ①細砂粒 脚部上半は縦方向ヘラナデ、下半は横ナデ。

第49図 高杯 脚部 ②良好

P L49 ③橙色

22 土師器 周堤帯 ① 7.6 ①細砂粒 口縁部は横ナデ後斜め方向のヘラ磨き、胴部はヘ

第49図 柑 完形 胴径 10.6 ②良好 ラ削り後斜め方向のヘラ削り、底部は不定方向の

P L49 ③ 12.4 ③明赤褐色 ヘラ削り。内面胴部はナデか。

23 土師器 周堤帯・埋土 ① 9.0 ①細砂粒 口縁部は横ナデ後、斜め方向のヘラ磨き、胴部は

第49図 柑 胴部の一部 胴径 15.2 ②良好 横方向のヘラ削り後上半に下部で折り返す斜め方

P L49 欠損 ③ 12.2 ③明赤褐色 向のヘラ磨き、底部は不定方向のヘラ削り 。

24 土師器 周堤帯 ① 7.8 ①細砂粒 口縁部から頸部は横ナデ、胴部はナデ、底部の整

第49図 小型壺 完形 ② 2.6 ②良好 形は不明。内面は口唇部が横ナデ、その下位はヘ

P L50 ③ 11. 6 ③橙色 ラナデ。

25 土師器 周堤帯 ① 9.8 ①細砂粒 口縁部から頸部は横ナデ、胴部は斜め方向のヘラ

第49図 小型甕 1/2 ② 6.0 ②良好 削り、底部は不定方向のヘラ削り 。内面胴部はヘ

P L50 ③ 10.6 ③明赤褐色 ラナデ。

26 土師器 周堤帯 ① 15.8 ①細砂粒 口縁部から頸部は横ナデ、胴部は底部周辺だけへ

第49図 甑 胴部の一部 ② 3. 7 ②良好 ラ削りで他はナデ。内面はヘラナデ。

欠損 ③ 10.2 ③橙色

27 土師器 冠・貯蔵穴 ① 24.0 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、胴部は縦方向のヘラ削り 。内面

第50図 甑 口縁部～胴 ②良好 胴部はヘラナデと部分的なヘラ磨き。

部中位片 ③明赤褐色

28 土師器 周堤帯 ① 16. 6 ①租砂粒、褐色粒 口縁部から頸部は横ナデ、胴部は上位にナデが残

第50図 甕 3/4 ② 6.3 ②良好 り底部付近に横方向のヘラ削りの他は縦方向のヘ

P L50 ③ 17. l ③明赤褐色 ラ削り。内面胴部下半に粗いヘラ磨き。

29 土師器 周堤帯 ① 19.6 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、胴部は縦方向のヘラ削り 。内面

第50図 甕 口縁部～胴 胴径 22.2 ②良好 胴部はヘラナデ。

部中位片 ③明赤褐色

30 土師器 裔 ① 20.0 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部には

第50回 甕 口縁部～胴 ②良好 粗いヘラ磨き。

部上位片 ③明赤褐色

31 土師器 周堤帯・耕土 ① 23.0 ①粗砂粒 口縁部は横ナデ、胴部は中位が横方向の他は縦方

第51図 甕 埋土 ② 7.6 ②良好 向のヘラ削り、底部は不定方向のヘラ削り 。内面

P L50 1/2 ③ 24.4 ③橙色 胴部はヘラナデ。

32 土師器 埋土・128住 ① 24.4 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、胴部は概ね縦方向のヘラ削り、

第51図 甕 1/3 ② 7.6 ②良好 底部は不定方向のヘラ削り 。内面胴部はヘラナデ。

P L50 ③ 28.4 ③橙色

33 土師器 周堤帯・埋土 ① 21.0 ①粗砂粒 口縁部は横ナデ、胴部は上半がナデ、下半は概ね

第52図 甕 1/2 ② 7.4 ②良好 斜め方向のヘラ削り、底部は不定方向のヘラ削り 。

P L50 ③ 39.6 ③橙色 内面胴部はヘラナデ。

34 土師器 周堤帯 ① 23.6 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、胴部は横方向のヘラ削り。内面

第50図 壺 口縁部～胴 ②良好 胴部はヘラナデ。

P L50 部上位片 ③橙色

挿図番号 図版番号 種 類 器 種 出土位置 残存率 計 測 値（単位 cm、9) 石 材

35 第51図 P L51 石器 砥石 床上7cm 完形 長 10.09幅 3.41厚 0.64孔 0.82重 56.90 頁岩

36 第51図 P L51 石製模造品 剣形 周堤帯 完形 長 4.50幅 3.10厚 0.50孔 0.20重 11.90 滑石

37 第51図 P L51 石製模造品 剣形 周堤帯 完形 長 4.40幅 2.50厚 0.55孔 0.20重 10.10 滑石

38 第51図 P L51 石製模造品 剣形 周堤帯 完形 長 4.62幅 2.30厚 4.50孔 0.23重 8.50 滑石

39 第51図 P L51 石製模造品 剣形 周堤帯 完形 長 4.05幅 2.90厚 0.53孔 0.23重 10.90 滑石

40 第52図 P L51 石製模造品 剣形 周堤帯 端部欠 長 4.10幅 2.70厚 0.50孔 0.20重 8.20 滑石

41 第52図 P LSl 石製模造品 剣形 周堤帯 完形 長 3.95幅 2.15厚 0.36孔 0.20重 5.40 滑石

42 第52図 P L51 石製模造品 剣形 周堤帯 一部欠 長 4.30幅 2.30原 0.60孔 0.35重 8.60 滑石

43 第52図 P L51 石製模造品 剣形 周堤帯 1/4 長 2.75幅1.45原 5.20孔 0.15重 2.80 滑石

44 第52図 P L51 石製模造品 剣形 周堤帯 1/3 長 2.50幅1.80厚 0.40孔 0.20重 3.00 滑石

45 第52図 P L51 石製模造品 剣形 周堤帯 1/5 長 4.70幅1.60厚 0.50孔 0.20重 1.60 滑石

46 第52図 P L51 石製模造品 円形 周堤帯 完形 長 2.90幅 1.70厚 0.45孔 0.40重 4.60 滑石

47 第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.38径 0.70孔 0.20重 0.30 滑石

48 第53図 P L5l 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.40径 0.73孔 0.23重 0.30 滑石

49 第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.29径 0.62孔 0.20重 0.20 滑石

50 第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.42径 0.62孔 0.20重 0.20 滑石
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51 第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.51径 0.70孔 0.20重 0.30 滑石

52 第53図 P L51 石製模造品 臼杢 周堤帯 完形 長 0.30径 0.68孔 0.20重 0.20 滑石

53 第53図 P L51 石製模造品 臼至 周堤帯 完形 長 0.33径 0.66孔 0.20重 0.10 滑石

54 第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.45径 0.60孔 0.23重 0.10 滑石

55 第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.48径 0.67孔 0.20重 0.30 滑石

56 第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.51径 0.68孔 0.21重 0.40 滑石

57 第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.46径 0.58孔 0.21重 0.20 滑石

58 第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.48径 0.66孔 0.23重 0.30 滑石

59 第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.42径 0.65孔 0.22重 0.20 滑石

60 第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.46径 0.69孔 0.21重 0.20 滑石

61 第53因 P L51 石製模造品 臼至 周堤帯 完形 長 0.28径 0.60孔 0.20重 0.10 滑石

62 第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.38径 0.56孔 0.20重 0.10 滑石

63 第53図 P L51 石製模造品 臼王 周堤帯 完形 長 0.32径 0.69孔 0.22重 0.10 滑石

64 第53図 P L51 石製模造品 臼至 周堤帯 完形 長 0.38径 0.68孔 0.21重 0.30 滑石

65 第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.25径 0.69孔 0.22重 0.10 滑石

66 第53図 P L51 石製模造品 臼至 周堤帯 完形 長 0.31径 0.67孔 0.20重 0.10 滑石

67 第53図 P L51 石製模造品 臼至 周堤帯 完形 長 0.30径 0.68孔 0.23重 0.20 滑石

68 第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.39径 0.58孔 0.22重 0.20 滑石

69 第53因 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.39径 0.57孔 0.20重 0.30 滑石

70 第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.40径 0.62孔 0.20重 0.30 滑石

71 第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.34径 0.61孔 0.20重 0.20 滑石

72 第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.50径 0.57孔 0.21重 0.30 滑石

73 第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.40径 0.61孔 0.20重 0.10 滑石

74 第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.46径 0.62孔 0.25重 0.20 滑石

75 第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.31径 0.64孔 0.23重 0.10 滑石

76 第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.43径 0.72孔 0.34重 0.20 滑石

77 第53図 P L51 石製模造品 臼歪 周堤帯 完形 長 0.28径 0.70孔 0.24重 0.10 滑石

78 第53図 P L51 石製模造品 臼至 周堤帯 完形 長 0.55径 0.67孔 0.20重 0.30 滑石

79 第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.385径 0.62孔 0.20重 0.10 滑石

80 第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.53径 0.70孔 0.25重 0.30 滑石

81 第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.37径 0.62孔 0.23重 0.10 滑石

82 第53図 P L51 石製模造品 臼王 周堤帯 完形 長 0.39径 0.63孔 0.24重 0.10 滑石

83 第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.36径 0.70孔 0.20重 0.20 滑石

84 第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.47径 0.62孔 0.20重 0.10 滑石

85 第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.36径 0.62孔 0.20重 0.10 滑石

86 第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.42径 0.75孔 0.20重 0.20 滑石

87 第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.30径 0.69孔 0.20重 0.10 滑石

88 第53図 P L51 石製模造品 臼王 周堤帯 完形 長 0.30径 0.75孔 0.20重 0.20 滑石

89 第53図 P L51 石製模造品 臼王 周堤帯 完形 長 0.36径 0.71孔 0.20重 0.20 滑石

90 第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.40径 0.63孔 0.20重 0.10 滑石

91 第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.40径 0.65孔 0.25重 0.20 滑石

92 第53図 P L51 石製模造品 臼杢 周堤帯 完形 長 0.35径 0.72孔 0.20重 0.10 滑石

93 第53図 P L51 石製模造品 臼至 周堤帯 完形 長 0.43径 0.73孔 0.22重 0.20 滑石

94 第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.33径 0.70孔 0.24重 0.10 滑石

95 第53図 P L51 石製模造品 臼至 周堤帯 完形 長 0.45径 0.70孔 0.22重 0.20 滑石

96 第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.48径 0.64孔 0.22重 0.20 滑石

97 第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.47径 0.64孔 0.20重 0.10 滑石

98 第53図 P L5l 石製模造品 臼屯 周堤帯 完形 長 0.42径 0.72孔 0.22重 0.20 滑石

99 第53図 P 151 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.44径 0.65孔 0.24重 0.20 滑石

100第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.37径 0.75孔 0.22重 0.20 滑石

101第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.42径 0.72孔 0.25重 0.20 滑石

102第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.41径 0.75孔 0.20重 0.30 滑石

103第53図 P L51 石製模造品 臼王 周堤帯 完形 長 0.31径 0.69孔 0.20重 0.10 滑石

104第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.47径 0.64孔 0.25重 0.10 滑石

105第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.46径 0.70孔 0.20重 0.20 滑石

106第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.41径 0.74孔 0.20重 0.20 滑石

107第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.43径 0.69孔 0.25重 0.30 滑石

108第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.44径 0.73孔 0.25重 0.30 滑石

109第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.43径 0.74孔 0.25重 0.30 滑石

llO第53図 P L5l 石製模造品 臼干 周堤帯 完形 長 0.53径 0.64孔 0.25重 0.30 滑石

111第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.33径 0.62孔 0.20重 0.20 滑石

112第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.44径 0.67孔 0.20重 0.30 滑石
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113第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.55径 0.70孔 0.20重 0.40 滑石

114第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.42径 0.64孔 0.25重 0.20 滑石

115第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.34径 0.68孔 0.20重 0.20 滑石

116第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.38径 0.68孔 0.20重 0.20 滑石

117第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.42径 0.67:fL 0.20重 0.30 滑石

118第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.50径 0.72孔 0.20重 0.30 滑石

119第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.40径 0.68孔 0.20重 0.20 滑石

120第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.35径 0.67孔 0.20重 0.20 滑石

121第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.45径 0.75孔 0.20重 0.20 滑石

122第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.47径 0.74孔 重 0.30 滑石

123第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.41径 0.62孔 0.23重 0.20 滑石

124第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.375径 0.65孔 0.22重 0.10 滑石

125第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.40径 0.72孔 0.20重 0.20 滑石

126第53図 P L51 石製模造品 臼王 周堤帯 完形 長 0.455径 0.67孔 0.22重 0.20 滑石

127第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.36径 0.70孔 0.23重 0.10 滑石

128第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.51径 0.715孔 0.20重 0.20 滑石

129第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.39径 0.685孔 0.20重 0.20 滑石

130第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.39径 0.70孔 0.23重 0.30 滑石

131第53区l P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.27径 0.71孔 0.20重 0.10 滑石

132第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.57径 0.71孔 0.25重 0.40 滑石

133第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.28径 0.74孔 0.20重 0.10 滑石

134第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.46径 0.76孔 0.20重 0.30 滑石

135第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.34径 0.66孔 0.20重 0.10 滑石

136第53図 P L51 石製模造品 臼至 周堤帯 完形 長 0.34径 0.66孔 0.20重 0.20 滑石

137第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.35径 0.68孔 0.25重 0.20 滑石

138第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.36径 0.71孔 0.20重 0.20 滑石

139第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.38径 0.73孔 0.25重 0.30 滑石

140第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.32径 0.71孔 0.20重 0.20 滑石

141第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.35径 0.59孔 0.21重 0.20 滑石

142第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.40径 0.75孔 0.25重 0.30 滑石

143第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.45径 0.71孔 0.20重 0.30 滑石

144第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.45径 0.74孔 0.20重 0.40 滑石

145第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.32径 0.67孔 0.21重 0.20 滑石

146第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.41径 0.61孔 0.20重 0.20 滑石

147第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.50径 0.60孔 0.20重 0.30 滑石

148第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.50径 0.62孔 0.20重 0.20 滑石

149第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.41径 0.70孔 0.20重 0.30 滑石

150第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.35径 0.71孔 0.21重 0.20 滑石

151第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.48径 0.70孔 0.21重 0.30 滑石

152第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.44径 0.70孔 0.20重 0.30 滑石

153第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.40径 0.71孔 0.22重 0.30 滑石

154第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.40径 0.66孔 0.24重 0.20 滑石

155第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.37径 0.69孔 0.20重 0.30 滑石

156第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.25径 0.66孔 0.21重 0.10 滑石

157第53図 P L51 石製模造品 臼至 周堤帯 完形 長 0.39径 0.70孔 0.24重 0.20 滑石

158第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.39径 0.67孔 0.21重 0.20 滑石

159第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.41径 0.65孔 0.25重 0.20 滑石

160第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.31径 0.63孔 0.20重 0.10 滑石

161第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.43径 0.64孔 0.25重 0.20 滑石

162第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.29径 0.72孔 0.25重 0.20 滑石

163第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.26径 0.64孔 0.25重 0.10 滑石

164第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.36径 0.68孔 0.25重 0.10 滑石

165第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.30径 0.71孔 0.25重 0.10 滑石

166第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.35径 0.76孔 0.25重 0.20 滑石

167第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.34径 0.73孔 0.25重 0.10 滑石

168第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.44径 0.63孔 0.20重 0.20 滑石

169第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.47径 0.70孔 0.20重 0.10 滑石

170第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.40径 0.76孔 0.20重 0.30 滑石

171第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.40径 0.70孔 0.20重 0.10 滑石

172第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.22径 0.70孔 0.20重 0.10 滑石

173第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.30径 0.60孔 0.20重 0.10 滑石

174第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.10径 0.58孔 0.19重 0.10 滑石
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175第53図 P L51 石製模造品 臼王 周堤帯 完形 長 0.385径 0.70孔 0.22重 0.20 滑石

176第53図 P L51 石製模造品 臼至 周堤帯 完形 長 0.405径 0.65孔 0.25重 0.20 滑石

177第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.35径 0.67孔 0.23重 0.20 滑石

178第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.37径 0.675孔 0.20重 0.20 滑石

179第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.39径 0.56孔 0.17重 0.10 滑石

180第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.45径 0.66孔 0.20重 0.20 滑石

181第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.25径 0.67孔 0.30重 0.10 滑石

182第53図 P L51 石製模造品 臼至 周堤帯 完形 長 0.27径 0.65孔 0.25重 0.10 滑石

183第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.50径 0.57孔 0.20重 0.20 滑石

184第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.48径 0.70孔 0.25重 0.30 滑石

185第53図 P L51 石製模造品 臼王 周堤帯 完形 長 0.48径 0.70孔 0.20重 0.30 滑石

186第53因 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.47径 0.65孔 0.23重 0.30 滑石

187第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 1/2 長 0.15径 0.64孔 0.20重 0.10 滑石

188第53図 P L51 石製模造品 臼宝 周堤帯 完形 長 0.25径 0.69孔 0.19重 0.10 滑石

189第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.40径 0.64孔 0.20重 0.20 滑石

190第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.49径 0.67孔 0.20重 0.30 滑石

191第53図 P L51 石製模造品 臼宝 周堤帯 完形 長 0.47径 0.59孔 0.20重 0.30 滑石

192第53図 P L51 石製模造品 臼圭 周堤帯 完形 長 0.56径 0.70孔 0.20重 0.30 滑石

193第53図 P L51 石製模造品 臼玉 周堤帯 完形 長 0.28径 0.70孔 0.20重 0.20 滑石

194第52図 石製模造品 臼玉 周堤帯 1/4 長 0.14径 孔 重 0.10 滑石

195第52図 石製模造品 剥片 周堤帯 長 1.87幅 1.34厚 0.24重 0.80 滑石

196第52図 石製模造品 剥片 周堤帯 長 2.50幅 0.82厚 0.50重1.40 滑石

197第52図 石製模造品 剥片 周堤帯 長 2.85幅1.12厚 0.52重1.80 滑石

198第52図 石製模造品 剥片 周堤帯 長 0.45幅 0.30厚 0.36重 0.20 滑石

127号住居
挿図番号 種 類 出土位置

計測値 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備考
図版番号 器 種 遺存状態

1 土師器 掘り方 ① 13.0 ①細砂粒 口縁部に輪積痕が残る。口縁部上位は横ナデ、中

第56図 杯 口縁部片 ②良好 位にナデ部分が残る、中位から底部は不定方向の

③橙色 ヘラ削り。内面口縁部は斜放射状ヘラ磨き。

2 土師器 床直 ① 14. 6 ①細砂粒 内面黒色処理。口縁部上位は横ナデ、中位にナデ

第56図 杯 3/4 ③ 5.2 ②良好 部分が残る、中位から底部はヘラ削り後ヘラ磨き。

P L52 ③明赤褐色 内面は全面にヘラ磨き。

3 土師器 床直 ① 12.8 ①細砂粒 口縁部は上位が横ナデ、中位はナデ。内面口縁部

第56図 杯 口縁部片 ②良好 は斜放射状ヘラ磨き。

③橙色

4 土師器 埋土 ① 14.9 ①細砂粒 口縁部上位は横ナデ、中位にナデ部分が僅かに残

第56図 杯 口縁部片 ③ (6.6) ②良好 る、中位から底部は不定方向のヘラ削り。内面は

③赤褐色 斜放射状ヘラ磨き。

5 土師器 床直 ① 11. 8 ①粗砂粒 口縁部上半は横ナデ、中位はナデ、下位から底部

第56図 杯 底部の一部 最大 12.4 ②良好 は不定方向のヘラ削り。内面口縁部は粗い斜放射

P L52 欠損 ③ 4.8 ③橙色 状ヘラ磨き。

6 土師器 床直 ① 12. 4 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半はナデ、底部は一定方

第56図 杯 1/2 最大 12.8 ②良好 向のヘラ削り。

P L52 ③ 4.8 ③赤褐色

7 土師器 床直 ① 11. 7 ①粗砂粒、褐色粒 口縁部上位は横ナデ、中位から底部は不定方向の

第56図 杯 完形 最大 12.6 ②良好 ヘラ削り。内面口縁部は下端で折り返す斜放射状

P L52 ③ 6.1 ③明赤褐色 ヘラ磨き。

8 土師器 床直 ① 11. 8 ①細砂粒 内面黒色処理。口縁部上半は横ナデ、下半から底

第56図 杯 完形 最大 13.7 ②良好 部は不定方向のヘラ削り。

P L52 ③ 7.6 ③明赤褐色， 土師器 床直 ① 12.0 ①細砂粒 脚部内面は黒色処理。杯身口縁部は上半が横ナデ、

第56図 高杯 はぽ完形 ④ 8.6 ②良好 下半はヘラ削り、脚部は上半がナデ、下半は横ナ

P L52 ③ 7.4 ③橙色 デ、内面口縁部はヘラ磨き。

10 土師器 貯蔵穴 ① 22. 9 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、胴部は底部から口縁部へのヘラ

第56図 甑 ほぽ完形 ② 8. 7 ②良好 削り 。内面胴部はヘラナデ後縦方向の粗いヘラ磨

P L52 ③ 26.4 ③明赤褐色 き。

11 土師器 貯蔵穴 ① 14.0 ①細砂粒 内面に輪積痕残る。口縁部は横ナデ、胴部上位も

第56図 甕 口縁部～胴 ②良好 ナデ。内面はヘラナデ。

P L52 部上位 ③赤褐色
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12 土師器 裔 ② 6.2 ①粗砂粒 胴部は縦方向のヘラ削り、底部は不定方向のヘラ

第56図 甕 床直 ②良好 削り 。内面胴部はヘラナデ。

胴部下半 ③橙色

13 土師器 床直 最大 15.6 ①細砂粒 内面に輪積痕が残る。胴部下半は縦方向、底部は

第56図 空一 胴部下半 ②良好 不定方向ヘラ削り。内面はヘラナデ。

P L52 ③明赤褐色

挿図番号 図版番号 種 類 器 種 出土位置 ！残存率 計 測 値（単位 cm、g) 石 材

14 第56図 P L52 土製品 玉 埋土 I完形 長1.00幅1.32孔 0.20重1.20

128号住居
挿図番号 種 類 出土位置

計測値 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備考
図版番号 器 種 遺存状態

1 土師器 寵 ① 12.8 ①細砂粒 内面黒色処理。口縁部上位は横ナデ、中位はナデ、

第60図 杯 1/4 ③ 4.9 ②良好 下位から底部は不定方向のヘラ削り 。内面口縁部

③橙色 に粗い斜放射状ヘラ磨き。

2 土師器 裔 ① 13. 2 ①細砂粒 口縁部上位は横ナデ、中位はナデ、下半から底部

第60図 杯 1/2 ③ 4.9 ②良好 は不定方向ヘラ削り 。内面口縁部は粗い斜放射状

P L53 ③橙色 ヘラ磨き。

3 土師器 床上4cm ① 13.2 ①細砂粒 口縁部上位は横ナデ、中位はナデ、下半から底部

第60図 杯 完形 ③ 5.2 ②良好 は不定方向ヘラ削り 。内面口縁部は斜放射状ヘラ

P L53 ③明赤褐色 磨き。

4 土師器 床直 ① 13.0 ①細砂粒 口縁部上位は横ナデ、中位はナデ、下半から底部

第60図 杯 完形 ③ 5.6 ②良好 は不定方向ヘラ削り 。内面は斜放射状ヘラ磨き。

P L53 ③にぶい赤褐色

5 土師器 南貯蔵穴 ① 12.4 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、中位はナデ、下位は横方向・底

第60図 杯 埋土 ③ 6.1 ②良好 部は不定方向ヘラ削り 。内面口縁部は斜放射状ヘ

P L53 ほぽ完形 ③橙色 ラ磨き。

6 土師器 床直 ① 13.8 ①粗砂粒 口縁部上位は横ナデ、中位にナデ部分が残る、下

第60因 杯 ほぽ完形 ③ (4. 5) ②良好 半から底部は不定方向ヘラ削り 。内面口縁部は斜

P L53 ③明褐色 放射状ヘラ磨き。

7 土師器 龍 ① 13.6 ①細砂粒 口縁部上位は横ナデ、中位はナデ、 F位から底部
第60図 杯 2/3 ③ 6.4 ②良好 は不定方向のヘラ削り。内面口縁部は斜放射状ヘ

PL 53 ③明赤褐色 ラ磨き。

8 土師器 南貯蔵穴 ① 12.6 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半から底部は不定方向の

第60図 杯 完形 最大 13.0 ②良好 ヘラ削り。内面口縁部は斜放射状ヘラ磨き。

P L53 ③ 5.1 ③橙色， 土師器 南•北貯蔵穴 ① 12. 4 ①細砂粒 口縁部上位は横ナデ、中位はナデ、下位から底部

第60図 杯 寵 最大 13.2 ②良好 は不定方向のヘラ削り 。

1/4 ③ (5.2) ③橙色

10 土師器 南貯蔵穴 ① 11.8 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部は不定方向のヘラ削り 。

第60図 杯 床上41cm 稜径 12.0 ②良好

P L53 完形 ③ 5.3 ③橙色

11 土師器 床直 ① 12.8 ①細砂粒、褐色粒 口縁部は横ナデ、底部は不定方向のヘラ削り 。

第60図 杯 床上32cm 稜径 11.6 ②良好

P L53 3/4 ③ 5. 6 ③明褐色

12 土師器 寵 ① 13.6 ①細砂粒 口縁部上位は横ナデ、中位はナデ、下位はヘラ削

第60図 高杯 脚部の一部 ④ 8.8 ②良好 り、脚部は横ナデ。内面は杯身口縁部に斜放射状

P L54 ③橙色 磨き。

13 土師器 床直 ① 14.8 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、中位にナデ部分が残る。下

第60図 高杯 3/4 ④ 9.4 ②良好 半は横方向のヘラ削り。脚部は横ナデ。

P L54 ③ 9.1 ③明赤褐色

14 土師器 床直 ① 17.0 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、内面は斜放射状ヘラ磨き。

第60因 高杯 口縁部片 ②良好

③橙色

15 土師器 床直 ①細砂粒 杯身内面黒色処理。杯身下半はヘラ削り。内面杯

第60図 高杯 1/4 ②良好 身は一部にヘラ磨き、脚部はヘラナデ。

③橙色

16 土師器 南貯蔵穴 ① 10.6 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、口縁部下にナデ部分が残る。体

第60図 短頸壺 底部欠損 最大 12.6 ②良好 部は横方向のヘラ削り 。

P L54 ③明赤褐色

17 土師器 南貯蔵穴 ① 13.6 ①粗砂粒 口唇部は横ナデ、胴部は縦方向のヘラ削り後粗い

第60図 甑 完形 ② 2.8 ②良好 横方向のヘラ磨き。内面はヘラナデ。

P L54 ③ 9.1 ③にぶい橙色
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18 土師器 床上 7cm • ① 23.1 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、胴部は上位にナデ部分が残り横

第61図 甑 11cm ② 8. 7 ②良好 方向、中位縦方向、下位横方向のヘラ削り 。内面

P L54 ほぽ完形 ③ 24. 2 ③褐色 胴部は縦方向のヘラナデ。

19 土師器 裔 ① 24.0 ①粗砂粒 口縁部は横ナデ、胴部は大半がヘラ削りであるが

第61図 甑 北貯蔵穴 ② 9.2 ②良好 一部横方向のヘラ削り。胴部は縦方向のヘラナデ。

P L54 1/3 ③ 27.6 ③橙色

20 土師器 竃・床上31cm ② 8.0 ①細砂粒、褐色粒 胴部は縦方向と部分的な横方向のヘラ削り 。底部

第61因 甑 胴部下位 ②良好 孔の周囲もヘラ削り 。内面は縦方向のヘラナデ。

③橙色

21 土師器 貯蔵穴 ① 13.4 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、胴部は横方向のヘラ削り 。内面

第61図 甕 口縁部～胴 ②良好 胴部はヘラナデ。

部上半片 ③明赤褐色

22 土師器 床直 ① 17. 2 ①細砂粒 口縁部から頸部は横ナデ、胴部は上位が横方向、

第61図 甕 ほぽ完形 ② 7.1 ②良好 中位は縦方向、下位は横方向、底部は不定方向の

③ 31.6 ③淡黄色 ヘラ削 り。 内面胴部はヘラナデ。

23 土師器 寵 ① 16. 7 ①細砂粒、褐色粒 口縁部は横ナデ、胴部は縦方向のヘラ削り、底部

第61図 甕 完形 ② 6.2 ②良好 は不定方向のヘラ削り 。内面胴部はヘラナデ。

③ 33.5 ③橙色

24 土師器 床上7cm ① 17. 0 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、胴部は底部から頸部へのヘラ削

第63図 甕 底部欠損 ②良好 り。内面胴部はヘラナデ。

P L54 ③明赤褐色

25 土師器 床直 ① 16.0 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、胴部は縦方向のヘラ削り 。内面

第63図 甕 口縁部～胴 ②良好 胴部はヘラナデ。

P L56 部上半 ③明褐色

26 土師器 冠 ① 16.6 ①細砂粒 胴部に輪積痕が残る。口縁部は横ナデ、胴部は頸

第63図 甕 口縁部～胴 ②良好 部へ向けてのヘラ削り 。内面胴部はヘラナデ。

P L56 部中位片 ③明赤褐色

27 土師器 冠 ① 15.1 ①細砂粒 内外面に輪積痕が残る。口縁部は横ナデ、胴部は

第63回 甕 南貯蔵穴 ② 5.0 ②良好 底部から頸部へのヘラ削り、底部は不定方向のヘ

P L56 ほぽ完形 ③ 26.0 ③明赤褐色 ラ削り。内面胴部はヘラナデ。

28 土師器 南貯蔵穴 ① 16.8 ①細砂粒 内面に輪積痕が残る。口縁部は横ナデ、胴部は底

第62図 甕 3/4 ② 5.4 ②良好 部から頸部へのヘラ削り、底部は不定方向のヘラ

P L56 ③ 21.4 ③褐色 削り。内面胴部はヘラナデ。

29 土師器 床直 ① 16. 5 ①粗砂粒 内面に輪積痕が残る。口縁部は横ナデ、胴部は底

第62図 甕 314 ② 6.4 ②良好 部から頸部へのヘラ削り、底部は不定方向のヘラ

P L56 ③ 30.8 ③明褐色 削り。

30 土師器 床直 ① 16.6 ①細砂粒 内面に輪積痕が残る。口縁部は横ナデ、胴部は底

第62図 甕 3/4 ② 4.4 ②良好 部から頸部へのヘラ削り、底部は不定方向のヘラ

P L56 ③ 27.3 R橙色 削り 。内面胴部はヘラナデ。

31 土師器 冦 ・床直 ① 17.0 ①細砂粒 内面に輪積痕が残る。口縁部は横ナデ、胴部は底

第62図 甕 ほぽ完形 ② 6. 7 ②良好 部から頸部へのヘラ削り、底部は不定方向のヘラ

P L55 ③ 34.0 ③橙色 削り 。内面胴部はヘラナデ。

32 土師器 床直 ① 22.2 ①細砂粒 輪積痕が残る。口縁部は横ナデ、胴部は縦方向の

第64図 甕 口縁部～胴 ②良好 ヘラ削りであるが単位等は不明。内面胴部はヘラ

P L55 部中位片 ③明赤褐色 ナデ。

33 土師器 寇 ① 18. 2 ①細砂粒 胴部内面に輪積痕が残る。口縁部は横ナデ、胴部

第63図 一宮 口縁部～胴 ②良好 は横方向のヘラ削りであるが単位等は不明。内面

P L55 部上位片 ③橙色 胴部はヘラナデ。

34 土師器 冠 ② 7.6 ①細砂粒 輪積痕が残る。胴部下位は縦方向のヘラ削り、底

第63図
宮一 胴部下位 ②良好 部は不定方向のヘラ削り 。内面はヘラナデ。

P L55 ③明褐色

35 土師器 埋土 ① 12. 7 ①細砂粒、褐色粒 口縁部上半は横ナデ、下半はナデ、底部は不定方

第64図 杯 ほぽ完形 ③ 5.2 ②良好 向ヘラ削り 。内面口縁部は斜放射状ヘラ磨き。

P L55 ③褐色

36 土師器 埋土 ① 13.5 ①細砂粒 口縁部上位は横ナデ、中位はナデ、下位から底部は

第64図 杯 完形 ③ 4.7 ②良好 不定方向のヘラ削 り。 内面口縁部は斜放射状ヘラ

P L55 ③明褐色 磨き。

37 土師器 床上31cm ① 13.8 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半から底部は不定方向の

第64図 杯 1/5 ③ (4.0) ②良好 ヘラ削 り。内面口縁部は斜放射状ヘラ磨き。

③橙色

38 土師器 埋土 ① 12.8 ①細砂粒 口縁部上位は横ナデ、 中位はナデ、 下位から底部

第64図 杯 1/4 ③ 5.0 ②良好 は不定方向のヘラ削り 。

③橙色
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39 土師器 床上27cm ① 13.8 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半から底部は不定方向の

第64図 杯 1/3 ② 4.0 ②良好 ヘラ削り。

欠損 ③ 8.6 ③明褐色

40 土師器 床上llcm ① 13.0 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半はナデ、底部は不定方

第64図 杯 1/4 最大 13.6 ②良好 向のヘラ削り 。内面口縁部は斜放射状ヘラ磨き。

③ 5.3 ③褐色

41 土師器 埋土 ① 13.6 ①細砂粒 口縁部上位は横ナデ、中位から底部は不定方向の

第64図 杯 口縁部片 最大 14.0 ②良好 ヘラ削り。内面口縁部は斜放射状ヘラ磨き。

③ (4.3) ③橙色

42 土師器 埋土 ① 12.0 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部は不定方向のヘラ削り。

第64図 杯 口縁部片 稜径 11.0 ②良好

③明赤褐色

43 士師器 床上29cm ① 12.0 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部は不定方向のヘラ削り。

第64図 杯 口縁部片 稜径 11.6 ②良好

③明赤褐色

44 土師器 床上39cm ① 12.0 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部は不定方向のヘラ削り。

第64図 杯 1/4 稜径 11.8 ②良好

③ 5.0 ③橙色

45 土師器 床上29cm ① 12.5 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部は不定方向のヘラ削り 。

第64図 杯 口縁部片 稜径 11.9 ②良好

③にぶい橙色

46 土師器 床上43cm ① 12.0 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部は不定方向のヘラ削り。

第64図 杯 ほぽ完形 稜径 12.l ②良好

P L55 ③ 5.0 ③橙色

47 土師器 床上43cm ① 12.0 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部は不定方向のヘラ削り 。

第64図 杯 ほぽ完形 稜径 11.4 ②良好

P L55 ③ 5.1 ③橙色

48 土師器 床上14cm• ① 12.0 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部は不定方向のヘラ削り。焼成

第65図 杯 23cm 稜径 12.2 ②良好 時の歪みが見られる。

P L55 ほぽ完形 ③ 5.8 ③橙色

49 土師器 床上42cm ① 12.2 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部は不定方向のヘラ削り。

第65図 杯 完形 稜径 11.9 ②良好

P L55 ③ 5.4 ③橙色

50 土師器 床上33cm ① 11. 8 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部は不定方向のヘラ削り。

第65図 杯 完形 稜径 11.8 ②良好

P L57 ③ 6.1 ③橙色

51 土師器 床上20cm ① 11. 8 ①細砂粒、褐色粒 口縁部は横ナデ、底部は不定方向のヘラ削り 。

第65図 杯 完形 稜径 12.0 ②良好

P L57 ③ 5. 7 ③橙色

52 土師器 床上29cm ① 12.0 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部は不定方向のヘラ削り。

第65図 杯 完形 稜径 12.2 ②良好

P L57 ③ 5.8 ③にぶい橙色

53 土師器 床上25cm ① 12. 6 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部は不定方向のヘラ削り。

第65図 杯 完形 稜径 12.0 ②良好

P L57 ③ 5.4 ③橙色

54 土師器 床上39cm ① 12.8 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部は不定方向のヘラ削り。

第65図 杯 完形 稜径 11.6 ②良好

P L57 ③ 5. 5 ③橙色

55 土師器 床上20cm ① 12. l ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部は不定方向のヘラ削り。

第65図 杯 完形 稜径 12.0 ②良好

P L57 ③ 5. 7 ③橙色

56 土師器 床上15cm ① 14. 4 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部は周辺部がヘラナデ、中心

第65図 杯 ほぽ完形 稜径 14.8 ②良好 部が不定方向のヘラ削り。

P L57 ③ 7.5 ③橙色

57 土師器 床上26cm ① 13. 4 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、中位にナデ部分が残る、下

第65図 杯 脚部欠損 ②良好 半から底部は不定方向のヘラ削り、脚部は横ナデ。

P L57 ③橙色 内面は口縁部上半に斜放射状ヘラ磨き。

58 土師器 埋土、125住 ① 16. 9 ①細砂粒 脚部に杯身を接合。杯身口縁部は横ナデ、底部は

第65図 高杯 1/2 ④ 11. 9 ②良好 ヘラナデ。脚部は端部が横ナデの他は縦方向のヘ

P L57 ③ 14.8 ③赤褐色 ラナデ。内面杯身は口縁部に斜放射状ヘラ磨き。

59 土師器 埋土18cm ④ 10.0 ①細砂粒 脚部は横ナデ、内面はヘラナデ。

第65図 裔杯 脚部 ②良好

P L57 ③橙色
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60 土師器 床上27cm ④ 9.4 ①細砂粒 杯身底部に脚部を接合。脚部は横ナデ後斜放射状

第65図 高杯 脚部 ②良好 ヘラ磨き。

P L57 ③橙色

61 土師器 床上42cm ①細砂粒 脚部は縦方向ヘラ削り後粗い縦方向のヘラ磨き。

第65図 商杯 脚部片 ②良好 内面端部はハケ目。

③橙色

62 土師器 床上11cm 頸径 6.2 ①細砂粒 内面に輪積痕が残る。胴部上位は横ナデ、中位か

第65図 均 胴部1/2 胴径 11.4 ②良好 ら下位は横方向のヘラ削り、底部は不定方向のヘ

P L57 ③橙色 ラ削り。内面はヘラナデ。

63 土師器 埋土 ② 8.8 ①粗砂粒 胴部は縦方向のヘラ削り 。底部孔の周囲もヘラ削

第65図 甑 胴部下位片 ②良好 り。内面は縦方向のヘラナデ。

③明赤褐色

64 土師器 埋土 ② 9.0 ①細砂粒 胴部内面に輪積痕が残る。胴部は縦方向のヘラ削

第66図 甑 129住埋土 ②良好 り。底部孔の周囲もヘラ削り。内面胴部はヘラナ

P L57 胴部下半片 ③橙色 ァ一ャ。

65 土師器 床上31cm ① 16. 7 ①粗砂粒 口縁部から頸部は横ナデ、胴部は上位が横方向・

第66図 甕 完形 ② 7.3 ②良好 中位 ・下位は斜め方向、底部は不定方向のヘラ削

P L57 ③ 16.8 ③にぶい黄橙色 り。内面胴部はヘラナデ。

66 土師器 埋土、129住 ① 21.2 ①粗砂粒、褐色粒 口縁部に輪積痕が残る。口縁部は横ナデ、胴部は

第66図 甕 口縁～胴部 ②良好 縦方向のヘラ削り 。内面胴部は横方向のヘラナデ。

P L58 中位片 ③橙色

67 土師器 床上27cm40 ① 17.4 ①粗砂粒、褐色粒 口縁部は横ナデ、胴部は縦方向のヘラ削り 。内面

第66因 甕 cm口縁部～ ②良好 胴部はヘラナデ。

P L58 胴上位片 ③橙色

68 土師器 床上6cm• ① 17.0 ①粗砂粒 口縁部は横ナデ、胴部は大半が横方向のヘラ削り

第66図 甕 14cm • 40cm ② 8.1 ②良好 であるが下半の一部に縦方向のヘラ削りが見られ

口縁一部欠 ③ 34. 5 ③にぶい黄橙色 る。内面胴部はヘラナデ。

69 土師器 床上40cm ① 20.0 ①粗砂粒 口縁部は横ナデ、頸部は縦方向のヘラ削り、胴部

第66図 甕 口縁部～胴 ②良好 上位は横方向のヘラ削り。内面胴部は横方向のヘ

部上位片 ③浅黄色 ラナデ。

挿図番号 図版番号 種 類 器 種 出士位置 残存率 計 測 値 （単位 cm、g) 石 材

70 第65図 P L57 石製模造品 臼至 埋土 完形 長 0.30径 0.76孔 0.20重 0.10 緑色珪質岩

71 第65図 P L57 石製模造品 臼王 埋土 完形 長 0.45径 0.66孔 0.25重 0.20 滑石蛇紋岩

129号住居
挿図番号 種 類 出土位置

計測値 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備考
図版番号 器 種 遺存状態

1 土師器 埋土 ① 12.8 ①細砂粒 内面黒色処理。口縁部上位は横ナデ、中位はナデ、

第68図 杯 口縁部片 ②良好 下位から底部は不定方向のヘラ削り 。内面口縁部

③明赤褐色 は斜放射状ヘラ磨き。

2 土師器 埋土 ① 15.8 ①細砂粒 内面黒色処理。口縁部上位は横ナデ、中位はナデ、

第68図 杯 1/2 ③ 6.6 ②良好 下位から底部は不定方向のヘラ削り 。内面は口縁

P L58 ③明褐色 部上半に斜放射状ヘラ磨き。

3 土師器 埋土 ① 13.0 ①細砂粒 口縁部上位は横ナデ、中位はナデ、下位から底部

第68図 杯 1/4 最大 13.8 ②良好 は不定方向のヘラ削り 。内面口縁部は斜放射状ヘ

③ (5.4) ③明赤褐色 ラ磨き。

4 土師器 埋土 ① 12.4 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部は不定方向のヘラ削り 。

第68図 杯 口縁部片 稜径 12.4 ②良好

③明褐色

5 土師器 床直 ① 18. 7 ①細砂粒 脚部を杯身に差し込み接合。杯身口縁部は横ナデ、

第68図 高杯 杯身1/4欠 ④ 13. 5 ②良好 底部はナデ、脚部は横ナデ。

P L58 ③ 15.8 ③橙色

6 土師器 埋土 ①細砂粒 脚部は横ナデ。内面口縁部に斜放射状ヘラ磨き。

第68図 高杯 杯身底部～ ②良好

脚部上位 ③橙色

7 土師器 埋土・ 127住 ④ 12.8 ①細砂粒 杯身底部はナデ、脚部は上半が縦方向、下半が放

第68図 高杯 脚部 ②良好 射状ヘラ磨き。

P L58 ③橙色

8 土師器 床直 ① 10.8 ①細砂粒 口縁部は横ナデ後縦方向のヘラ磨き、胴部はヘラ

第68図 柑 完形 ② 3.3 ②良好 削り後上半にヘラ磨き。内面口縁部は縦方向のヘ

P L58 ③ 12.6 ③明赤褐色 ラ磨き。
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